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BIG-4


２．ククク……ついに勇者が現れたか。ってぼくの妹じゃねーか!?





大楽絢太
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　ワダアルコ




　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







プロローグ


第一話　勇者と四天王


第二話　人気投票と四天王


第三話　炎の魔神と四天王


第四話　氷人族と四天王


第五話　新入りと四天王


エピローグ





　あとがき












【ゆう‐しゃ　勇者】







①　勇気のある人。勇ゆう士し。困難に負けず、災さい厄やくを恐れず、問題に飛び込む人。





②　世界の命運を背負った英えい雄ゆう。


　　テレビゲーム等では、何な故ぜか他者の家に無断で侵入、タンスや壺つぼを漁あさり金品を略りやく奪だつできる権利を得ている。凡はん例れい「○○はタンスの中から三○○○Ｇを手に入れた！（何な故ぜか誇ほこらしげに）」





③　昨さつ今こんのゲーム、ライトノベルのジャンル〝魔王モノ〟におけるライバルキャラ。


　　主人公である魔王が男性なら、勇者は美少女、魔王が女性なら勇者は男性など、最終的に両者が恋愛関係になるような性別設定が行われていることが多い。







【泥でい舟しゆう社発行、現代用語辞典より抜ばつ粋すい】












この物語は、四し天てん王のうの、四天王による、四天王の為ための物語。
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　プロローグ







「97、98、99…………１００。１００日!?


　お、おいおい……グダグダしてる間に──ぼくが魔ま界かいに来てから、もう、三ヶ月も経たってるじゃないか!?」


　魔王城内、薄うす暗ぐらい早朝の自室の中──


　壁かべに刻み込まれた傷きず痕あとを数え終えたぼくは、愕がく然ぜんとなっていた。


　目の前にあるのは、魔界に来てからどれくらい経ったのか一目で分かるように、一日が終わる前に一つ増やしている×マークの傷痕。


　久々に数えてみると、その数、実にジャスト１００。


　つまり１００日。


　ぼくが魔界に来て、１００日以上経過しているということになる。


「シャ、シャレにならんぞこりゃ……」


　ぼくは──久々に我に返った。





　申し遅おくれたが、軽く自己紹しよう介かいを。


　ぼくの名前は山やま田だ。


　名字の通り、平へい々へい凡ぼん々ぼんな容姿・能力・性格の、平々凡々な高校一年生である。


　一つだけ人と変わっていることといえば……


　それはぼくが、今現在、日本を離はなれ、魔界の最さい奥おう・魔王城で、魔王軍最高戦力四し天てん王のう〝知ち〟の山田、として働いている、ということぐらいだろうか。





　ぼくが何な故ぜ、勇者でも、魔王でもない、こんな中ちゆう途と半はん端ぱな環かん境きように身を置いているのかといえば──


　①四天王として、魔王軍の『人類抹まつ殺さつ計画』進行を補助、最終段階まで移行させる。


　②すると、魔王が復活する。


　③魔王を倒たおす手段はある（らしい）ので、それで魔王を倒す。


　④任務完かん了りよう。人類に永久の平和が訪おとずれる。


　……という、異常にまわりくどい魔王討とう伐ばつ作戦の遂すい行こう者に、ぼくがとある人物の気まぐれにより選ばれてしまったからである。


　とはいえ、ぼくは地球、とりわけゲームやアニメや漫まん画がやラノべが発達してる日本を愛している、何の不満もない現代日本男児だし。


　さっさとこんな中途半端な任務こなして、日本に帰りたいのだが……





「冷静に考えたら……魔界に来てから三ヶ月超ちよう、ぼく、『人類抹殺計画』、一ミリも進められてないじゃないか!?」


　カッ！　窓の外の邪じや悪あくな雷らい鳴めいに照らされる自室の中。


　自作傷痕カレンダーの前で、ぼくは信じがたい現実に今さらながら愕然としていた。


（ウソだろ……!?　クソ……ぜんぶアイツらのせいだ）


　ぼくと共に『人類抹殺計画』を担当しているはずの、ぼく以外の四天王の三人。


　四天王。


　アニメやゲームのイメージもあるし、そう聞くと、〝忠実なる魔王のしもべ〟〝人間を滅ほろぼす為ためならどんな卑ひ怯きような手も使う極ごく悪あく非道な連中〟〝人類抹殺の為日々あくせく働いている〟そんなイメージを抱いだくが……実際接してみると、実像は全然違ちがう！


　実際の、ぼく以外の四天王アイツらは……日本のオタク・ニート・引きこもりも真っ青になるくらい、サボり魔で残念でどうしようもない連中なのである。


　そんな連中に、毎日毎日ペースを乱され。


　この三ヶ月。ぼくは結局、『人類抹殺計画』を、一ミリも進めることができていなかった。


　特にここ最近──一月前の、〝雷かみなり〟のアーディンブルグ解任騒そう動どう以降、どうも連中と変に打ち解けすぎてしまっている。


「イカン……このままでは、ぼく、魔界でレトロゲームやってるだけで、一生が終わる……」


　とはいえ、今、魔界生活一〇〇日という節目を迎むかえ、ぼくは本来の自分を取り戻もどした。


　アディ達の寿じゆ命みようがどのくらいなのか知らないが、ぼくはどんなに長生きしてもあと余命八○年ぐらい。さらにいえば、花の十代の終わりまではあとたった五年。


　こんな薄暗い穴倉の中で、それをぜんぶ無む駄だに費ついやすわけにはいかない……！


「急がなければ」


　ぼくはしゃんと背筋を伸のばし、久々に自分に気合いを入れた。


　ぼくは魔王軍最高戦力四天王〝知〟の山田、ではない。


　日本に数万人はいるであろう平凡な名字を持つ、単なるニート予備軍である高校一年生、〝ただの山田〟、なのだ。


「ようし……今日こそは……今日からは……四ア天イ王ツ達らが泣こうが喚わめこうが、人類抹殺計画進める為、馬車馬のようにアイツら使し役えきしてやる」


　ぶぅわぁさっ！　ぼくはもういい加減慣れた手つきで、同どう僚りよう、アーディンブルグに買ってもらったブラック・ウィン・ドラゴンの本ほん革がわマントを羽織り、やる気満々で自室から出しゆつ陣じんしようとする。


　──が。


　その時だった。


　コンコンッ。


　そんなやる気に水をさすような、タイミングの悪いノックの音。


　そして。


「山田さーん」


　水どころか、氷水とマグマとコールタールをシェイクしたような事件が、ぼくのもとになだれ込んできた。




　第一話　勇者と四天王







「山やま田ださーん。死しに神がみ急きゆう便びんです。お届けものでーす」


　扉とびら越ごしに聞こえてきたのは──


　そんな声。


「ん？　死神急便？　なんだよ……せっかくやる気になってきてたのに……」


　死神急便とは──魔界の最大手宅配便メーカーの名前。


　ぼくら四天王は、ここ、魔界一丁目魔王城六六五階が事務所、兼けん、自宅なので、荷物等が送られて来た場合、ここに届く。この魔王城、セキュリティ、ゆるゆるだからな。


「荷物、置いときますねー」


　忙いそがしいのだろう。何回かやりとりした記き憶おくのある、死神急便の宅配員（確か、二足歩行の蟻あり型魔族）は、その声でそういい残すと、


　ヴンッ！　魔ま方ほう陣じんによる転移呪じゆ文もんを使った効果音のみを残し、扉の向こうからあっという間に気配を消した。


　残るは、荷物の気配のみ。


「ちっ……めんどくさいな……」


　誰だれからの荷物か知らんが、置かれたからには回収せざるをえまい……。


（しかし……アディやユキならともかく、ぼくに宅配便なんて珍めずらしいな……）


　ぼくは怪け訝げんに思いながら、扉を開き、置き去りにされた荷物を確かく認にんしようとする──


　が。


「…………ん!?　デ……デカッ!?」


　いきなり、予想外のことが起こった。


　宅配員が置いていった荷物。


　それは……予想以上の大きさだった。


　しかも荷物は二つあり、


　一つは透とう明めいなビニール製の袋ふくろに入れられ、圧縮された形になっている……なんか、妙みように魔界というより人間界臭しゆう漂ただよう、ピンクの『布ふ団とんセット』。


　もう一つは──一辺一メートル近くある、妙に巨きよ大だいな、正方形の段ボール製の箱。中に何が入ってるかは……わからない。


「……………………」


　何故かはわからない。


　しかし、その二つの贈おくり物を見た瞬しゆん間かん……ぼくは明確にこう思った。


（なんか……嫌いやな予感がする）


　ぼく以外の四天王という、既すでに制せい御ぎよ不能の嵐あらしが三つ渦うず巻まいている海の中に、もう一つ、開けたら嵐が吹ふき荒あれる小こ瓶びんが流れ着いてきたような……。


　何故だか湧わき上がる、そんなイメージ。


「……………………！」


　しかし、その警告と裏腹に──ぼくは吸い込まれるように、何故か、その二つの荷物に近づいていってしまった。


　荷物がなんなのか、詳しよう細さいを確認してしまう。


　まずは、布団。


　やはりそれは、どう見ても──


　日本でよく見かける、普ふ通つうの、三つ折りになった安い敷しき布団と、そして妙にチープな花はな柄がらがプリントされたピンクの掛かけ布団の圧縮袋セット。


　……どころか。


「……おいおいおいおい。……ウソだろ!?」


　ぼくはそこで、滝たきのような汗あせを流し、汗が入った目の痛みすら感じながら、絶句した。


　この、花柄模様の布団……どっかで見たことないか？


「ウソだろ？　ウソだ。だとしたら、この段ボール……」


　ぼくはその瞬間、パンドラの箱でも開けるような気分で──


　ドンッ！　その段ボールに、怒いかりの蹴けりを入れてみる。


「ぎゃんっ!?」


　当たっていて欲しくなかったが、予想は当たったようだった。


　ぼくが蹴りを入れた直後、段ボールは──悲鳴をあげた。


「ちょ……何すんだよ、このオタク野や郎ろう!?」


　そして段ボールは、汚きたない言葉をぼくに投げつけた後、モゾモゾとしばらく震ふるえ……ばかんっ！


　天てん井じよう部分のフタを観音開きに押し開き、そしてそこから、一人の人間──つまり段ボールの中身──を排はい出しゆつした。


　そこから出現したのは、髪かみの前のほうだけストライプ状に赤く染めた、短い黒髪の、小こ柄がらで、攻こう撃げき的な目つきの少女。


　身体からだには……見慣れたブレザーとスカートを着用している。


「女の子のカラダ蹴るとか……マジありえないんですけど!?　これでガキ産めなくなったらどうしてくれんの!?」


　その少女は、段ボールに下半身を突つき刺さしたままぼくに向かって説教したが……


　ぼくはそれどころではなかった。怒りで。


　ぼくはそんな少女にツカツカ近寄ると。


　バシンッ！　思いっきり少女の頭をはたいた。


「お・お・お・お前は……こんなところで何をしとるんじゃ!?」


　震えながら……ぼく。


「何って。『勇ゆう者しや』にきまってるじゃん」


　はたかれた頭を押さえ、涙なみだ目めになりながら少女はあっさりいう、が。


「なっ……はああああああああああああああああああ!?」


　ぼくの人生で──これほど絶ぜつ叫きようしたことがあっただろうか。これほどあいた口がふさがらなかったことがあるだろうか。


　想像を超こえる展開に、ぼくの頭は全くついていかない。


「なによう……そんなに驚おどろくこと？　実の妹が勇者になることくらい。誰の人生にだって起こりうることじゃない」


　少女は呆あきれたように口をとがらせていうが、


　お。


「おっ……おっ……起こり、うるかぁぁぁぁぁぁぁ！」


　ぼくは目の前の女の鼓こ膜まくを破るくらいの勢いで怒ど鳴なり散らした。


　何が起こっているかわからない。事情も原因もさっぱりわからない。


　しかし目の前に現れた少女。


　それは間ま違ちがいなく、ぼくの実の妹。その名も山田雫しずくだった。……何で!?


「んもう……相変わらず、うるっさいわねぇ。とにかく、こっちは長旅で疲つかれてんだから。中でお茶くらい淹いれて、一ひと眠ねむりさせてよ」


　そしてその妹、雫は、耳に指をいれながら、本気で五う月る蠅さそうにいうと、ぼくの部屋の扉を勝手に開け放ち、バタンッ。ぼくの部屋の中に消えていく。


「なんでだ……なんでぼくばっかりこうなる……!?」


　それを見送りながら、ぼくは、完全に力尽つき、その場に砂のように崩くずれ落ちた。


　ぼくの予感は正しかった。


　魔ま王おう城に届けられた荷物。それは幸運などではなく、ぼくを更さらなる奈な落らくに突き落とす、新たなる嵐の芽──！


（今日こそは、人類抹まつ殺さつ計画を進める……？）


　あんな奴やつが来ちゃったら……


　んなモン、ぜってー無理じゃねーか!?


　こうして、ぼくの、魔界での一○一日目は波乱からスタートする。


　一つだけハッキリしているのは。


「ちょっとお兄にい！　はやく、お茶！　わたし、『勇者』やってて、疲れてんだけど？」


「お前は実家帰ってカルキ臭くさい水道水でも飲んでろ……！」


　──これでぼくが日本に帰れる日が、ますます、遠くなった、ということだ……！





　　　　※




「要するに、ビジネスよ。ビジネス」


　持ってきた布団ではなく、ぼくの普段寝ねているベッドに胡坐あぐらをかいて座りながら、女はぼくにむかって、わかったような顔で説明を開始した。


　いちおう、改めて紹しよう介かいしておくと──


　こいつは、山田　雫（一四歳・中二）。


　その名字が示すように、世界でたった一人、ぼくと血の繫つながった妹である……。


「ビ、ビジネスだぁ……？」


「そう。わたしは、ビジネスの為ため、ここへ来たの」


　自信満々に、雫。


「い、いや、ここへ来たって……どうやって来たんだよ!?」


　来たくてこれる場所じゃないよな、魔界って!?　ぼくはわけがわからず聞くが、


「いや……それがさ」


　雫は真ま面じ目めな顔になり、


「この前、家でダラダラしてたら──なんか、お兄の知り合いを名乗る喋しやべるスズメが来てさ。わたしに向かってこういうの。


　お前の兄は、近い将来、魔王を呼び覚ます。


　お前はその起きた魔王を倒たおす役……『勇者』って職業をやってみないか？　って。


　それでやるって答えたら、気づいたら勇者になっててさァ……」


　恐おそろしくアッサリした、勇者になった経けい緯いを説明してくれる雫。


（て事は……また裏で糸ひいてんの、あのスズメなのか!?）


　ぼくは思わず足元に転がっていた雫の布団を蹴り上げた。


（アイツ……本気で何考えてんだ!?）


　相変わらずよくわからんあのスズメの行動パターンに、ぼくは頭を抱かかえた。


　つまり、雫の話を総合すると。


　今まで謎なぞだったけど、ぼくが起こした魔王を倒すのは……勇者コイツってことか？


　ということは、たとえぼくががんばって魔王起こすとこまでいっても、勇者コイツが魔王倒さなきゃ、ぼくも人間界帰れないってことで……！


　何でそんな重要な役担になうのが……よりによって雫なんだよ、あの野郎!?


「お、お前も、何で勇者なんか引き受けたんだよ!?」


　怒りの矛ほこ先さきを、今度は雫に向けながら、ぼく。


「だ・か・ら。それがビジネスだっていってんのよ」


　雫はふんぞり返りながら髪をかきあげ、そういうのだった。はあ？


「お兄──。わたしの『職業』、覚えてる？」


　そして、やはり偉えらそうに聞いてくる雫。


「あ？　『職業』……Ｂ級アイドルだろ？」


　と、ぼく。


「び、びーじゃない！　Ａよ！」


　ひゅおっ！　意外と鋭するどい目め潰つぶしをぼくに放ちながら、雫は抗こう議ぎしてきた。


「これでもわたし、『モーニング４ヨン８ハチ８ハチ』の、Ｂチームのサブリーダーなんだから!?　この前なんて近所のスーパーのチラシにモデルとして出たのよ!?　十分Ａ級アイドルでしょ！」


　憤ふん慨がいしながら雫はいうが、いや、それ、Ａ級アイドルの実績としてはかなり力不足だよな!?


　いまのやりとりでわかったかもしれないが……コイツ。雫は。


　一応、中学二年生ながら、アイドル的な活動、もやっていたりする。


　とはいえ、所属してるのは、聞いたこともない事務所のアイドルグループ……『モーニング４８８』とかいう、後発でパクリ気味で低クオリティな、二○○％売れないアイドルグループだし。


　立ち位置は、そのパッとしないにも程ほどがあるアイドルグループの中でも、トップチームどころか二軍のレギュラーすら危あやうい程度の位置だし。


　主な仕事は、前述のスーパーのチラシのモデルばっかりだし。


　要するに『国民的美少女』『会いにいけるアイドル』などではなく、いうなれば『かぎりなく一いつ般ぱん人に近いアイドル』なのである、コイツは。


　実際コイツのルックス、客観的に見て、良くいって八○点、まぁ七○点前後をつける人が多いんじゃないかっていう……並のルックスだからなぁ……。


「だから、そのＣ級アイドルは、なんでこんなトコ来るんだよ……」


　ぼくは指し摘てきしたが、


「Ｃじゃなく、Ａね。アイドルだから、ここにきたのよ。


　ここからわたし、超スーパーアイドル山田雫の、『大逆転伝説』は幕を開けるんだから……！」


　雫は、うっとりしたようなカオでそう呟つぶやいた。


「……大逆転伝説だとぉ？」


「うん。お兄は肉親だし。あんまり応おう援えんしてる人の夢壊こわすような……ガッカリさせるようなこと、いいたくないんだけど」


　そこで雫は、深刻そうな表情になり、


「ぶっちゃけ。白状すると。


　わたし……このままじゃ、アイドルとして、大成するのはちょっと難しいと思ってるの」


　思いつめたような顔でそう吐と露ろする雫。


　うん──


　いや──


　そんなこと──


　とっくに気づいてますけど!?


　ぼくはあまりにも大したことのない告白に、一いつ瞬しゆん固まったが、雫の間違いだらけの自己分ぶん析せきは続く。


「たぶん、冷静に……客観的に分析して。このまま何も手を打たないまま、わたしがアイドルとして大成する確率は、良くて四○％程度……！」


「いや、０だよ!?」


　ぼくは普ふ通つうに抗議した。


　芸能界……ナメてんのかコイツ!?


　週刊誌で仕入れた昨今の芸能界の弱肉強食ぶり、懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えてあげようか!?


　ぼくは厳しい素人しろうとの目線で指摘するが、雫は聞く耳持たない。


「それでね。お兄とか一般の人は気づいてないと思うけど、今のアイドル戦国時代。後発のアイドルグループは、何か、とてつもなく大きな武器……武ぶ勲くん、話題性、なんでもいい。前に出る為の〝切り札〟がいるの」


　さらに、本当に、今じゃ小学生でも気づいているような芸能界の摂せつ理りを、やけにドラマチックな表情でいってくる雫。


　頼たのむ。お前、もう、帰ってくれない……!?


「ていうか……お前まさかその、〝切り札〟として。自分がアイドルとして前に出る為の話題づくりとして。『勇者』引き受けたんじゃないだろうな……!?」


　なんか……段々、話の流れが見えてきたぞ？


　恐る恐る指摘するぼく。


　違ちがうよな？　まさか、そんな、女優志望の中ちゆう途と半はん端ぱなアイドルが、成り上がる為のステップとしてグラビアやることになりました──みたいな。そんななし崩くずしな理由で、みんなの憧あこがれ『勇者』をやってるワケじゃないよな？


　ぼくは否定されることを切に切に願ったが……


「さすがお兄──ご名答よ」


　ぼくの切なる願いは、雫の含ふくみ笑いであっさり打ち砕くだかれた。こんな時だけ期待を裏切らないヤツだな、お前は!?


「〝勇者として異世界行って、魔ま王おう倒した現げん役えきアイドル〟


　その称しよう号ごう得るためだけに──わたし遥はる々ばる、魔界まで来たの！」


　ぴょん、とベッドから飛び降り、自信満々に宣言する雫。


「帰れ！」


　そんなナメた動機のやつに、世界救えるわけがない。


　心から、魂たましいから、そうぼくは告げたが、


「だーいじょうぶだって。わたし、お兄の隣となりでよくドラ○エとか見てたし。それに今のわたし、超ちよう修しゆ行ぎよう積んで、超強いから。魔王とか秒殺だよ？　そもそも、もう、今さらやめるわけにはいかないし」


　そういうと雫は、ごそごそ……。


　持っていた鞄かばんから、なにやらかなり小型のノートパソコン──背面にカメラがついているやつ──を取り出し、ぶんっ。ぼくに投げ渡わたした。


　ぱしっ。ぼくはそれを受け取り、


「？　なんだよコレ……」


「撮さつ影えい機材」


　雫はいう。


「は？　撮影機材？」


「そ。わたし、スズメっちに頼んで。わたしが勇者として戦せん闘とうする姿とか、そのパソコンで、リアルタイムでいろんな動画投稿サイトに配信してもらえるよう、設定してもらったの。


　今、芸能界で話題になってる人の多くは、最初、ネットから人気に火がついたりしてるからね」


　にこやかに、雫はいうが、


「は……はぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」


　予想外の展開に、ぼくは度ど肝ぎもを抜ぬかれた。


　何いってんだコイツ!?


　パソコンで、雫の活動を、リアルタイムに配信!?


　それってつまり……ニコニコ動画とか、ユー○ューブで、全世界に、この異世界での、勇者雫の活動がバラまかれるってこと!?


（ていうかお前……それ……ちょっとまずいんじゃないか？）


　ぼくは、それを聞いて、妙みような胸むな騒さわぎを覚えた。


　いや──


　異世界からの生なま中ちゆう継けいとか、ぼくが知る限り、史上初だし。


　もしかしたら、そのアイデア自体は画期的なことかもしれない。


　うまくいけば、アクセス数とか凄すごいことになるだろうし。


　世界中に顔が売れて、雫にとってプラスになることもあるかもしれない。


　ただ……


（お前が戦おうとしてる魔族……特に四天王の連中……たぶん、お前が思ってる魔族と、ぜんぜんイメージ違うんだぞ……？）


〝雷かみなり〟のアーディンブルグ。


〝雪ゆき〟のヴォルフォレカ


〝焰ほのお〟のイグナレス。


　ぼくは、あの妙に濃こくて、怠たい惰だで駄だ目めな三体の魔族の顔を思い出した。


　雫と、あの三体が絡からんだ場合、いったいどういう結末になるのか──ぼくには、ぜんぜん、想像できない。


　ぜんぜん想像できないが。


（予想の斜ななめ上を行くのがアイツらの習性……！　そして雫は、ぼくと同じ山田の血を引く人間……。アイツらと遭そう遇ぐうした場合、雫も、結局、アイツらにペース乱されて、振ふり回されて……なんかアイドルとして、全然オイシクない映像とかに仕上がっちゃうんじゃないか……!?）


　極きよく端たんな話、放送できないような恥はずかしい姿が、全世界にリアルタイムでバラまかれるオチすらありえる。


　そしたら（一応）アイドル目指してるコイツにとっちゃ、致ち命めい的てきなんじゃないのか……!?


「オイ……」


（守らなければ……！）


　こんな奴やつでも、世界でただ一人血の繫つながった実の妹。そんな悲ひ惨さんな人生歩ませるわけにはいかない……なんとか、その展開だけは阻そ止しすべく、雫に忠告しようとする、ぼく。


　──が。


　魔界に来てからこっち。ぼくの思惑おもわくが、思惑通りにいったことなど一度たりともない。


　コンコンッ。


　その時。


　目の前の自室の扉とびらが、ノックされ。


「ヤマダ様。そろそろ他ほかの四天王様もお揃そろいです。いい加減引きこもるのはやめて、円えん卓たくの間へいらっしゃってくれませんか？」


　扉の外から、部下──サイクロプスによる、文字通り、もの凄く余計な一言が聞こえてきた──。








「え!?　あ、あぁ、会議？　ちょ、ちょっと待って──」


　余計なことを──


　やば！　今ので、雫に、変な刺し激げき与あたえたんじゃ……!?


　サイクロプスにいいつつ、恐る恐る、雫のほうへ首を向けるぼく。


　──その、まさかだった。


「し……四天王っ!?」


　雫はその単語に……完全に反応。


　そして雫は、ぼくに耳打ちするようにして、


（四天王ってアレだよね？　スズメっちがちょっといってた……お兄にいの同どう僚りようの、人類マッサツ計画やんなきゃなんないのにぜんぜんやらずお兄困らせてる……超悪いやつらだよね!?）


　なんか、目をキラキラさせながら、聞いてくる。


（え!?　いや、そ、そうともいうけど、でも、お前……）


（だーいじょうぶ。任せて、お兄。


　もう大だい丈じよう夫ぶ。わたしがいって……サクッと懲こらしめてくるわ★）


　腕うでまくりしながら、考えうる限り、もっとも最悪のパターンのセリフを口にする雫。


（はぁ!?　い、いや、）


（わかってるって。殺したら人類抹まつ殺さつ計画できなくなるから、殺すなってんでしょ？　安心して。腕の一本や二本へし折るにとどめておくから☆）


　雫はグッと親指をたててぼくにいってくるが、


（そ、そーじゃなくて！）


（しかも初戦が四天王とか、神展開で、すごいアクセス数稼かせげるだろうし……ちょうどいいわ。善は急げ。勇者はもっと急げ。


　勇者山田雫の伝説が、今、始まるッッ……！）


　もはや雫は聞いちゃいねー。


　一方的にそう宣言すると雫は、ピッ。


　勝手にぼくの持つノーパソの撮影・配信開始ボタンをクリックし。


　ダンッ！　予想以上のダッシュ力で、ぼくの横、扉と、そしてサイクロプスの横をすり抜け、部屋から弾だん丸がんのように飛び出していった。


「あ!?　ば……ばか！」


　こんなにもお前のことを案じてやってるというのに──！


　何な故ぜ死地に嬉き々きとして全速力で向かう、お前は!?


　ノーパソの方を見るとそこには、どういう仕組みになっているのか、人間界で、この動画を観みている視し聴ちよう者達の複数動画サイトからのコメントが、一いつ斉せいに流れ込んできている。





　・おっ。やっと始まった


　・この動画始まるまで期間長すぎｗ


　・雫ちゃんどっか走ってったけどどこいったの？


　・この城セットにしてはよくできてんなー　海外の古城？


　・雰ふん囲い気きあるよね





「うわ……」


　既すでに人向間こ界うでは……動画配信が始まってしまったらしい。


　くそっ。ここで、開始数十秒で配信停止したら、今後視聴者数激減するだろうし……！


　しかも、撮とってなかったってバレたら、雫、怒いかり狂くるうだろうしな。


「くそっ……もうこうなったら……なるようになれだ！」


　もう勝手にしろ、という気もしないでもないが。しかしやはり実の妹、厄やつ介かいだが、ほっとけない！


　ぼくはあらゆる思考を停止して、パソコンカメラを構え、雫の後を追うべく部屋を飛び出す！


「へへっ。ヤマダ様。いまの、誰だれです？　ヤマダ様もスミにおけないっすねぇ」


　部屋の外で、どこをどう勘かん違ちがいしたのか、巨きよ人じんが下げ卑びた笑えみと共にそんな冷やかしをかけてくる。


　・巨人ｗ　空気嫁よめ


　・予想以上にゲスｗｗ


　・兄貴＝カメアシ


　・兄貴急げよー


　パソコン上の、ネット住人達の、そんなノンキなコメントを流し見しながら……


　ぼくは円卓の間へ、全速力で駆かけ出した！





　　　　※




　が──ぼくの全力疾しつ走そうも、結局、すべて水の泡あわだったようだ。


　息切らして到とう着ちやくした、魔ま王おう軍の中ちゆう枢すう中の中枢。円卓の間。


　薄うす暗ぐらい部屋の中。


　そこでは、何もかも、予想していた通りの光景が広がっていた──。


「だ・か・ら……今日は〝Ⅳ〟やるべきだっていってんでしょ!?」


　ダンッ！　円卓に両手をつき、力強く意見しているのは──


　腰こしまで伸のびた赤い髪かみの天頂部分に、ちょこんと黒い三角耳がのっかっている、目つきの悪い、そして異常に露ろ出しゆつ度どの高い服を着ている気の強そうな女。


〝雷〟のアーディンブルグ。


「で、でも、昨日はわたしの意見採用して、〝Ⅴ〟やるって……。……そうだよね。わたしの意見なんてあってもなくても同じってことだよね。もういい……死のう」


　異常に思いつめた表情で、氷でできた短たん剣けんを首筋にあてているのは──


　菖蒲あやめ色の瞳ひとみに、氷海のように青く澄すんでいる蒼あお髪かみ、どこかおっとりとした風ふう貌ぼうの、しかし胸だけはやたらデカイ小こ柄がらな体たい軀くの女。


〝雪〟のヴォルフォレカ。通つう称しようユキ。


「お前らの気持ちもわからんでもない……だが冷静になって考えろ。〝Ⅵ〟は、まだクリアできてないんだぞ？　よしこうしよう。表が出たらお前らの意見に耳を貸す。裏が出たらⅥだ。そら……いくぞ？」


　そして、ピーン。その二体を見ながら一人勝手に一人コイントスをしているのは──


　炎ほのおのように赤い瞳に、褐かつ色しよくの肌はだ、長い銀ぎん髪ぱつの、何を考えているか表情からまったく読み取れない、恐おそろしく美形の少年。


〝焰ほのお〟のイグナレス。


　以上。三体の四天王が、円卓の上にある、思いっきりメイド・イン・ジャパンな娯ご楽らく道具……スーパーフ○ミコン。その横に並べられた、三つの、ナンバリングの異なるフ○イナルファンタジーについて、激論を繰くり広げてる。


「絶対、絶対Ⅳよ！　だってⅣ、四天王出てくんのよ!?　同じ四天王として、ゴ○べーザ四天王について、いっぱい研究すべきじゃない!?」


　アディはいい、


「で、でも、ゴ○べーザ四天王……オジサンばっかりだよ？　それより、Ⅴのジョブシステムのほうが、後進の育成考える上でも有意義っていうか……」


　ユキは意見し、


「それならⅥだろう？　我が軍も魔導アーマーを量産し、軍に配備すべきだ。あれがあれば、軍全体の戦せん闘とう力が、一～二割増しで増大するぞ？」


　イグナレスが抵てい抗こう。


　ぼく達が来たことにも気づかず、議論を交かわし続ける三体。


　そして部屋には、もう、ぼくは慣れたが、そんな四天王の姿に、誰よりショックを受けている様子の少女が一人。


　勢い込んでこの部屋に突とつ入にゆうしたものの、その様子にあっけにとられ、入り口で棒立ちになっている勇者──山田雫である。


「な、な、な、なんなの、アイツら……!?」


　そしてぼくが追いついたことに気づいたのだろう。


　雫は、混乱した顔でぼくに歩み寄り、


「な、なんか……普ふ通つうにファミ○ンの話してるんですけど!?」


　すがりつくような表情で、ぼくに聞いてきた。


　うん。すごくプレーンな反応だ。


「うん……いや、正確にはスーフ○ミな」


「うそ、あれが四天王!?　お兄が人間界から連れてきた、友達、じゃなくて!?」


「いや。あれが正しよう真しん正しよう銘めい、魔王軍最高戦力、四天王」


「そんな……！」


　絶句しながら、雫。


「聞いてない……！　四天王があんな濃こい連中じゃ……画面ガチャガチャして、わたし、あんまり目立てないじゃない！」


　雫も気づいたのだろう。


　切実な現実を訴うつたえる。


「……だろうな。いや……もしかしたらそれだけじゃすまないかもしれないぞ……」


　ぼくはなんとなく、一いち抹まつの不安を抱いだきながら、視線を下──パソコンの画面に向ける。


　そこには、こんな旨むねのコメントが、多く流れて来ていた──


　・オタクの四天王ｗｗ　おもしれ


　・女四天王異常にクオリティ高くね？　俳優、誰？


　・話、Ｆ○だよな？　おれⅤに一票


　・は？　Ⅴとかクソだし。懐かい古こ中乙おつ。Ｆ○はⅩっしょ


　・Ⅹとかいってる奴やつはゆとり。最高傑けつ作さくはⅦ


　・↑中二病乙ｗ


　……予想通りだった。


　画面では、四天王の正体を気にするコメントが三割。Ｆ○の最高傑作を巡めぐる不毛な口論が七割。


　うん。


　そこではもう。


　山田雫は空気と化していた。


「ウ、ウ、ウソでしょ……!?」


　画面を覗のぞき込み、うなぎ上りの視聴者数と反比例して、空気と化していく自分にヨロめく雫。


「ふ、ふ、ふざけんじゃないわよ……何の為ために一ヶ月も、わけのわからない真っ白な部屋でひたすら修しゆ行ぎようしたと思ってんのよ!?」


　すると雫は、キッ。憎ぞう悪おの眼まな差ざしを前方に向けた。


「この一ヶ月、妙みように筋肉とかついて、ちょっとグループ内で人気落ちたんだからね……？


これで、二軍から降格したらどうしてくれんのよ……！」


　そう呟つぶやくと……バチバチッ。雫は、自分の手の中に、蒼い稲いな光びかりを発生させ始め──


「あんた達なんかに喰くわれてたまるもんか……！　この場の主役は……ううん、世界の主役は……生まれ付き、このわたし。勇者山田雫のモンだって決まってんのよ──


　だから喰らえ……一ヶ月拷ごう問もんのような電でん撃げきを受けるという、漫まん画がじみた手法で手に入れた勇者のみが使える痛みと電撃の呪じゆ文もん──


　ラァァァァイ！　ペイン！」


　そんな、スレスレのオリジナル魔術の名前を呟くと、そのまま円えん卓たくにいる四天王達に向かって手をかざす。


　その瞬しゆん間かん──


　ドォォォォォン！


　樹じゆ齢れい三〇〇〇年の大木の幹──くらいの太さがある、かなり極ごく太ぶとの蒼い稲いな妻ずまが、


　そのまま円卓すべてを覆おおい隠かくす勢いで、円卓に落下──


　四天王達の姿が、一瞬、円卓ごと消える！


「え……えぇぇぇぇ!?」


　衝しよう撃げき波はの中、ぼくは、度ど肝ぎもを抜ぬかれていた。


　あれっ!?　コイツ、ただお気楽に勇者って称しよう号ごう持ってる、なんちゃって勇者じゃなく。普通に、こんなガチで強くなってんのか!?　むしろダメだろ、それ!?


　ネット住人達も、まさかの雫のガチ勇者ぶりに眼めを丸くしてるらしく、


　・!?　これ、ＣＧ!?　ＣＧだよな!?


　・実録異世界ドキュメンタリーって……まさかガチ？




[image: ]


　・この山田雫って誰？　アイドル？


　・なんか可愛かわいく思えてきた。


　と、一気に雫礼らい賛さんコメントが増大する。


　す、すげぇ……！


　自分の思惑おもわく通りの展開に、普通に、自分の実力で持っていきやがった！


「どーだっ!?」


　そんな中、意外にけっこう勇者らしい表情で、稲妻の直撃した円卓を凝ぎよう視しする雫。


　しかしその表情は、すぐに、曇くもった。


　衝撃波と土ぼこりが薄うすれ、徐じよ々じよに鮮せん明めいになっていく円卓の間。


　そこにいたのは──


「ウ、ウソ……何いまの!?　ちょ、スーフ○ミの電源消えてるんですけど!?」


　まったくの無傷。どころか、服や肌に、土つち煙けむり、埃ほこり、汚よごれ、そんなものすら付着していない、完全に稲妻を受ける前と様子の変わらない姿を保っている、雷かみなりのアーディンブルグ。


「うわぁぁぁぁん！　ど、どうしよう！　データ消えてるかも!?」


　そして、どれほどレベルが違ちがうのか。別に雷属性でもないクセに、アディと同じく、なんら変わりない様子で、自分のことより、スーフ○ミ、特にＦ○Ⅳのバックアップデータを気にしてる様子のユキ。


「お、お、落ち着け！　表が出たら、データは無事。裏が出たら……あ、あわわ、コインが……」


　同上。同じく全く無傷、しかしどれほど動どう揺ようしているのか、かつて見せたことのないくらいのおろおろぶりで、ちゃりーん。コインを取り落としているイグナレス。


　要するに。魔ま王おう軍最高戦力、四天王達は、全員完全まったく無傷の状態だった。


「ウ……ウソでしょ……!?　わたしの現時点での最高呪文喰らって、完全に無傷……!?」


　呆ぼう然ぜんと雫。


「くくっ。甘く見るなよ？　奴らはああみえて、魔王軍最高戦力だからな」


「なんでお兄にいがドヤ顔なのよ!?」


　半泣きで抗こう議ぎしてくる雫。


　……。確かに、なんでだろう。ぼく、立場的には、勇者側につくべきはずの人間だよな……。


　そんな中──雫の不幸は加速する。


「うわぁぁぁ!?　データ、き……消えてる!?　ウソでしょ!?　また初めからぁ!?」


「うわぁぁぁぁん！　う……うわぁぁぁぁん、わたし達の冒ぼう険けんが！　思い出が！」


「終わりだ……もう魔界の終わりだ。……死のう。ユキばりに」


　円卓で、絶望に暮れる魔王軍最高戦力四天王達。


　そんな四天王に──


　ネット住人が、同情のコメントを寄せ始めたのだ。


　・気持ちわかるわぁ……


　・四天王がんばれ。データ消えた時の辛つらさはおれ達も経験がある。


　・Ⅳならアドバイスできるぞ？　みんなで四天王応おう援えんスレつくらね？


　・つか、山田雫、やりすぎじゃね？　ゲーマーにとって、データは命と同じくらい大切なのに……


　・確か、ちょっと引く。どこが勇者？　って感じ。


「な・ん・でよぉぉぉ!?」


　そのコメントを目まの当たりにした雫は、信じられない、といわんばかりに逆上。


　そしてとうとう、こんな暴言を吐はいてしまうのだ。


「たかがゲームのデータごときでなんだっていうの!?　アッホらし。そういうとこ、まじキモイ。アンタらなんか、一生彼女できない！」


　四天王、ネット住人、両者に向かい絶ぜつ叫きようする雫。


（あちゃー……）


　ぼくは思わず顔を覆った。


　お前…………


　それをいっちゃオシマイだよ……。


　ぼくは恐おそる恐おそる、まず、パソコンの方に目をやる。


　予想通り。そこは──大炎えん上じようの場と化していた。


　・うわ、何こいつ？　逆ギレ？


　・じゃあ聞きますけど、あなたはモテてるんですか？


　・山田雫→オワコンｗ


　・非常に不ふ愉ゆ快かいな思いをしました。二度とここは見にきません。さよなら。


　・ネスさんネスさんネスさんネスさんネスさんネスさんネスさんネスさんネスさんネスさん


「!?　めっちゃ荒あれてきた!?　な……なんでこうなるの!?」


　半泣きどころか、全泣きで、雫。


　そしてそんな打ちひしがれる雫の前に、とうとう、三体の四天王が集結。　ある奴は無自覚に、ある奴は意図的に、それぞれが、雫にトドメをさすのだった。


「山田！　誰だれよ、その微び妙みようなルックスな女!?」


「ふぅん……そんなおっぱいちっちゃいクセに、わたし達のデータ消したんだ……すごいね？　わたしだったら、そんなちっちゃいおっぱいだったら生きていけないけどなぁ。すごいね？」


「さっきの攻こう撃げき呪文も中ちゆう途と半はん端ぱだ……！　せめてもう少し本気で撃うってこいよ！　あんなセンスのない攻撃じゃ、事前に気づかず防げないだろう!?」


「う、う、う……うわぁぁぁぁぁ！」


　雫の精神防ぼう御ぎよ力がゼロになった。


「馬ば鹿か！　これで勝ったなんて思わないでよ!?　めちゃくちゃレベル上げして……あんたらなんか、けちょんけちょんにしてやるんだから！」


　雫は、典型的なお邪じや魔まやられキャラのセリフを絶叫すると、


　ダッ！　あふるる涙なみだをぬぐいもせず、ぼくからパソコンをひったくり、そのまま、円卓の間から走りさっていった。


「アッ!?　山田！　追わなくていいの!?」


「あぁ……いい、いい。あのてのタイプは、結局無害だから……」


　なんとなーく、昔のアニメの悪役三人組みたいなキャラのことを思い浮うかべながら、ぼくは嘆たん息そくまじりに呟く。


　なんか、予想通りアイツ可哀かわい想そうな展開になったなー……。


　ま、ぼくに特に被ひ害がいなかったし、よしとするか……！


「それで？　あのコ……誰だったの？」


　まだ赤い眼をしたまま、ぼくに聞いてくるユキ。


「うーん……それは、また今度、直接聞いたら？　あいつしつこいから、たぶん準レギュラー化しそうだし……」


　ていうか、そうなんだよ……。帰っちゃったけど、あいつがぼくの後、魔王倒たおす勇者なんだよな……!?


　なんか、また、人間界復帰が遠のいたような気がするわ……！


「チッ……今度きたら、覚えておけよ、あの女……！　セーブが消えた地点まで、あいつに再プレイさせてやる」


　心底悔くやしげな表情で、イグナレス。


　こうして──唐とう突とつな勇者襲しゆう来らい第一回は、結局たいした波風も立たず、なんかグダグダと幕を閉じた。


　何しに来たんだ、アイツは……!?


　被害は、Ｆ○Ⅳのセーブデータ。


　あと、これの余波で、今日も結局人類抹まつ殺さつ計画進んでないことぐらいか。


　こうしてぼくの魔界生活は……


　また新たな厄やつ介かい者ものを加え、ますます、不毛な方向へシフトし始める。




　第二話　人気投票と四天王







「さて。無害だった勇者（妹）もアッサリ退場したことだし。今日こそ……『人類抹殺計画』進められるよな……!?」


　雫しすく退場の翌日。


　ぼくは平常運転に戻もどった魔王城で、魔界に来てから何回吐いたかわからないセリフを吐きながら、早足で円えん卓たくの間へ向かっていた。


　だがしかし。


　呪のろわれてるのかってぐらい『人類抹殺計画』が進展しないのが、この魔王城の〝平常〟。


　ぼくの思い通りにだけは絶対進まないのがこの世界の〝平常〟。


　というわけで──


　今日も今日とて、ぼくの前には、またわけのわからないふざけた騒そう動どうが転がりこんでくる。








「んん!?」


　最初に嫌いやな予感を感じたのは、円卓の間到とう着ちやく目前、廊ろう下かを歩いていて、円卓の間の大扉とびらが見えてきたあたりだった。


　この三ヶ月、雨の日も風の日も雷かみなりの日も、毎日歩いてきた道だったが……その日は、いつもと、少し様子が違ちがう。


　基本的には高位魔族以外そう訪おとずれるはずもない地点なので、いつもは、門の前に、死しに神がみのような門番がいるくらいで、その付近はわりとひっそりしているのだ。が。今日は、


　アメーバスライム。


　ゴブリン。


　ジャイアントアント。


　のような雑ざ魚こから。


　ゴーレム。


　アトラス。


　アーマーナイト。


　のような中・高位魔族まで。


　様々な魔族が集まり、なにやら騒然としながら扉の方を見ている。


「おいおい……何やってんだコレ……」


　なんとなく幸さい先さきの悪さを感じ取りながら、ぼく。


「ちょっと！　下がりなさいアンタ達！　爆ばく発はつしたりしても知らないわよ!?」


　そしてその魔族達の視線の先──この騒動の爆心地、円卓の間の扉のまん前の、【ＫＥＥＰ　ＯＵＴ！】と書かれたオビの中には、おなじみアーディンブルグ、イグナレス、ヴォルフォレカの姿があった。


「アイツらは……円卓の間に入る前から騒さわいでんのか……!?


　おい！」


　ぼくは本気でうんざりした気分になりながら、ＫＥＥＰ　ＯＵＴのオビをくぐり、合流。


「あ！　山やま田だ！　いいトコに来た！」


「やっくん、出番だよ！」


「〝知ち〟の山田の本領を見せろ」


　そんなぼくを、アディ、ユキ、イグナレスは、妙みようにウェルカムな雰ふん囲い気きで出で迎むかえた。


「はぁ？　出番？」


「つまり。あんたの知識で、これが何か推測してっていってんの！」


　まどろっこしそうにいうとアディは、ぐいっ。馬ば鹿か力ぢからでぼくの頭を自分の足元──騒動の爆心地中の爆心地に向ける。


「痛てて……！」


　首の骨が折れそうになりながらも、ぼくはなんとか半目を見開き、そこに落ちていたものを確かく認にんする、が──


　確認した瞬しゆん間かん。


「げっ!?」


　ぼくはアディの馬鹿力さえはねのけて、その場で思いきり後ずさった。


（ウソだろ……またこのパターンかよ!?）


　そこにあったもの……それは。


　一○○％魔界には存在してはいけない。


　日本なら近所の本屋にでもいけば一○○％置いてあるであろう、一冊の〝雑誌〟。


『一○○％アイドル』（通つう称しよう一○○アイ）という名の、ティーンエイジャー向け、アイドル特集雑誌だった。


　雑誌の表紙にあるアオリはこうだ。


〝君もアイドルになれる＆会える！　仕事もプライベートも完全網もう羅ら、最強アイドル追っかけ雑誌〟


（ん……!?　アイドルになれる＆会える……!?）


　その瞬間。その瞬間だった。


　ぼくはこの事件の真相を──一瞬で理解した。


（そういうことか……！　雫あの野郎……！　昨日帰る時、半はん狂きよう乱らんになりすぎて、『一○○アイ』ここに落としていきやがったな!?）


　ぼくは泣きたくなった。


　雫は、Ｂ級アイドルになる前は勿もち論ろん、なった後もライバル（注・向こうは当然雫の存在自体知らない）の動向を知るためだとかいって、この手の雑誌を好んで購こう読どくしている。常に持ち歩いて、ヒマさえあれば隅すみから隅まで熟読しているぐらいだ。


　そして恐おそらく、当然の如ごとく、魔王退治に来た魔界にまで持ち込んできていたのだろう。そしてその結果、これをここに落としていった。


「その様子だと、何か心当たりがあるみたいね」


「これ、なんなの？　やっくん？　人間達の魔術書？」


　じんわり汗あせばんでいると、アディとユキが再度尋たずねてくる。


（さて……どうするかこの状じよう況きようッッ……！）


　ぼくは迷った。


　幸い、これがまだ魔ま族ぞくに何の害もない嗜し好こう品ひんだとアディ達にはバレてないようだが……


　娯ご楽らくハングリーなコイツらのことだ。もしこれがただの雑誌だとバレたら、またしても大おお騒さわぎになり、人類抹殺計画は遅おくれるだろう。以前のファミ○ンのように！


　ぼくは人間の限界を超こえた思考速度で、この状況を完かん璧ぺきに切り抜ぬける方法を瞬時に模も索さくし始める。


　まず……一番最悪なケースが、


　・この雑誌が人間界の娯楽だと知れ、結果、こいつらがそれに夢中になり、今日の『人類抹殺計画』をやるべき時間が奪うばわれることだ。


　うん、これは最悪……！　ぼくにとって何のメリットもない。


　逆に最高のケースは、


　・この雑誌が、魔族にとって非常に危険な、人類からの悪質な攻こう撃げきだと誤認させ、結果、四天王の危機感をあおり、『人類抹殺計画』へのモチベーションを上じよう昇しようさせる。


　うん……これは最高だ。さすがにここまで出来すぎな結末は望めまいが、しかし目指す価値はある。


　となるとどうやってこの雑誌を、人界の凶きよう悪あくな兵器と誤認させるかだが……


「山田！　いつまでもったいぶってんのよ!?」


「やっくん！　はやくぅ！」


「山田！　お前が来てからもう九秒も経過してるぞ！　お前の力はその程度か!?」


　どれだけ答えを欲ほしがってるのか、まだぼくが来てから九秒？　しか経たってないらしいのに、アディ、ユキ、イグナレスはぼくに詰つめ寄ってくる。


　その三体の表情を見て──


　ぼくは、とうとう、決断を下した！


（うむ！　答えは──〝逆〟だ！）


　前回のファミ○ン騒動のことを思い出そう。


　あの時も、同じく人界の漂ひよう流りゆう物ぶつファミ○ンを人界の兵器と誤認させようとして……玉ぎよく砕さい！　結果四天王はファミ○ンジャンキーと化した……。


　だから、逆！　つまり、この遺物を、何の変へん哲てつもない、安全な、ただの人間界の娯楽だとここで断言する。


　するとひねくれたコイツらのこと、ぼくの意見を疑い、無視し、結果、勝手にこれを最強最悪の殺さつ戮りく兵器エクスカリバーくらいにまで膨ふくらましてくれるだろう。


　くっく……！　伊だ達てに三ヶ月もコイツらと付き合ってるワケじゃない。ぼくは自分の頭の冴さえに思わずほくそ笑えんだ。前回のファミ○ン事件の屈くつ辱じよくをここで晴らしてやる。


　見せてやる……お前らと〝知〟の称号を持つぼくの、圧あつ倒とう的てきな知力の差を！


「安心しろ──これは罠わなでも攻撃でも危険物でもなんでもない。ただ偶ぐう然ぜんここに落とされた……人間界の娯楽雑誌だ！」


　というわけで、ぼくは『一○○アイ』に指をつきつけ、全員に熱弁した！


「何の危険もない！　一○○％安心だ！　むしろみんなに読んで欲しいぐらいだ！」


「な……何ですってぇ!?」


　そんなぼくの断言に──


　四天王達は衝しよう撃げきを受けたような表情を浮うかべた後。


　三体、続けざまに、いうのだった。


「了りよう解かいよ。山田がそういうなら間違いないわね」


「うん、やっくんが間違ったこというハズないもん。なら早さつ速そく、みんなでこれ読もう☆」


「楽しみだな。いやー、山田に聞いて本当に良かった」


　そういうと三体は、ひょい、と『一○○アイ』をあっさり拾い上げ、なんか朗ほがらかに談だん笑しようしながら、ばたんっ。


　円卓の間に消えていった。


「……あれ？」


　目を丸くしながら、なんとなく背後を振ふり返るぼく。


　すると背後では、


「なんだ……結局娯楽だってよ」


「けどさすが山田様だな……普ふ通つう、初見の遺物をあそこまで的確にしかも瞬時に鑑かん定ていできんぜ？」


「ばーか。お前とはオツムのデキが違うんだよ。カッカ」


　一件落着、なムードの中、全魔族が引き上げていく。


　残ったのは、魔王軍最高戦力四天王……〝知〟の山田ただ一人。


「…………あれ!?」


　な・ん・で・こ・う・な・る・ん・だ……!?


　ぼくは半狂乱になりながらガンガン廊ろう下かの壁かべに頭を打ち付けた。


　いつの間にぼくの信しん頼らい度どこんなにあがってんの!?


　否定もダメ。肯こう定ていもダメなら。一体どうすりゃアイツらに仕事させられんだよ!?


「山田。何やってんの？　会議中止して、あんたお墨すみ付つきの雑誌読むから。さっさときなさいよ」


　一瞬だけ円えん卓たくの間から顔を出し、ばたん。再び円卓の間にひっこむアディ。


　終わったな……。


　クソ……もとはといえば、あのなんちゃって勇者雫のせいだ！


　あいつのせいで……結局また厄やつ介かいなことになってるじゃないか!?


「山田！」


「今いくよっ！」


「……何怒おこってんのあんた？」


　ばたむっ。


　というわけで、今日も今日とて、魔王軍最高戦力四天王は、円卓の間で、まったくいつも通りの〝平常運転〟を開始する……。





　　　　※




「ふーん。人界には、えらいいろいろアイドルいんのねぇ……」


　というわけで、円卓の間。


　ぼくを除いた、アディ、ユキ、イグナレスは、肩かたをよせあうようにくっつきながら、円卓上の雑誌を、興味津しん々しんで覗のぞいていた。
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「コイツらなんかすごいわよ。元祖韓ハン流りゆう四天王。つまり人間界にも四天王がいるってことね。……どうやら、そうたやすくは人間界征せい服ふくは出来そうにないわね。やっぱ慎しん重ちように作戦練らないと」


　ふふん、と好戦的な笑みを浮かべているのはアディ。


　うん。いや。いっとくけど……そいつら別に人間界最高戦力四天王、とかじゃないからね!?　ただのアイドル、しかも、最近別に前ほど日本で露ろ出しゆつしてない人達だから。


　と思っていると、


「あっちゃん……いっくん……そんなより、こっちはもっとすごいよ!?　この子達……〝神の七人〟っていわれてるんだって！　どう見ても潜せん在ざい戦せん闘とう力一○○万はあるよ!?」


　雑誌の某ぼう多人数型アイドル集団のページを見ながら、まじでゾッとしたような表情でガクブルいってるのはユキ。


　うん。いや、だから、人間界のアイドルは潜在戦闘力とは無関係だから！　だったらウチの妹、何な故ぜか異常な戦闘力手に入れてたし、もう勇者とかやる必要ないから！


「あと、雄おすアイドルだと、この事務所所属のアイドルのページがやけに多いな。ジャニー……」


「黙だまれ！」


　ぼくはなんか天からの圧力を感じ取ってイグナレスを黙らせた。そこをイジったら、なんとなく、ぼくの冒ぼう険けんはここで終わる予感がした。


「……もう、まだカリカリしてんの？　あんた？」


　そんないろんな意味でピリついてるぼくに、ぱらぱらページをめくっているアディが、呆あきれたように嘆たん息そくしながらいった。


「やっくんもこっち来て一いつ緒しよに読もうよ？」


「けっこう面おも白しろいし勉強になるぞ。向こうの主要戦力もわかるし……」


「悪いけど……興味ないから」


　ぼくは不ふ機き嫌げんに向こうの誘さそいを蹴けった。


　ピリついてるせいもあるが、雫とは違ちがい、ぼくは本当にそっち方面には興味がなかったのだ。男女問わず、いまひとつ、アイドルへのハマリ方がわからない。ＣＤ何枚も買って散財したり、足しげくコンサート通う同級生とか、本当にどうやったらそこまで夢中になれるのか、むしろコツを教えてほしいぐらいだ。あそこまで夢中になれたら面白いだろうからなー。


　そんなぼくのつれない態度を、四天王はさほど気にする様子もなく、一いつ瞬しゆん顔を見合わせ肩をすくめただけで、再び雑誌の世界へ舞まい戻もどった。





　　　　※




　ぺら……っとページをめくる音がたまに聞こえ。あとは数秒に一度、四天王の誰だれかがそのページについてコメントしているのが聞こえるだけ。


　そんな、ぼくにとっては、相当退たい屈くつで、まぁ、逆にいえば平へい穏おんな円卓での時間が、一時間ほど経過した頃ころだった。


　今思えば、この時間は、むしろぼくにしては恵めぐまれていたほうの時間だったのかもしれない。


　後にそう思ってしまうほど……ここから事態は、また、ややこしくなり始めた。


「しかしページの割合からいくと……結局のところ、人間界で今一番人気があるのは、このグループのようね」


　きっかけは、アディが何気なく放った一言だったのかもしれない。


　なんとなく気になって確かく認にんすると、アディがそういいながら指しているのは、さっき出てきた〝神の七人〟が所属する……超ちよう大所帯、今や人間界で異常ともいえる人気を誇ほこり、派生グループすらかなりの人気のある……秋あき葉は原ばら出身の、あのアイドルグループだった。


（ま、そりゃ、事実だろうな……）


　その意見を聞きながら、ぼくはぼんやりそう思っていた。


　アイドルにうといぼくですら、彼女達の快かい進しん撃げきぶりは目まの当たりにせざるをえなかったし……しかも、ぼくがこっちに来る前は、まだ、彼女達は駆かけ上がっている最中、という雰ふん囲い気きだった。今じゃ一体どれほどの怪かい物ぶつアイドルグループに成長してるか……！


「ふむふむ……。ここにある情報を総合すると。どうもコイツらは、総選挙、というタイトルのグループ内人気投票を糧かてに、ここまでの地位を築いたらしいな」


　ピーン、とコインを弾はじきながら冷静に分ぶん析せきしているのは、四天王〝焰ほのお〟のイグナレス。


　四天王が、何でそんなクソマジメな顔でアイドル分析してんだよ……と思いつつ。


（そういや……今年の総選挙、どうなったんだろう……）


　ぼくはそんな風に思っていた。あの絶対的エースのコと、前回あのコを破ったコはどっちが勝ったんだ……？　あの様子じゃ、あの前回一位だったコの二に連れん覇ぱか……？


　神の七人……は不動だよな。まさか一人だけ大きく順位おとしたりはしないだろうし……。


　ぼんやり、お前、ほんとにアイドル興味ないのかよ……という気もしないでもないことを考える、ぼく。


「ふぅん……」


　そして。


「人気投票かぁ……」


　事件は。


「うぅん……人気投票」


　しばらく沈ちん黙もくを守り、何かを考えていた、最後の一人。


　魔ま界かい一の暴走野や郎ろう。四天王、雪ゆきのヴォルフォレカが、巻き起こしてしまうのだった。


「ねぇ」


　ユキは、本当に──本当に何気なく。


　感情の無い、どこか虚うつろにすら見える、暗い素すの顔で。


「四天王で……人気投票やったら……


　誰が一番人気なのかなぁ」


　禁断の一言を発したのだった。





「……………………」


「……………………」





　ピン……。





　その瞬間、円卓の空気が……物もの凄すごい勢いで張り詰つめていく。


　ガタンッ。そしてその次の瞬間、アディ、ユキ、イグナレスは、おもむろに椅い子すから立ち上がると、その場で突とつ然ぜん、伸のび、屈くつ伸しん運動、手足の運動、等々、スムーズに準備運動を始めた。


「え……？　え!?　な、何？　この空気!?」


　一人置いてけぼりのぼくは、何か嫌いやな予感を覚えつつ、おろおろと困こん惑わくする。


　そんなぼくを無視し……四天王は、ニコリとも笑わず、しめしあわせたようにいうのだった。


「とうとう口に出したわね。ユキ」


「それを口にすれば……どうなるか、わかっていたんだろうな？」


「覚かく悟ごはある……それだけの決意も」


「じゃ、今回は、マジでやるってことで」


「お前らと本気でやるのは一○○○とんで八年ぶりだな」


「わたしは負けないよ。いっくん……やっくん」


　そういうと三体は、バシュッ！　こんな時だけ妙みように四天王らしく、その場から、一瞬でどこかに転移する。


「何の話!?　お前ら会議すっぽかして何始めるつもりだよ!?」


　残されたぼくは、なんとなくはてのない嫌な予感を覚えつつ、一人円えん卓たくの間で絶ぜつ叫きようしていた。





　　　　※




「さぁ、よってらっしゃい見てらっしゃい！


『四天王』人気投票、人気投票券売り場は……こちらになります！」


　魔王軍の中ちゆう枢すう。円卓の間。


　いつも座っている円卓とは違う、横に長い石造りの長机が置かれ、華はなやかに飾かざり付けられているその部屋に──


　ぼくを含ふくめる、四天王全員が並んで座っていた。


「さぁ！　どこで買っても同じ投票券だけど！　絶対わたしン所の投票券が、一番お得よ！　今回の写真集は、今までの写真集と露ろ出しゆつ度どのレベルが違うんだから！」


　座っているのは、


『人気投票券付き写真集　～秘密のアーディンブルグ～』とやらを机の上に山積みにしているオレンジ髪かみの女……〝雷かみなり〟のアーディンブルグ。


「うちの『ヴォルクエⅢ』だって負けないよ!?　お得だよ!?」


　同じく、笑え顔がおで『人気投票券付きヴォルフォレカ・クエストⅢ（雪のヴォルフォレカ水着生写真付き）』とかいうゲームらしき物を山積みにしている蒼あお髪かみの女……〝雪〟のヴォルフォレカ。


「笑しよう止し。うちなんか〝イグ通〟だぞ？」


　そしてやはり同じく、『人気投票券付きゲームレビュー雑誌〝イグナレス通信〟（通つう称しようイグ通）』を山積みにし、販はん売ばいしている銀ぎん髪ぱつの魔族……〝焰〟のイグナレス。


　そして……


「くっ………！」


　四天王で唯ゆい一いつ、何の特典もつかないただの〝人気投票券〟を販売するハメになり、ぎりぎりと歯は嚙がみしている平へい凡ぼんな容姿の男。


　つまりぼく……〝知〟の山田。


　そんなぼく達の前には、机を挟はさんで数十……数百……いや、数千体の魔族の長ちよう蛇だの列（三フロアぐらい下まで延びている）が続いている。


「くっ……何な故ぜいつも気づくとこんなことに……！」


　毎度のことだが、人類抹まつ殺さつを目指していて、どうやったらここまでかけ離はなれた展開に辿たどり着けるのか……理解できず、ぼくの脳がズキズキ悲鳴をあげていた。








「誰が一番人気なのかなぁ」


　ユキが発した、あの一言により始まったのは……まぁ予想してたけど……


　つまりは。四天王版総選挙。


　四天王の、人気投票だった。


　あの雑誌を読んで、完全に触しよく発はつされたのだろう。


　アディ達は、かつて見せたことのないくらいのやる気・手て際ぎわの良さで、このイベントの準備を整えた。


　ルールはこうだ。


　・人気投票は、投票券さえ購こう入にゆうすれば魔王軍所属の魔族誰でも参加できる。


　・投票券は、四天王から直接購入。一枚で一票分、好きな魔族に票を入れられる。


　・投票は、投票券さえ購入すれば、投票受付開始（つまり今）から受付終しゆう了りよう（本日の日付変へん更こう時）まで、何度でも可能。


　・人気一位の四天王は、人気最下位の四天王に、何でも一つ無制限の命令を下すことができる。








（いや……まぁ、最悪、そこまではいい）


　ルールを思い出しながら……長机の後ろに腰こしかけながら、ぼくは、思っていた。


　そう、ぼくも、魔界でそれなりに暮らしてきた。不条理な展開にもある程度慣れている。あの雑誌を読んで、人気投票が行われる……そこまではいろいろ諦あきらめてなんとか許容しよう。


　でも……


「なんで……なんでぼくだけ、こんなわけのわからん公開処しよ刑けい状態になるんだ!?」


　目の前の、明らかに歪いびつな状じよう況きように絶叫するぼく。


　現在円卓の間には、人気投票券購入の為ため、夥おびただしい数の魔族が押しかけてきているのだが……


　四箇か所しよある人気投票券売り場のうち。賑にぎわっているのはアディ、ユキ、イグナレスの売り場だけで。


　ぽつん。


　ぼくの前は……スライムが、二、三匹びき並んでる程度の、異常に寂さびしい光景が広がっていた。


「おい……どうなってんだコレ!?」


　納なつ得とくがいかない。机の最左さ端たんに座るぼくは、喧けん騒そうの中、右みぎ隣どなりにいるアディに全力で聞いた。


「どうって何がよ。あ、ありがとうございまーす。よろしくおねがいしまーす」


　ぼくのほうを見ず、並んでいた魔族に『人気投票券付き写真集　～秘密のアーディンブルグ～』を売りながら、笑顔でアディ。


「何がじゃないよ、何でお前らの投票券だけ……いちいち、そんな豪ごう華か特典ついてんだよ!?」


　写真集やらゲームやらついてるアディ達の投票券を見ながら、ぼく。


「？　だって……あの雑誌にのってた本家だって、そうやってたじゃない」


　こともなげに、アディ。


「ん？」


「向こうだって、投票券単体で売るんじゃなく……なんかいろいろ、グッズに絡からめて、投票券販売してたじゃない」


「そ……そりゃそうだけど」


　確かに向こう……つまり本家も、ＣＤを買わないと投票券が手に入らないようにしたりして、その結果、この不ふ況きようの中、ＣＤで尋じん常じようじゃないセールスを記録していたりした。


「だからウチらも真ま似ねしたの。幸い……私、ユキ、イグナレスには、ちょうど近々発売しようとしてたパーソナルグッズがあったからね。各自それと絡ませたのよ」


「だ、だから……それが卑ひ怯きようだっていってんだよ!?」


　ぼくは本気で納得いかず訴うつたえた。


　一応、ここで売られているのは、全員同じ〝投票券〟だ。


　つまり、ここにいる四人……ぼく、アディ、ユキ、イグナレス、誰だれの列に並び、どこの売り場で買っても、それは単に〝誰にでも投票できる投票券〟を販売しただけで、購入した四天王に一票を投じたことには一応ならない……。


　が。


　よく考えてほしい。自分が投票する側だったとして……直接会話して、コミュニケーションして、触ふれ合った末、投票券を手て渡わたされた四天王と。その他の四天王。どちらに投票するか……そんなもんは考えるまでもない。直じかに触れ合った四天王だ。


　人間だろうが魔ま族ぞくだろうが、目の前に近づかれ、応おう援えんをよびかけられてしまうと、思った以上に情が移り、価値観が狂くるってしまう。


　現に本家のほうでも、直にコミュニケーションをとれる握あく手しゆ会で頑がん張ばっている奴やつが、地道に票を伸ばしているという話を聞いたことがある。


　つまり、ここでより多く投票券を売った奴は……当然、その後の人気投票でも圧あつ倒とう的てき有利なのである。


「投票券に優ゆう劣れつつけんなよ……だいたいこんなもん、お前とユキ、圧倒的に有利じゃないか！」


　目の前の光景をさしながら、ぼく。


　そう。現在、各投票券売り場の、順番待ち魔族の数をザッと勘かん定じようしランキングにすると、たぶん、だいたい、こんな感じだ。





　一位・雷のアーディンブルグ『購入特典　写真集　～秘密のアーディンブルグ～』


　順番待ち魔族数……約一三○○体





　二位・雪のヴォルフォレカ　『購入特典　ヴォルフォレカ・クエストⅢ（初回限定特典として、リクエストの多かった雪のヴォルフォレカ水着生写真付き）』


　順番待ち魔族数……約一○○○体





　三位・焰のイグナレス　　　『購入特典　イグナレス通信（通称イグ通）』


　順番待ち魔族数……約二○体





　四位・知の山田　　　　　　『購入特典　なし』


　順番待ち魔族数……二体





　……という具合に、各売り場にかなり格差がある。


　それも当然の結果だといえた。


　魔王城に働く魔族は、九割以上が雄おすモンスターだ。四天王に関しては何の因果か女子率が高いが、基本的に魔王軍は男社会。


　そんな社会で強いのは、人間界だろうと魔界だろうと変わりなく……やはり〝エロ成分〟だ。


　そういった意味で、アディの写真集とやらは、まず、表紙からして、いつもの制服（？）とは違ちがう、黒いランジェリー風の服纏まとってて既すでにエロいし。


　ユキのなんかもっとわかりやすい。


　なんせ、何故か、水着生写真付きだ。


　多分ユキはそんなに大した特典だと思わずつけてるくさいが、なんとなく、ぼくの見てる限り、本来この売り場で潜せん在ざい的に一番需じゆ要ようがあるのは、どうも、そのユキの生写真っぽかった。売り場のムード、たまに聞こえてくる喧騒から、なんとなくそれがわかる。


　ただ本ほん末まつ転てん倒とうなことに……『ヴォルクエ』というクソゲーをつけたせいで、その人気に、かなりブレーキがかかってるくさいが……。


「す、すごい……一○○○体以上は並んでるよね……!?　これは三作目にして……初めて売り上げ一○○○本達成できるかも!?　やっぱり初期三部作完結編ってことで話題を呼んだのかなぁ!?」


　ユキだけは目の前の行列が『ヴォルクエ』の底力だと信じ込み、テンションをあげているが……全員それについてはなんか気の毒で何もいえなかった。


　ていうかヴォルクエが三部作だったとか今初めて知ったわ！


　そもそも、いつの間にⅢまでいってたんだ『ヴォルクエ』……そんなハイペースで新作リリースする余力あるなら仕事しろよ……!?


「とにかく、お前とユキ有利すぎるし、こんなやり方で一位とるとか卑怯だぞ！」


　ぼくだって、一位特典……最下位になんでも命令できる権利は欲ほしい。そいつに人類抹まつ殺さつ徹てつ底てい的てきに進行させてやれるからだ。


「何の特典もないぼくとか、せっかく特典つけてんのに地味に人気ないイグナレスの気持ちも考えろよ!?」


　ぼくはついでにイグナレスの気持ちも代弁しつつ、アディにツッコむ。


　ビクッ、視界の端はしで、イグナレスが、わずかに反応したのが見えた。


　そう……冷静に考えると。ぼくと違い、特典つけてるにもかかわらずこの人数（二○体）……事実上最下位？　ともいえる、ぼくとは違う意味で公開処刑になっているイグナレスも気の毒といえた。


　まぁとはいえ、アイツの場合、自じ業ごう自得といえば自業自得なのだが……


　なんせイグナレスの特典、『イグ通』は、どこでどう知ったのか知らんが、要するに、人間界の某ぼうゲーム雑誌のコピーであり……


　大半が、コイツが今まで魔界でプレーしたファミ○ンソフトのレビューページで埋うめられている、どうしようもなく魔界で不要な雑誌なのである。


　さっき一冊見本もらったので中身をめくってみると……









　恐おそるべし……


　端たん的てきに言い表すならその一言である。





　シンプルなコマンド選せん択たく式しきのインターフェース。


　練りに練られた、しかしそれでいて遊び心を忘れない良シナリオ。


　ＢＧＭが一いつ切さいない仕様も、演出として有効に作用している。


　難点をいうなら、パスワード等を出す機能がなく、途と中ちゆう中断できない仕様ぐらいだろうか？


　とはいえそれも気になるほどではない。


　よって今回の評価は以下とする。





『ポート○ア連続殺人事件』→☆☆☆☆☆☆☆☆





　満点から☆二つ足りないのは今後もこのクリエイターに期待するという意味をこめて……




編集部　〝焰〟のイグナレス　　　　














　まぁ、こんな感じだ。もうお前人間界行けよって感じだが、


「何な故ぜだ……？　この不人気……ややレビューが甘すぎたか……？　次はもっと辛から口くちにいったほうがヘビーユーザーは……！」


　イグナレスは、何故か自分のレビューを甘くしすぎたことを本気で後こう悔かいしていた。いや、お前の売り場の不人気、辛口とか甘口とか関係ないから！　根本的にお前のやることぜんぶ間違ってるから！


「るっさいわねぇ」


　しかし、これだけいったのに、隣となりにいるアディは、ぼくの文句に全く耳を貸す気がないらしい。


　フンッ、と髪かみをかきあげ、


「勝負は結果が出るまでわかんないでしょ？　ちなみにいっとくけど、今回はガチだから。あんた、絶対、私のいうこと一個聞きなさいよ」


　何の容よう赦しやもなくそう言い放つアディ。


「いや、〝あんた〟って……！　勝負はわからないとかいいつつ、絶対ぼく負けるってわかってるよな!?」


「はいはい。もうこの話は終わり。そんな文句いうヒマあったら、あんた、一体でも多く自分のファンに接したら？　あんたにだってファンいるみたいよ。……片手で足りるくらいの、随ずい分ぶん可愛かわいらしいファンだけどね。くっくっ」


「くっ……！」


　馬ば鹿かにされたように笑われて、前方に視線をやるぼく。


　そこには──確かに、いつぼくの売り場がオープンするのか、待ち構えているようにプルプル震ふるえてまっている二体のスライムの姿があった


（くそ……なんとか手を打ちたいが……投票日が今日だけな以上、もはや間に合うまい……今回は……とりあえず最下位で終わるしかないのか……）


　ぼくは覚かく悟ごを決め、溜ため息いきを一つついた。


「おい……お前ら、こっち来いよ。どうせ誰も来そうもないし。これ終わるまで、ここで喋しやべってようぜ」


　そして勝負を諦あきらめ開き直った。


　もはやこれ以上どうしようもないなら、せめて、ここでコイツらと駄だ弁べって、コイツらからの二票を確実に頂こう……。


「最近調子どうよ？」


　と、ぼく。


「いや、それが、最近関節痛がひどくて……」


「………………お前ら関節とかあんの？」


　というわけで、賑にぎわうほかの売り場をよそに。ぼくはスライムのように長机に寝ねそべりながら、その後数時間、そのスライムどもとダラダラ不毛な会話を続けたのだった……。


　……こりゃ絶対負けたな……。





　　　　※




　が。


　実は、アディのいった事は、間違いではなかったのである。


　勝負は結果が出るまでわからない。


　その日の夜、一部、部下の助けも借りつつ徹てつ夜やで人気投票の集計を終えたぼく達が目まのあたりにしたのは……意外や意外。誰だれも想定していなかった、予想外の結果だったのである。












【第一回　魔ま王おう軍最高戦力四天王人気投票　魔王様に誓ちかってガチです！】


　有効総投票数……八四六八票





【四天王順位】





　第一位……………知の山田


　有効総投票数……四二三三票





　第二位……………雪のヴォルフォレカ


　有効総投票数……四二一一票





　第三位……………焰のイグナレス


　有効総投票数……一五票





　第四位……………雷のアーディンブルグ


　有効総投票数……九票









　朝方の円えん卓たくの間。


「ウ……ウソォ!?」


　確定したその予想外の投票結果に、ぼくらは、全員、目を丸くしていた。


「ぼ……ぼくが〝一位〟……!?」


　まさか……全く理由がわからないが、一位がぼく。


「や、やった……二位!?　やっぱり！　Ⅲは完結編だし、正直、自信あったんだ！」


　二位が、いまだにヴォルクエの力を過信しすぎているユキ。


「っし！　最下位でなければ何でもいい……ユーザーはオレを見捨てなかったか！」


　さらに、まぁ……実はコイツも相当ひどい数字だが……それでも三位に食い近んだイグナレス。


「ウ……ウソ!?　ウソでしょ!?　逆でしょ、この数字!?」


　そして最後、当然信じられない、というような青ざめた表情をしているアディ。順位は最下位。


　全員が衝しよう撃げきを受けている。


「こ、こんなことあるハズがないわ……！　卑ひ怯きようよ！　イカサマよ！　出来レースよこんなの！」


　そして納なつ得とくいかないようにアディはぼくに文句をつけまくってくる。散々卑怯な手ぇ使ったお前にいわれたくないわっ！


「ま、まぁまぁ。あっちゃん。とりあえず、自分に投票してくれたコが、何で自分に投票してくれたのか、投票用紙の投票理由コメント見ようよ。部下がまとめてくれたみたいだよ？」


　ほくほくした表情でユキ。


「そうだぞ。そうカリカリするな。いい朝じゃないか」


　窓の外の雷らい鳴めい轟とどろく闇やみ夜よを見ながら、爽さわやかにイグナレス。


「っかぁぁぁ！」


　その勝者の余よ裕ゆうに触ふれ、アディは発はつ狂きようしかかっていたが、


「それじゃまず、わたしから見てみるね。どれどれ……」


　ユキが、部下がまとめたという、投票理由のコメントだけをまとめた用紙を円卓に置き、ぼくらがそれを覗のぞき込む。


　そこに書かれていたのは、


　……いきなり、予想外の事態。









　魔王軍最高戦力『四天王』雪のヴォルフォレカへの投票理由。


・『ヴォルクエⅢ』が最高だったから。


・シナリオ、音楽、ビジュアル……すべてが前二作とは比べ物にならない。


・Ⅲはほとんど芸術の域。四天王でなくともクリエイターとしてやっていける。


・前作の世界とうまくリンクしている部分で鳥とり肌はだがたった。次回作への期待で夜も眠ねむれない。









「「「あれ!?」」」


　これには、ぼく、アディ、イグナレス、全員がギョッとした。


　あれ!?


　ヴォルクエって……あの、ぼくらが以前やったクソゲーだよな!?


　同一シリーズとは思えないくらい高評価受けてるんですけど『ヴォルクエⅢ』!?


　まさか……あの行列、まじで『ヴォルクエⅢ』の底力が生み出した行列だったのか!?


　というかコイツら、今日発売のゲームをどうやってここまで……フライングゲットか？


「ふむふむ……次回作への参考になるね。今回はちょっとテーマ重めにしたから少し不安だったけど……仕事量セーブして細部まで詰つめた甲か斐いあったなぁ。さっそく次回作もがんばらなくっちゃ」


　いつの間にか浮うかれ気分を消し、完全にクリエイターの顔つきで腕うでまくりしながら投票理由シートを覗き込むユキ。


　いや……仕事量セーブしちゃダメだろ!?


　いや……でも、ここまで期待してるユーザーいるなら、無理にとめるのもそれはそれで問題あるのか……!?


　なんかわからんくなってきた……ま、まぁいい。とりあえずこれはこれで置いておこう。それより、投票理由の続きだ。


「それでは、オレの評価を見るか」


　次にシートを広げたのはイグナレス。


　イグナレスの評価は……これまた、ある種、意外なものだった。









　魔王軍最高戦力『四天王』焰のイグナレスへの投票理由。


・以前、部下ともめている時、親身になって相談にのってくれたから。


・この前、腰こしが曲がって体の重そうな老ゴーレムを、背中におぶって階段をのぼっているのを見たから。漢おとこだ、と思った。


・先日、アディ様への愚ぐ痴ちをこぼしていたら、オレの仲間を悪くいうな！　と一いつ喝かつされた。漢だ、と思って、むしろイグナレス様が好きになった。


・四天王で一番優やさしくてカッコいいから。









「「「あぁん!?」」」


　ぼく、アディ、ユキは、全員目を疑った。


　な、なんだこれ……？　これ、誰の投票理由シート……？


「お、お前……実はいい奴やつなの？」


「あんた……裏ではこんなことしてんの？」


　ぼくとアディが、同時に、呆あきれたようにイグナレスに聞くと、


「？　オレはいつだって、仲間との絆きずな、弱者への友愛をモットーに日々生きているが？」


　イグナレスは本気で理解できない、といわんばかりに首をかしげていってきた。


「「「ウソつけよ!?」」」


　ぼく、アディだけでなく、ユキのツッコミまでもがシンクロした。お前そんなキャラじゃねーだろ!?


「何なのよ、アンタは……？」


「ナゾすぎるよ、いっくん……なんかズルイよ」


　行動に脈みやく絡らくがなさすぎるイグナレスの生態に、ぼくだけじゃなく、アディとユキもげんなりした声を出している。


「たぶん、たまたまコインで気まぐれに人助けして、そういう人が投票してくれたってオチなんだろうなぁ……」


「でしょうねぇ」


「うん」


　そうアタリをつける、ぼく達。


「……お前らはお前らで、オレの評価低すぎないか……？」


　イグナレスは不満そうだったが、ぼくらは聞き流すことにした。


　まぁ、コイツの価値観・倫りん理り観かん、前からよくわかんなかったし、多分まともに分ぶん析せきしてもこっちが火傷やけどして終わるだけだろうしな……。


「……まぁいい。なら次にいけ、次に」


「そ、そうね。そうよ。イグナレスとユキは、内容は予想外でも、票数はだいたい妥だ当とうなのよ。


　一番謎なぞなのは……なんで私の票数がこんなに低くて、山田の票数がこんなに高いのかってことなのよ！」


　どんっ！　怒いかりがぶり返して来たのか、机を力強く叩たたきながらアディ。


　確かに、売り場ではあんなに盛せい況きようだったのに、なんでこんな不人気なのか、気になるといえば気になる。


「じゃ、次、あっちゃんの見てみよっか？　ここには投票理由しか書いてないけど……もしかしたらそこから何かわかるかもしれないし」


　そんなアディを見ながら、ユキが、持っていたアディの投票理由シートを円卓に広げる。


　そこには……


　こんなことが書かれていた。









　魔ま王おう軍最高戦力『四天王』雷のアーディンブルグへの投票理由。


・クレームの意味であえて投票します。今回の写真集は詐さ欺ぎだと思います。金返してください。


・～秘密のアーディンブルグ～というタイトルだったので、どれだけ過激なものかと思えば……ほとんどアディ様のポエムとか。ショックでした。


・たまに写真もあったが、普ふ段だんより露ろ出しゆつの少ない服ばかりの意味がわからない。ほんとは一票たりとも投じたくありませんが、警告の意味もこめて投票です。


・ポエムがつまらない。


・個人的には好きでした。









「な……な・ん・で・よぉぉぉ!?」


　頭を抱かかえながら悶もん絶ぜつするアディ。


「今回の写真集は、私の内面……乙女おとめとしての一面もさらけだした、ある種、ぜんぶ脱ぬぐより恥はずかしい大文芸作品なのよ!?　それが詐欺って！　おかしいでしょ!?」


　納得いかないようにアディ。


「いや」


「男ってそんなもんだと思うぞ」


　ぼくとイグナレス即そく全否定。


　なるほど……これでアディに妙みように票が集まらなかった理由がハッキリした。


　要は、あんだけ露出うたってたのに、肉体的にまったく露出してない写真集売ってたのか……そりゃそーなるわ。


　ぼくも、アイドルの写真集買って中が文芸ポエムだったら家で崩くずれ落ちるしな……。


「くっそぉぉぉ……馬ば鹿か！　男なんか馬鹿ばっかり！」


　そういうと魔王軍最高戦力四天王〝雷〟のアーディンブルグは、ドンッ！　壁かべを蹴け破やぶり、円えん卓たくの間からどこかかなたへ飛び出していった。


「これであっちゃんの不人気の理由はハッキリしたね！」


　三人だけになった円卓で、すっきりしたように笑え顔がおでいうユキ。お前も……親友のわりにワリとヒドいね。


「ああ。同時に、山田の一位の理由もおぼろげながら見えてきた。恐おそらく……この一件に納なつ得とくいかないファン層が、抗こう議ぎの意味で、山田に投票したのだろう」


　と、イグナレス。あ、なるほど、そういうことか。


「ただ、不可解なのは、抗議やあてつけなら、オレやユキに投票しても問題ないにもかかわらず、何な故ぜ山田に票を投じたのかということだが……」


「じゃ、そろそろ、やっくんの投票理由シート見てみよっか？」


　そういうとユキは、ごそごそシートを取り出し、ばんっ、と円卓の上に置く。


　そこには……ぼくの投票シートには。


　こんなことが書かれていたのだった。









　魔王軍最高戦力『四天王』知の山田への投票理由。


・アディ様へのあてつけと、バルバドス中将の猛もう烈れつなプッシュがあったから。


・アディ様へどうあてつけようかと考えていた時、普段、山田様が一いつ生しよう懸けん命めい働いてる姿を思い出したから。


・アディ様へ投票しないなら山田様へ投票しろとバルバドス中将から勧すすめられたから。


・以前からの、山田様のファン。キャラクターにまだまだブレがあるが、基本的には応おう援えんしている。頑がん張ばり屋だし。末永くがんばって欲しい。









「お、おぉ……？」


　その投票理由シートを読み終えたぼくは、思いがけず、目を見開いた。


　まぁ、半分以上は単なるアディへのあてつけ票だけど……


　案外、ぼく個人の普段の頑張りを見てくれてる部下もいたんだなー？　魔族からの評とはいえ、これは正直ちょっと嬉うれしい。


「後は、この……〝バルバドス中将〟？　こいつがらみの評が多いけど……誰だれだっけ？　コイツ？」


　いまひとつ思い出せず、首をかしげながら、ぼく。


　そんなぼくに、イグナレスとユキは、やや狼ろう狽ばいした様子で答えるのだった。


「そ、そうか……そういうコトだったんだね……！」


「〝魔界爆ばく弾だん〟バルバドス……昨日の人気投票に混じっていたのか……！」


　汗あせばみながら二人はいうが、


「ん!?　い、いや……誰？」


「山田。お前の売り場に昨日……スライム状の魔族が並んでいなかったか？」


　疑うたぐるような目つきで聞いてくるイグナレス。


「え？　いや……いたも何も。ぼく、そいつらの相手しかしてなかったんだけど……」


「やはりそうか……！　オレ達は気づかなかったが……」


　納得したようにいうイグナレス。


「ん？　どういうこと？」


「やっくん、あのね。たぶん昨日、そこに並んでたスライムは……バルバドスさんっていって。スライムだけど、地道な修しゆ行ぎようを積んで、スライム族初の魔力二○万越ごえをやってのけたり、スライム族初の魔王軍中将の位階とったりした……ある種、魔王軍のカリスマスライムだったの」


　と、ユキ。


「は……はぁぁぁぁぁ!?」


　カリスマスライム!?


　しかも魔力二○万って……どんな怪かい物ぶつスライムだよ!?　鼻はな糞くそ一いち撃げきでぼく沈しずめられるクラスじゃん!?


「現在は軍を退たい役えきし、放ほう浪ろうの旅を続けていたのだが……昨日はふらりと立ち寄っていたようだな」


「たぶん、一いつ緒しよにいたのは、奥さんだね。あそこ、夫ふう婦ふ仲いいから」


「い、いやいや。ていうか……元中将、城に来てんのに、誰も気づいてなかったの!?」


　イグナレスは肩かたをすくめ、


「それは仕方ない。奴やつは、外見上、普通の雑ざ魚こスライムと全く区別がつかないからな」


「それが中将の最大の武器なの。スライムだと思って油断している相手に、いきなり、魔力二○万級の先制攻こう撃げきを浴びせる。その後たってられる魔族は、今の魔界にはほとんどいないよ」


「いや、そりゃそうだろうけど……えぇぇぇぇ……？」


　アイツ──そんな凄すごい奴だったの……!?


「理由はわからんが……話していて、中将はお前を気にいったんだろうな。


　それで後で部下には身分を明かし、アンチ・アディの層に、棄き権けんするぐらいなら山田に投票しろと命じた。それでお前は一位に躍おどり出たんだ」


　クソマジメな顔で、イグナレス。


　マ……マジかよ……!?


　ということは。昨日、あのスライムどもと、ぞんざいに、ダラダラ喋しやべった時間が、功を奏したってことなのか？


「けどやっくん……運よかったね……」


　目を白黒させているぼくに、ユキは、心底ホッとしたように呟つぶやいた。


「ん？　一位になれてって……ことか？」


「ううん……そうじゃなくて。バルバドスさんって、魔界爆弾ともいわれてて。こっちが話の途と中ちゆうに、くだらない冗じよう談だんいったり、センスの悪いツッコミとか入れたら……一気に戦せん闘とうモードに入って。いきなり魔力二○万級のツッコミ入れてくるの」


　心配そうに、ユキ。


　その言葉に、ぼくは凍こおりついた。


　いきなり魔力二○万級のツッコミ……!?


「ということは……」


「うん。昨日、その、長時間喋ってる間。一回でも〝正解〟じゃない返し入れてたら」


「一発喰くらってさすがのお前も骨折ぐらいはしただろうな……スライムだと思って油断してたわけだし」


　なんか苦い表情で告げるユキ＆イグナレス。


「……………………」


　どすんっ。ぼくはなんか急に背筋が寒くなって椅い子すに放心状態で座り込んだ。


　ふざけんな……そんな危険なスライムいるなら事前に教えとけよ!?


　魔力二○万のツッコミとか、骨折ですむか！　一撃で消し飛ぶわ！


「ま、なんにせよ、お前の優勝は優勝だ」


「それで？　やっくん。あっちゃんに、何をお願いするの？　やっぱり『人類抹まつ殺さつ計画』に関して？」


「い、いや……今奴にやらせるべきことは、そんなことじゃない」


　青ざめた顔でいう、ぼく。


「アディを呼んでくれ……アイツの公約どおり。アイツには、ぼくの命令を一つ聞いてもらう」





　　　　※




　というわけで、数時間後の円卓の間。


　そこには……人類抹殺計画そっちのけで、円卓上で向き合い座る二人……


　ぼくとアディの姿があった。


「ね……ねぇ」


　納得いかないように、アディ。


「……なんだよ」


「今回の命令……あんた、ほんとに、こんなもんでいいわけ？」


　いまいちしっくりきてないように、アディ。


「……何が」




[image: ]


「だ、だって……ただ、〝魔ま王おう城に来る可能性のある、一見危なくなさそうな危険人物〟をかたっぱしから教えろって……そんなの、私にとってペナルティ軽すぎない!?　意味わかんないんだけど!?」


「お前にとってそうでも……ぼくにとっちゃ、深刻なんだよ!?」


　ぼくは円えん卓たくを叩たたきながら全力で叫さけんだ。





　あの後。アディへの罰ばつゲームを、ぼくは、例のバルバドスのような危険人物を全員教えさせる……ことにしていた。


　カリスマスライムとか。そんなふざけた生物がはびこってると知った以上、ちゃんとその辺もカバーできないと、この先、人類抹殺計画どころじゃないからな……！


　今回は、アイドル雑誌→人気投票という、超ちよう人間界臭しゆうの強いイベントだとタカをくくっていたが、最終的には、久々にここが魔界だということを思い出したよ、クソッ……。





「もう……どんだけ破は廉れん恥ちなやつ来るか身構えてたのに……！」


　なんか不満げにアディ。


「一応、それなりに可愛かわいいキャミとか持ってきてるんだけど……」


「黙だまれ！　無む駄だ口ぐちを叩くな！　次の危険人物を教えろ！」


「はぁ!?　何コイツ!?　エロが足りないとか、黙れとか、一体なんなわけ!?」


「いいから教えろよ！　化けの皮をかぶってる連中のデータを！」


「もう！　仕方ないわねぇ……。


　まあ、じゃあ、次。〝魔王の斧おの〟ダイスダーク。こいつは、ゴブリン族初の魔力二五万越ごえ。現在少将。お腹なかがすくと目についた魔族にとりあえず全身全ぜん霊れいのパンチぶちこむって変なクセもってて、」


「なんでそんな奴が野放し!?　変なクセってレベルじゃねーだろ!?　即そく拘こう束そくしろよ！」


　慌あわてて叫ぶぼくの声が円卓の間に響ひびき渡わたる。


　こうして、今日も、ぼくらの人類抹殺計画は停てい滞たいする……




　第三話　炎の魔神と四天王







　勇者（妹）襲しゆう来らい。


　人気投票開かい催さい。


「もういい……もういいだろう」


　人気投票開催から、三日。


　危険魔族のお勉強も無事完かん了りようし、今度こそ、完全に準備万ばん端たんになったぼくは、その朝、自室で、【人類抹殺計画】を進める気満々になっていた。


　様々な（予想外すぎる）障害により、ここまで行く手を遮さえぎられてきたが。


　いくら魔界でも、もうこれ以上予想外すぎるトラブルは起きないハズ……！


「というワケで………今日こそ、『人類抹殺計画』前進させてやる……！」


　腕うでまくりしつつ、円卓の間へ向かうべく、自室の扉とびらを開け放とうとするぼく。


　だがしかし。


　いつも通り、ぼくの見通しは、とことん甘かった。


「ん……？」


　自室の扉の下部、床ゆかとの数センチの隙すき間ま。


　ぺらり。


　自室を出ようとした瞬しゆん間かん、そこから、また新たなるトラブルの到とう来らいを告げるような、一枚の紙がぼくの部屋に滑すべり込んできた。









　まずいことになった……


　オレは今日、四天会議を欠席する。


　少し相談したいことがあるから、ヒマができたら、お前も、オレの部屋へ来い。







イグナレス














　紙は、短くそう書かれた、イグナレスからの手紙だった。


「な、なんだよ……まずいことって」


　ていうか……四天会議欠席って、ありえないだろ……四体いないと人類抹殺計画進められないんだぞ。


「野や郎ろう……！　まさかファミ○ンやりたさからのズル休みじゃないだろうな……くそ、確かめにいってやる」


　今思えば──


　こんな手紙無視して、円卓の間に向かえばよかったのかもしれない。


　しかしこの時のぼくが、そんなことに気づけるわけがない。


　ぼくは、どうせズル休みなんだろうと頭に血をのぼらせながら、目と鼻の先にある、イグナレスの部屋へ突とつ入にゆうした。


「おいぃ、イグナレス！」


　バンッ！　ノックもせず、乱雑にイグナレスの部屋の扉を開け放ち、ぼく。


「お前、朝から一体どういうつもりで……」


　さらに、文句の言葉を連ねようとしたが──


「…………ん？」


　次の瞬間、ぼくは言葉を失った。


　ぼくの目の前。


　突入したイグナレスの部屋の中央。


　そこに、予想外すぎる光景が展開していた。


　そこでは、イグナレスが、服を着き替がえようとしていたのか、上半身裸はだかになっていたのだが……


　ぼくの目に飛び込んできたのは、衝しよう撃げきの光景。


　イグナレスの胸には──二つの、ゆるやかな膨ふくらみがくっついている。


「う──うわぉぉぉぉっ!?」


　すざざざざっ！　ぼくは悲鳴をあげ、思わず後ずさった。


「ム、ム、ムナ、ムネ……！」


「山やま田だ。来てくれたか。まずいことになった」


　そんなぼくを見て、ふぁさっ、と服をまとい、そのイグナレスは妙みように難しい顔でぼくにそういってくるが……


　よく見てみると。そのイグナレスは、全体的にはいつもと同じだが、細部が、少しずついつもと違ちがっていた。


　ぼくよりやや少し低い程度に身長が縮み。いつも縛しばっている銀ぎん髪ぱつが解き放たれ。唇くちびるが厚みを増し。全身が、全体的に丸みを帯び。そして前述の通り、平板だった褐かつ色しよくの胸むな板いたが、少しだけ膨らんでいる。


　つまり。


　こんな五流ラブコメみたいなこと、あまりいいたくないのだが。


　そこにいるイグナレスは……どこからどう見ても、女によ体たい化した、イグナレス。


「お、お前……何がどうなってそうなったの……!?」


「相談とはそのことだ。まぁ……あがれ。お茶とポテチとスーフ○ミならあるぞ」


　いいながら、ばたんっ。ぼくの後ろの扉を閉じ、ぼくの退路を断つイグナレス。ぼくに選せん択たく権けんはないらしい──。


　こうして、今日も、人類抹まつ殺さつ計画とは全く関係のない事件が幕を開ける……！





　　　　※




　アナログテレビ。ポテチ。スーパーファミ○ン。コインがびっしり詰つまった棚たな。


　ファミ○ンがスーフ○ミにバージョンアップしてる以外、相変わらずオカシイ内装のイグナレスの部屋の中。


「で……どういうことなんだよ」


　ＢＧＭがわりに、エフ○フⅣのデモ画面を流しっぱなしにしているという、もう魔族としては末期的なシチュエーションの中、ぼくは渋しぶ々しぶ、イグナレスに聞くのだった。


「もしかして……アレか？　今日まで一回も確かく認にんしてなかったから、なんかナァナァになってたけど。お前……実は女だったってオチなのか？」


　アディやユキはともかく、イグナレスの性別に関しては、総合的な情報から推測した仮定でしかなかった。直接本人から聞いたことはないし、もしかしてコイツ、ラノベとかにありがちな、一見男だが実は女だという正体隠かくしてる、萌もえキャラだったのか？


「いや、オレは男だ」


　しかし、ぼくのその推理は、ちゃぶ台をはさんでポテチをかじっているイグナレスに、即そく座ざに否定される。


「ん？　そうなのか？　でもお前、その姿……」


「ああ……そういう意味では、一○○％男とはいえない。利きき腕ならぬ、利き性が、男なだけだ」


　膨らんだ胸をはじめ、女子化した自分の身体からだに恨うらめしそうに目を落としながら、イグナレスはいう。


「き、利き性……？」


「ああ。まぁ、基本男、ときどき女、とでも言い換かえてくれてかまわないが……。


　出来るだけ口外しないで欲しいんだが……オレ達、スーパーノヴァ（火か炎えん族に一○○○万体に一体しか生まれない炎の魔ま神じん）は、呪のろわれた突然変異種でな。


　つまり……生まれ付き、身体の中に、雄おすの因子と、雌めすの因子、両方をもって生まれてくるんだ。コインの裏表のように」


　ピーン。いつも通り、慣れた仕草でコインを飛ばしながらイグナレスはいう。


「りょ、両方？」


「ああ。そしてその両因子には、互たがいを駆く逐ちくしようとする働きがあり……つまり、体内で、その両因子を、陣じん取とりゲームのように日々せめぎあわせることにより、オレ達は通常では考えられないくらい強力な魔力と火力を得ているんだ」


　ボッ。掌てのひらに炎の玉を浮うかべながらイグナレス。


　な……なるほどな。


「とはいえ──その両因子が、生まれ付きまったく五分のチカラを持っているということは、まずない。基本的には、体内で優勢な因子は決まっている。


　それが〝利き性〟。オレの場合だと、〝男〟だ」


「なるほど……。でも、今、お前の見た目は女だから……


　要するに、今、お前の体内では、女因子が優勢になっちゃってる……のか？」


「その通りだ」


　イグナレスは頷うなずいた。


「体調や精神状態によって、こんな風にたまに、利き性が劣れつ勢せいになってしまうことがある。結果……こんな間ま抜ぬけな姿になってしまうのだ」


　不満そうに自分の身体を見ながらイグナレス。


　間抜けって……別に間抜けではないけどな。


　ぼくは目の前のイグナレスを見ながら思う。


　女バージョンのイグナレスは、オリエンタルで不思議な雰ふん囲い気きを持つ、なかなかの美人ともいえた。口調がいつもと同じだし、総合的には、いつもと同じ、よくわからん変なヤツなんだが……。


「で？　それで……ぼくは何をすればいいんだよ」


　問題はそこだった。別にイグナレスの性別がどっちでも、よく考えりゃ、ぼくにはそんなに大差はない。


「何な故ぜぼくを呼んだんだ？」


「いや、実はな。こういう時、男に戻もどる方法があって……それに、お前に、協力してほしいんだ」


　イグナレスは、まっすぐぼくを見ながらそう呟つぶやいた。


「ん？　男に戻る方法？」


「ああ。それにはオスの魔族の協力が必要でな。アディやユキは女だし、部下には、こんな弱みを握にぎられてしまうような姿見せたくないし……頼たのめるのは、立場が対等で、オスの魔族。つまり四天王で唯ゆい一いつの男友達、知ちの山田、お前だけなんだ」


　アツく断言してくるイグナレス。


　う、うーむ……！


　そんな風にいわれると、悪い気はしないけど……。


「ま、まぁいいけど……でも、今日の四天会議はどうするんだよ……？」


　一応、下では、四天会議やってるはずなんだが……。


「悪いが、少し事情があって、一刻を争う。出来れば、お前にも今日はサボってほしい」


　真しん剣けん極きわまりない顔で、イグナレス。


「うーむぅ……」


　ぼくはさすがに一瞬逡しゆん巡じゆんしたが、


「まぁ…………わかった」


　一刻を争うなら仕方がない。


　その真剣さにおされ、ぼくは結局頷いた。


　まぁ、一日くらいいいか……。


　とかいいつつ、いつもこんな感じだけど……。とにかくぼくは了りよう承しよう。


「でも……男に戻すって、どうやるんだよ、それ？」


「……耳で聞くより、実際目で見たほうが早いだろう」


　イグナレスはそういうと、立ち上がり。


「ついてこい」


　自信満々に、ぼくを部屋から連れ出す。


　……なんでぼく、この時点で、気づけなかったんだろう。





　そ　し　て　悪　夢　の　幕　は　あ　が　っ　た。





　　　　※




「オ、オイィィ……！」


　ぼくは、脂あぶら汗あせをにじませながら、思わず出そうになる鼻血を必死に制していた。


「お前……これのどこが〝男に戻る方法〟なんだよ!?」


　思わず叫さけぶぼく。


　その前方に立っているのは、やや大きめのワイシャツに、ホットパンツのようなものを纏まとった、つまり……おもいっきり〝彼氏に借りた、ブカブカの男モノを無理して着ている萌もえ美少女キャラ〟みたいな格好になってしまっている、イグナレス。


「？　だからいったろう？」


　そんなぼくに向かい、イグナレスは怪け訝げんな表情で無造作にくるり、と振ふり返り、


「オレの性別は、その時点で、体内で優勢な因子の種類によって決定される」


　再び説明を開始。


「男因子が優性なら、男に。女因子が優性なら、女になる。


　つまりオレは今、男に戻る為ために、出来るだけ体内の〝男因子〟に活力を与あたえなければならん状じよう況きようなのだ」


　訥とつ々とつとイグナレス。


　うん……わかる。それはわかるんだが。


「それと、〝服屋で服を買う〟ことと、どういう関係があるんだ!?」


　ぼくは叫んだ。


　そう。今、ぼく達がいるのは、前にアディにつれられて来たこともある、マントだの、ブーツだの、ビキニアーマーだの……そういう〝四天王っぽい衣服〟だけを集めた、四天王服専門の店。今回初めて知ったのだが、その名も『GRAND・SLAM』。


〝男に戻る為〟にとイグナレスがぼくをつれてきたのは、この店だったのだ。


「さっきから五う月る蠅さい奴やつだな……。何をそんなに狼ろう狽ばいしている」


　鏡の前に立ち、服の具合を確かめながらイグナレスはいった。


「〝男因子〟に活力を与えるには、いかにも〝男らしい遊び〟をやらねばならんのだ。だから〝仕事をサボって、男同士で、服を買いに行く〟──まずそのシチュエーションを再現してるだけなんだが……オレは何か間ま違ちがっているか？」


　イグナレスは再度こちらに振り向き、不思議そうに小首を傾かしげてきた。


　ウッ……！　い、いや……間違ってはいない。


　確かに、ぼく自身はやったことがないが、ぼくの地元の垢あか抜ぬけた男子勝ち組クラスメート達だって、


「あー今日かったりぃなぁ……学校フケね？」


「いいよ。けど、どこ行く？」


「服買いいこーぜ。オレ今度の合コン着ていく服ねーし」


「了解（笑）」


　などと、悔くやしいほどオシャレでモテる遊びをやったりしてる。


　つまりそういう意味で、〝仕事をサボって、男同士で、服を買いに行く〟が、〝男らしい遊び〟で、〝男因子に活力を与える方法〟だってことは、理解できる。


　ただ問題は、


（コイツ……〝男友達〟と認にん識しきするには、あまりに、可愛かわいすぎるだろ……！）


　ぼくは鼻を押さえたまま、正面の萌えイグナレスを恨うらめしく見つめた。


　コイツは何の他意もなく、ただ、普ふ通つうに、今店にある服で、縮んだ自分のサイズにあう男モノの服を選んで、着てるつもりなんだろうが……


　本人がどう思おうと、ぼくの視点から見ればこれは完全に美少女とデート、な状況なわけで。


　そのお互いの意識の差が、ぼくには、けっこう危険な気がした。


「ちなみに、イグナレス……」


　ぼくは、鼻を押さえたまま、イグナレスに確認。


「ん？　なんだ？」


「お前の男因子を活性化させる為には、〝男遊び〟でないと意味がないわけで……


　もし、万が一、オレがお前を〝女子〟として認識して、これが〝デート〟と化したら……お前、どうなる」


「どうなるもなにも」


　イグナレスは当然のように、


「〝デート〟の場合、女子因子に尋じん常じようじゃない刺し激げきが加わるからな。最悪の場合、オレの利き性が女になってしまう可能性もある」


「やっぱりか……！」


　そんな予感がしてたんだ……ぼくは鼻を押さえたまま呻うめいた。


（マジかよ……なんて生き地じ獄ごくな任務ひきうけちゃったんだ、ぼく……!?）


　こんな（中身は別として）美少女と一いつ緒しよに行動して、それに対しドギマギしちゃダメだってのか……!?　青少年には拷ごう問もんすぎるだろう!?


「……面めん倒どうだと思うが……よろしく頼む、山田」


　しかし、プレッシャーを感じていると、そのプレッシャーが顔に出ていたのか、イグナレスに気を遣つかわれてしまった。


　イグナレスは、自覚がないのだろうが、俯うつむき、瞳ひとみをうるませ、しょんぼりとした、天才的なくらいオトコ心をくすぐる子こ猫ねこちゃんな表情を浮うかべながら、


「オレが男に戻る為には、お前の助けが……」


　もう一度ぼくに頼んでくる。


「わ、わかってるって!?　任務を続行しよう」


　ぼくも後ずさりしながらもう一度宣言した。


　大だい丈じよう夫ぶ。多少身体からだつきが変わったくらいで、コイツは基本男。惑まどわされるわけがない。


　大丈夫。多少身体つきが変わったくらいで、コイツは基本男。惑わされるわけがない。


　大丈夫。多少身体つきが変わったくらいで、コイツは基本男。惑わされるわけがない。


　呪じゆ文もんのようにその言葉を、必死に自分に言い聞かせる。


「……すまん。感謝する」


　ぼくの宣言に、ぺこりとお辞じ儀ぎするイグナレス。


「なら、お言葉に甘えて……そろそろ、次のステップに行ってもいいか？」


　続けてイグナレスは、次の瞬しゆん間かん、手早く会計をすまし、ぼくにそう聞いてきた。


「え？　次のステップ？」


「ああ。どうも、二人で服を買いに来たくらいじゃ、全然元に戻りそうにないし……さらに〝男因子〟が活性化される場所へ移動しようかと思うんだが……大丈夫か？」


「ま、任せとけ」


　不安を覚えつつも、無理やりムネを叩たたきながら、ぼく。まぁ、男因子の活性化される場所へ行けば、ぼくがイグナレスにドギマギする可能性も低くなるハズだし、大丈夫だろう……


　こうしてイグナレス元に戻もどし計画はｓｔｅｐ２へと移行する。





　　　　※




　が。


　次に訪おとずれた場所──


　魔ま王おう城の地下奥深くにある魔界麻雀荘マージヤンそう『魔ま風ふう荘そう』。


　気がつくとぼくは、その暗く、ヤニくさい煙けむりが立ち込める狭せまい一室で、何な故ぜか、イグナレスと、同じ卓たくを囲んでいた。


（イ・グ・ナ・レ・ス～～～!?）


　ぼくは右みぎ隣どなりに座るイグナレスにこめかみ辺りの血管をヒクつかせながら確認。


（ど、どういうことなんだよ、これはぁぁ……!?）


（どうもこうも……今日何度も説明している通りだ）


　リーチ！　と叫びながら、牌パイを整えつつ、真しん剣けんな表情で答えるイグナレス。


（〝男因子〟に活力を与える方法は〝男らしい遊び〟をやること。


〝仕事をサボって、昼から麻雀〟。


　男らしさは格段に濃こくアップしたと思わんか？）


　イグナレスは自信満々に答えたが、


（いや、思う。思うけど……だったら……なんでやるのが〝脱だつ衣い〟麻雀なんだよ!?）


　イグナレスの姿を見ながら憤ふん慨がいするぼく。


　そこにいたのは、どれほど弱いのか、まだ来てそれほど時間がたってないにもかかわらず、既すでにさっき購こう入にゆうしたシャツをはぎとられ、いつも着てるチューブトップのような服を危あやうい着こなしで着てるだけのイグナレス。


（いや、オレ、金ないし。ルール知らないし。それで打ぶたせてくれるの、この脱衣ルール卓だけだからなんだが）


（アホか!?）


　ぼくは超ちようシンプルに突つっ込んだ。そんな覚かく悟ごでこんな場所来るんじゃねぇ！


（しかも……）




[image: ]


　ぼくは、目線を、同じ卓を囲んでいる二体の魔物に移す。


　そこにいたのは──


　魔王城にこんな魔族いたのか!?　と思わせるような、人間大の麻雀牌から、手足が生えて動いているような、もう、完全に麻雀仕様の物質系魔族が、二体。


　そいつらは、どうやら組んでいるらしく、モールス信号のように、自身の身体をチカチカ明めい滅めつさせて、二人にだけ分かる言語で牌を自由自在に交こう換かんしているようだった。


　おまけにコイツら、ザリガニのような脱皮を、インスタントに何回も繰くり返せるらしく……脱衣ルール上でも、圧あつ倒とう的てきに優位。


（もう……なんでよりによってこんな手て強ごわそうな奴らの卓座ったんだよ!?）


　ぼくは頭を抱かかえる。


「クック……焰ほのおのイグナレス。知の山田。四天王を代表するコンビと打てるなんて光栄です」


「しかしいくら四天王とはいえ、麻雀で我々に勝てますかな……これでも我らは魔王軍年末大麻雀杯はいで、総合二位に入賞した実力派コンビですよ」


　なんか不敵に自己紹しよう介かいしてくる麻雀魔族。黙だまっとけや。一発キャラが。


　ていうか、イグナレス、部下に思いっきり女によ体たい化してる姿見られて、おまけにイグナレス本人だってバレてるけど……大丈夫なのか？


「ロン！　トン、ホンイツ、イッツウ！」


　とかいってる間にも、イグナレスがまたどぎつい一いち撃げきを喰くらい、さらに追い込まれ始めていた。


「や、山田。ヤバイ。何とかしてくれ」


　半はん裸らでぼくに頼たのみ込んでくるイグナレス。


「くそ……このアホ……！」


　ぼくは仕方なく腕うでまくりし、深呼吸の後、脳に酸素を一気に送り込み──





　三時間後。








「つ、強い……！」


「さすがは魔王軍の最高頭脳、『知』の山田というワケか……！」


　雀荘『魔風荘』。


　ぼくらの卓で、いつの間にかずいぶん小型化してしまった牌型魔族二体が、ぼくにブルッたように身体を明滅させながら呻いていた。


　その前で、


「ゼェ、ゼェ、ゼェ、ゼェ…………！」


　ぼくは卓に突っ伏ぷし、グロッキー状態になっている。


　か、勝った……なんとか勝った。


　ガンパイ、すり替かえ、積み込み、ありとあらゆる裏うら技わざを使い、ぼくは最後の最後で牌型魔族共との麻雀対決に勝利していた。


　ゲームと名のつくものなら、デジタル・アナログ・レトロ・洋ゲー、昔散々引きこもってやった甲か斐いがあったわ……！　特に麻雀は、近所のオッサンに坊ぼうやって可愛かわいがられて鍛きたえられてた時期もあったから、ギリギリ最後で届いた感じだな……！


「もうこれ以上脱ぬぐモノがありません……！」


「後はもう命を差し出すしか……！」


　目の前で、牌型魔族達が怯おびえたようにぼくに訴うつたえてきたが、


「いや、いい、いい。さっさと消えな。あと、あんまりコンビ打ちに頼たよりすぎるなよ？　ぼくのツバメ返し見破れないようじゃ、今後本当の化け物達とはやりあえないぞ」


　ぼくは手を振ふり連中を下がらせる。


「……ハハッ」


「ご忠告痛み入ります」


　牌型魔族は異常なほど感かん銘めいをうけた表情になり、ぼくらの卓から消えていった。


　ていうか、ぼく、一体、魔界で何のアドバイスしてるんだろう……!?


「ゼェ、ゼェ……で!?　さて、こんだけ頑がん張ばったんだ。お前……ちょっとは男に戻もどれたんだろうな!?」


　ゼェゼェいいながらイグナレスの方を確かく認にんするぼく。


　しかしそこにいたのは──


　シャツの前をつまんで胸の大きさを確認しているイグナレス。そこにある胸の大きさは……三時間前と、何ら変わっていない。


「駄だ目めのようだ」


「駄目のようだ、じゃねぇ！」


　ぼくはもう精せい根こん尽つき果てながら抗こう議ぎした。


　ぼく、別に今回コイツにドギマギしてないし、麻雀だって超がんばったんだぞ!?


「じゃ、これ……何の為ために雀荘来たんだよ!?　ただ麻雀打っただけじゃん!?」


「安心しろ」


　しかしイグナレスは平然という。


「ここまでの二つの挑ちよう戦せんは、いってみればチュートリアルのようなものだ」


「オイッ!?」


「次が本命。最も確実な〝男の遊び〟。一○○％〝男因子〟が活性化される。このステップでオレは確実に男に戻るハズだ」


　言い切るイグナレス。


　くっ……いけしゃあしゃあとコイツ……だったら最初からそれやれよ！


「よーし、絶対だな……!?　ほんといい加減頼むよ、お前」


「絶対だ。行こう、山田」


　こうしてイグナレス元に戻し計画は、ｓｔｅｐ３へと移行する。





　　　　※




　そしてぼくとイグナレスは、イグナレスのいうところの〝一○○％男因子活性化させる遊び〟を開始したワケだが……！


「イ・グ・ナ・レ・ス……！」


　ぼくはフラフラになりながら額に手をやった。


　目の前にあるのは、バスタオルを身体に巻きつけ、蒸し暑い小部屋の中、木製の椅い子すに座り神しん妙みような面おも持もちで腕組みしているイグナレス。


　ぼくはゼェゼェいいながら、


「一体……だからどういうことなんだよ……コレワ!?」


　湯立ちしつつ、そうツッこんだ。


「お前も察しの悪い奴やつだな……だから、サウナだろう」


　するとイグナレス、むしろ逆に呆あきれたようにそう返してくる。


「男同士サウナへ行く……こんなに男くさく、雄おす因子が刺し激げきされる遊びが他ほかにあるか？」


　首をかしげながらイグナレスがいうが、


「ぐっ……！」


　その男心をまったく解さない返答に、ぼくは頭を抱えた。


　いや、そりゃ、お前が普ふ通つうに男なら、この状じよう況きよう、男くさい遊びだが。


　お前、頭脳は男、身体からだは女、バスタオル一枚しかまとっていない、鼻血モンのしなやかな肢し体たいをあらわにしている、ただの美少女なんだよ!?


　この状況で、お前女扱あつかいしないとか……このミッション、相当難しいんだが……!?


「しかし、いまひとつ効き目が薄うすいな……もっとこう、雄因子を活性化させる手段はないものか……」


「ないない」


「んー……あ、そうだ！


　山田……外で、お互たがいの背中を流し合うというのはどうだ？」


　いかにも名案を思いついたようにイグナレス。


「はあ!?」


　ありえないことをいいだすイグナレスにぼくは目をむいた。


「？　そんなにおかしいか？　存在を認め合った男同士が、お互い背を流しあう……これぞ究極の男子・コミュニケーションじゃないか」


（そうはいっても……だからお前、身体は男じゃないだろ！）


　ぼくは心の中で魂たましいの叫さけびをあげたが、


「大だい丈じよう夫ぶだ山田。オレの目が黒いうちは、決してよくある五流ラブコメのような展開には絶対もっていかせん」


「お前、前もそういって失敗したじゃん!?　やっぱお前にそんな権限なかったじゃん!?」


　抗議するものの、当然、んなもんは全く聞き入れられず。
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　ぼくはイグナレスに連れられ、サウナの前の小さな洗い場で、〝背中の流しっこ〟という、超危険任務を開始する……！





「ゼェ、ゼェ、ゼェ、ゼェ…………！」


　三分後──


　ぼくはほとんど酸欠状態になりながら、なんとか任務を遂すい行こうし終えていた。


　とりあえず向こうがぼくの背を流してくれたので。次はぼくが向こうの背中を流したのだが。


　脇わきから胸もチラリと見えるきわどい角度の中、絹のように綺き麗れいな、イグナレスの小麦色の背を理性を保ちつつ洗い続けるのは、本当に苦行といえた。


「ゼェ、ゼェ、ゼェ、ど、どうだ……!?」


　そして終しゆう了りよう後ご、


「これだけやったんだ……今度こそ、男に戻っててくれるよな!?」


　ぼくはすがるような気持ちでイグナレス・ジャッジを待った。


　今回は危なかったが……なんとかイグナレスに劣れつ情じようを抱いだくのはまぬがれたはずだ。今回こそ……今回こそ、元に戻るハズ！　期待をこめてイグナレスを見る、ぼく。が。


「いや……駄目のようだ」


　が──あっさりイグナレス。


　洗い場でのイグナレスは、やはり、女状態のままだった。


「オイオイ……こんだけやって駄目って……一体どうすりゃいいんだよ!?」


　疲ひ労ろうもあいまって、途と方ほうにくれるぼく。が。


（…………ん？）


　そんな中──ぼくはとあることに気づいた。


　ぼくもぼくで、途方にくれているが……見た限り。何な故ぜか、前方のイグナレスも、珍めずらしく、ぼく以上に途方にくれた表情で、呆ぼう然ぜんと洗い場に立っていた。……あれ？


「……おい……？」


　怪け訝げんに思い、声をかけるぼく。


「ん？　あ、あぁ。なんだ、どうした？」


　その声に、イグナレスはなんか慌あわてて反応するが、


「いや、どうしたもこうしたも……今回のも駄目だったワケだろ？　次どうするんだよ……」


「ん？　あ、あぁ……次か。次ね」


　イグナレスは、やや取り乱したような様子で、


「表なら、まだ戻れる。裏なら──」


　ピーン。コインを弾はじき、そして自分の掌てのひらの上に置いた。その結果を見て──ふっきれたように、苦く笑しようする。


　……ん？


「次は、じゃあ、一度休きゆう憩けいしよう。このまま闇やみ雲くもにやってても仕方ないしな」


　そういうとイグナレスは、ばたんっ。サウナ・ルームから出て行ってしまう。


「はあ？　休憩？」


（？　なんだ……アイツ？　何急にテンション・ダウンしてるんだ……？）


　相変わらずヤツの考えることはよくわからんが──


　とりあえずぼくは、身体の水すい滴てきを出来るだけ弾き飛ばしてから、出て行ったイグナレスを追い、イグナレスの部屋へと向かった……。





　　　　※




　というわけで、コインの棚たなと人間界グッズに占せん拠きよされてる、イグナレスの部屋。


「……………………」


「……………………」


　相変わらずローテンションなイグナレスの部屋で、部屋は沈ちん黙もく状態、朝からずっとつけっぱなしのゲームＢＧＭだけがなんか場ば違ちがいに元気よく鳴り続けている。


「……………………」


「……………な、なぁ」


　さすがにぼくは沈黙にたまりかねてイグナレスに質問した。


「お前……急にどうしたの？　さっきの、風ふ呂ろでのミッション失敗した後、ずっと元気なくない？」


「…………………………………………」


　聞くとイグナレスは、無言・無表情のまま、しばしいおうかいうまいか、迷った気配を見せていたが、


「……あまりお前に気を遣つかわせたくなくて、黙だまっていようかと思ったが……どうやらこれ以上隠かくし通すのは無理のようだな」


　イグナレスは何かを諦あきらめたように嘆たん息そくし、


「終わりだ……」


　短く、そういった。


「ん？　終わりって？」


「文字通り、終わり。オレの利き性を元に戻もどすミッションは……さっきのサウナで終しゆう了りよう。


　オレの利き性は、もう、男には戻らない」


　さらりとした口調でいうイグナレス。


「は？」


「さっきの任務には……時間制限があったんだ。利き性じゃない性別になってから、二四時間以内に元に戻れない場合、利き性の逆転が確定する。さっきのサウナで、ちょうど二四時間が経過していた。


　つまり今日から、オレは名実ともに基本女、というわけだ」


　暗い顔でイグナレスはいうが、


「は…………はあぁぁぁ!?」


　ぼくは絶ぜつ叫きようした。


「え？　二四時間以内に元に戻らないと、元に戻れない？　一刻を争うって……そこまで深刻な状況だったのか!?」


「……ああ」


「ウ、ウソだろ……お前、そんなこと一言もいってなかったじゃないか!?」


　ぼくは狼ろう狽ばいしながら聞くが、


「お前にプレッシャーがかかると思ってな。あえていわなかったんだ」


　淡たん々たんとイグナレス。


「え…………えぇぇぇ……!?」


　その何かを受け入れたような淡々としたイグナレスの言葉に──ぼくもとうとう、本格的に事態の重さを理解し始める。


（マジで……!?　えぇぇ……!?）


　イグナレスが、基本女になる。


　コイツ、いつも飄ひよう々ひようとしてて、フザケ半分だったから、いまいち実感なかったけど。


　現実としてそれが起きた今、それは、思った以上になんかショックだった。


　なんだろう……目の前のイグナレスも、イグナレスはイグナレスなんだけど。今までよく知っていたイグナレスはどこかへいってしまった。そんな感じ。


　そして──ただの友達であるぼくですら、このショックなのだ。


　今までずっと男で生きてきて、いきなり女になったイグナレスの衝しよう撃げきは、計り知れない。


「す……すまんイグナレス……！」


　別に手を抜ぬいて手伝ってたワケじゃないが……こんなことなら、もっと全力投球でイグナレスが男に戻る手伝いをするべきだったかもしれない。ぼくはイグナレスに謝罪した。


「……気にするな」


　しかしイグナレスは、ピン、とコインを飛ばし、そんなぼくを気き遣づかってくれる。


「……生まれつきの問題だ。いつかは、こうなるかもしれんと、多少の覚かく悟ごはしていた。だからオレはコインなんぞに選せん択たくを委ゆだねるのだ。どうせ自分のチカラではどうにもならない運命がある。努力しようが結果は同じだから、とな」


　コインをキャッチしながらイグナレス。


「しかし魔ま王おう城に来てから、お前がめげずにいろんなことに体当たりしていくのを見てるうちに、オレも少し足あ搔がきたくなった。結果は敗北だが……まぁ悔くいは残していない。やることはやったからな」


　イグナレスは、踏ふん切りをつけるように大きく伸のびをしながらいう。


「まぁ心残りといえば……今後お前と男同士でファミ○ンしたり、そういう遊びが出来なくなってしまうことだが……」


「だ、大だい丈じよう夫ぶ……お前のことは、ぼくが守るよ！」


　後ろめたさもあり、ぼくは断言した。


「お前が女になったことにより起きる問題には、出来るだけ関かかわって協力するし……以前、やれていた遊びも、出来るだけ同じような気持ちで遊べるようにする。まぁ、そりゃ、多少は接し方変わるかもしれんけど……お前、けっこう美人だし……


　でも、男だろうが、女だろうが、お前はお前。魔王軍最高戦力四天王……いや。


　ぼくにとって、魔王軍でただ一人、男遊びが出来る友達。〝焰〟のイグナレスだ。


　心配すんな！」


「や、山田……！」


　珍しく、感かん銘めいを受けたように目を見開くイグナレス。


　なんか珍しく語ってしまったが、今のはぼくの本心だった。こんなことでこいつを一人にしたりしない。


「ありがとう……それじゃ、これからも頼たのむぞ。親友」


　それが功を奏したのか、少しだけ元気になったように、微笑ほほえみながら手を差し出すイグナレス。


「ああ……改めてよろしくな。イグナレス」


　こうして、握あく手しゆをかわす、ぼくとイグナレス。


　部屋中にまるで一見、物語が綺麗に着地したような雰ふん囲い気きが漂ただよい始める。


　だがしかし。


　忘れてはならない。ここは魔王城。


　ここでは、物語が綺麗に終わるなんてことはありえない。


　事態が思わぬ方向へ、一転したのは──


　この瞬しゆん間かんだった。





　　　　※




　最初に気づいたのは、ぼくだった。


「……ん!?」


　握手しながら、前方──ぼくより、ほんの少し背の高いイグナレスを見つめるぼく。


　……ぼくより背が高い……？


「……あれ!?」


　ぼくは違い和わ感かんの正体に気づく。


　そうだ……今、イグナレスがぼくより背が高いのはオカシイ！


　女によ体たい化したイグナレスの身長は、ぼくより低かったハズだ……！


「イ、イグナレス、お前……!?」


「あ、あぁ……」


　イグナレスも気づいたように、自分の身体からだを見下ろしている。


　そこにあるのは──さっきまでの女体化イグナレスと、元の男イグナレスの、ちょうど中間のような体型のイグナレス……！


「変化した……！　さっきより、少しだけ、身体が男に変化しているぞ!?」


　歓かん喜きの声でイグナレス。


　え……えぇぇ!?


「で、でも、何でだ？　制限時間とっくに過ぎてるし……制限時間内でいろいろやったのに、ピクリとも反応しなかったじゃないか」


「た、確かに──……ん？


　そ、そうか……そういうことか……！」


　イグナレスは何かに気づいたように顔をあげ、キッ、とこちらに視線を向かせた。


「山田……さっきのやりとりだ！　さっきお前とかわした、青春臭しゆう溢あふるる、あの青あお臭くさい熱血やりとり！　あれが、制限時間の壁かべを破るほどの勢いで、オレの男因子を、尋じん常じようじゃなく活性化させたんだ！」


　クソ真ま面じ目めにトンデモ理論を展開するイグナレス。はあ!?


「山田……さっきのアレを続けるんだ！」


　叫さけぶイグナレス。


「はい!?」


「さっきみたいな、こっ恥ぱずかしい、アツい熱血ゼリフをオレに浴びせかけてくれ！　今すぐに！」


「ヤ、ヤダよ!?」


　ぼくは赤面しつつ即そく答とうした。


　あ、あんなもん……乞こわれてやるもんじゃねーだろ!?


　だいたい、さっきのだって、今思えば空気に呑のまれたとはいえやりすぎだと反省したい気分なんだ。我に返った今、なかったことにしたい。


　しかしイグナレスは当然ひかない。


「何ぃ！　フザけるな！　お前、さっきは、〝お前のことはぼくが守るよ〟っていってくれたじゃないか!?」


　パーフェクトにリピートしてくるイグナレス。ギャーッ！


「だ、黙れ！　やめろ！」


「〝男だろうが、女だろうが、お前はお前。魔王軍最高戦力四天王……いや。


　ぼくにとって、魔王軍でただ一人、男遊びが出来る友達。〝焰〟のイグナレスだ。


　心配すんな！〟


って……わざわざ言い回しにちょっと凝こってまでして、感動的にいってくれたじゃないか!?」


「ぐぅぁぁぁぁぁ!?」


　言い回しの件くだり指し摘てきされるとか、もう、勘かん弁べんしてくれ！


「もういいよ……」


　ぼくはキレた。


「……もう、お前、女のままでいいよ！　よく考えたらそのほうが萌もえキャラ増えて、この四天王人気出そうじゃん!?」


「ふざけるな……くっく、このイグナレスを甘く見るなよ？　こうなったらオレは意地でも男でい続けてやる。四天王の最後の砦とりでとして、意地でもお前のハーレム化を阻そ止ししてやる！」


　わけのわからんモチベーションで立ち向かってくるイグナレス。


　なんて腹の立つやつなんだ!?


　その後、ぼくらはイグナレスの部屋で激げき闘とうを開始する。


　激闘の末訪おとずれた結果は──





　　　　※




　翌朝──イグナレスの部屋。


　徹てつ夜や明けのその部屋で、勝者として勝ち誇ほこっていたのは──


「よし……ようやく元に戻もどったな。魔王軍最高戦力四天王〝焰〟のイグナレス、ここに復活──！」


　ピーン。コインを弾はじき、嬉うれしそうにいっているイグナレス。


　ぼくはその前に、ボロ雑ぞう巾きんのようにズタボロになりながらひれ伏ふしていた。


　くそ……結局、コイツの熱意に根負けして、あの後もクサイセリフ連発してしまった……おかげで尋常じゃない消しよう耗もう度どである。


（まぁ、でも、ホッとしたといえばホッとしたってのが正直なところか……）


「……よかったな……」


　イグナレスに、ぼく。


「けどもう今後同じような事態おきても絶対協力しないからな……！　せいぜい気をつけろよ……！」


「ああ。この借りはいつか返す。恩にきる、山田」


「是ぜ非ひそうしてくれ。じゃあな……また、後で円えん卓たくで」


　ばたんっ。後ろ手で扉とびらを閉めながら、イグナレスの部屋を出るぼく。


　くっそー……結局一日無む駄だにして、しかも徹夜してしまったか。


　早く帰って会議の前に一回寝ねないと……！　フラフラになりながら自室へ向かおうとするぼく。


「あ！」


「や、やっくん……！」


　が──


　そんな、廊ろう下かに出たぼくを待ち受ける影かげが二つ。


　アディとユキ。


「ん？」


　二人は、どうやら、イグナレスの部屋の前に立っていたらしく、ビックリしたようにこっちを見つめていた。


「？　なんだお前ら……何やってんの？」


　怪け訝げんに眉まゆをひそめながら、ぼく。


「え!?　い、いや、私らは、その、」


「昨日から、やっくんといっくんが、フテキセツな関係にあるってタレコミあったから、見に来ただけで……」


　狼ろう狽ばいしながら、ユキ、ばさり。そこで数枚の写真を足元に取り落とす。


　そこにあったのは──


　仕事をサボッて、服屋に入るぼくとイグナレス。


　仕事をサボッて、雀ジヤン荘そうに入るぼくとイグナレス。


　仕事をサボッて、サウナに入るぼくとイグナレス。


　ただ、驚おどろきだったのは……その写真に写っている、ぼくとイグナレスの姿だ。


　ぼくは、たぶん、女イグナレスが傍そばにいた影えい響きようだろう……デレデレした表情になったままだが……


　イグナレスは。何な故ぜか、すべての写真で、元通り、キリッとした男の姿になっている。


　つまり……この写真上では、ぼくは、男のイグナレスと仕事をサボってデートを決行し、しかもイグナレスはそんなにノリ気じゃないが、ぼくはそんなイグナレスにデレデレしているという……最高に不気味な男として写し出されていたのだ。


「オイィィ！」


　ぼくは背後のドアを蹴け破やぶり、イグナレスに事情説明を求めた。


「聞こえてたろう!?　どうなってる!?」


「？　何のことだ……パパラッチ対策の魔ま術じゆつなど、オレはしていない。オレの昨日の姿が、お前以外には、普ふ段だん通りにしか見えていないようにする為ための魔術など……オレは一いつ切さい使っていないぞ？」


　クソ真面目な顔で、語るに落ちるイグナレス。


「っかぁぁぁ……！」


　やられたよ──ぼくは頭を抱かかえていた。そういうことか……だから雀荘とか、あんなに堂々と乗り込んでたのか、コイツ！


　がくり。ぼくは肩かたを落とす。


　これで……また、魔王城に、ぼくに関する変なウワサが一つ流れてしまう……！


　そんなぼくに、背後から、アディとユキがトドメをさす。


「しかも山田。私ら昨日聞いちゃったのよ。昨日の夜、変な声聞こえるからなんだろうと思って耳すませたら……」


「ウン……このドア越ごしに。やっくん、いっくんに愛の告白みたいなの一晩中叫んでたよね……」


「私達ショックでしばらく仕事休むから……」


「あとよろしくね、やっくん、いっくん。そして末永くお幸せに」


「……………………」





　こうして、今日も今日とて、魔王軍の人類抹まつ殺さつ計画は停てい滞たいしていく……！




　第四話　氷人族と四天王







　その事件は、朝、魔王城六六五階、円卓の間へ向かうエレベーター前で、とあるヤツと遭そう遇ぐうしたことから巻き起こった。


　その朝、ぼくは、いつも通りどうやって『人類抹殺計画』進めてやろうかと、鼻息荒あらくいきまいていたのだが……。


「はあぁぁぁ……」


　そんなぼくの気合いとはまるで正反対。


　この世の終わりでも来たような雰ふん囲い気きの溜ため息いきが、いきなりぼくの背後から聞こえてくる。


　ギョッとして振ふり返ると、そこにいたのは──


「はあぁぁぁぁぁぁぁぁぁああああ……」


　ガックリ肩を落とし、わかりやすい溜息──本人の属性上、輝かがやく息になってしまっているが──をついている、蒼あお髪かみに巨きよ乳にゆうの、色白少女。


　魔王軍最高戦力四天王〝雪ゆき〟のヴォルフォレカ、通つう称しようユキ。


「はあぁぁぁぁぁぁぁぁぁああああ……」


　ビュオオ……さらに、プチ吹雪ふぶきのような嘆たん息そくをもらしながら、ユキ。


（オ、オイオイ……朝っぱらから何の溜息なんだよ、これは……!?）


　そのこれみよがしな溜息を背中から受けながら、ぼくは困こん惑わくした。


　この嘆息。明らかに、ぼくに向かって吐き出されている。だが、安易にここで声をかけたりすると、それがきっかけでまた『人類抹殺計画』が遅おくれるのは目に見えている……！


　熟考の末──





　ぼくはとりあえずこの場ではユキを無視することにした。





　毎回そんなんじゃ、ぼく、永久に人間界帰れないしな。


「…………！」


　チラッとエレベーターの階数表示を見ると、あと、一分もしないうちにエレベーターはこの階へ到とう達たつしそうだった。


　とりあえずエレベーターに乗り込み、円卓の間までいけばなんとか煙けむにまけるかもしれないからな……！


　ぼくは決死の覚かく悟ごで、エレベーターの到着を待つことにする。


　が。


「はあぁぁぁぁぁぁ……」


　テキは、強い。


「誰だれも、相談にのってくれない……。　でも……そうだよね。わたしみたいな邪じや魔まくさい女の相談、誰ものってくれるわけないよね……！」


　猛もう口撃を仕し掛かけてきた。


「もういい……これ以上生きてても逆にみんなに迷めい惑わくだから、消えよ……」


　しおらしい口調で、物ぶつ騒そうな独り言（？）を吐き始めるユキ。


（ぐ…………落ち着け、ぼく。心乱されるな……これはヤツの常じよう套とう手しゆ段だんじゃないか……！）


　エレベーターの数字を見ると──


　あと少し。一○秒もすればここに到達しそうだった。


（自殺をチラつかせて、相手の気を引く。ユキのこの外交パターンに何回痛い目あってきてるんだよ……!?）


　そろそろ、いい加減、ぼくも強きよう硬こう路線をとるべきだ……！　ぼくは決意を新たにする。が！


「それじゃ……自じ爆ばくするね……」


　事態はチキンレースの様相を呈ていしてきた。


　しまった……自殺じゃなくて、自爆パターンか！


　ぼくはエレベーターの階数表示を見る！　本当にあと少し！


「ごめんね、あっちゃん、いっくん、やっくん……想定範はん囲いは半径三○キロメートル圏けん内ない。そこは一度灰かい燼じんに帰し、その後は草の根一本生えない死の永久凍とう土どと化すけど、みんななら生き残れるし、いいよね……サヨナラ、みんな……！」


　しかしユキの涙なみだ声ごえと共に、ぼくの後方で爆発的に魔力の圧力が高まり、カッッ──！　強きよう烈れつな光が廊ろう下かを照らした瞬しゆん間かん、ぼくはとうとう決断した。


「参った！」


　チンッ！　間ま抜ぬけに鳴り響ひびく、ほんの少し遅おそかったエレベーターの到着音を聞きながら、ぼくはユキのほうへ向き直り、土下座した！


「悪かった！　ぼくが悪かった！　ユキ！　何かあったのか!?　ぼくでよかったら相談のるけど!?」


　仕方なく、ユキの望みそうな言葉をいう。すると、


「え!?　わっ……や、やっくん!?　ウソ！　もしかして、今の独り言、聞かれちゃったの!?」


　頰ほおに手をあて、照れたようなカマトトぶったポーズをとるユキ。


　お前、絶対気づいてただろ!?


「聞かれちゃったらしょうがないね……実は困ってて、ちょっとわたしからは頼みにくいお願いが、やっくんにあったの」


　と、ユキ。


「何ぃ!?」


　そこまで最悪のシナリオとは予測していなかった！


「でもやっくんから相談のってくれるっていってくれて……ホッとしたー」


　そう安あん堵どした表情でいうと、ユキはエレベーターに乗り込み、


「さ、行こうよやっくん。事情はエレベーターで話すから」


　中からドアを開けたまま、笑え顔がおでそんなことをいってくる。


「…………」


　ぼくは電光石火の早はや業わざにハメられたことに気づき、その場でガクリと力尽つきた。


　なんてヤツだ……！


　実は魔王軍で一番凶きよう悪あくなの、アディでもイグナレスでもなく、コイツなんじゃ……。


「やっくん、はやく！」


　笑顔でいってくるユキ。


　というわけで、悪魔にハメられたので、今日もぼくの地上帰き還かん計画はわき道に逸それていく……。





　　　　※




　ウィィィィィィン…………。


　無機質な駆く動どう音に包まれる、魔導エレベーター内部。


「実はね。昨日、いきなり、地元から連れん絡らくがきたの」


　ユキは、妙みように深刻ぶった表情で、突とつ然ぜんそんなところから話題を切り出し始めた。


「ん？　地元？」


「うん、永久凍土ってトコなんだけど……。……まぁ、でも、これみてもらったほうが早いかな……」


　そういうと、ユキは一枚の紙──どうやら手紙らしい──を取り出した。


「はい」


　そしてぼくにその手紙を渡わたしてくる。正直あまり読みたくはないが、……仕方ない。


　ぼくはユキから差し出された手紙に目を通す。


　そこには、こんなことが書かれていた。









　拝はい啓けい　ヴォルフォレカ様


　極ごつ寒かんの候ではございますが、皆みな様さまにおかれましては益ます々ますご清栄のこととお慶よろこび申し上げます。


　さて、この度たびは、ご相談したいことがあり、筆をとりました。


　突然ですが、お姉様は、他種族の王との『見合い』についてはいかがお考えでしょうか？


　氷人族の王は、一族の存続、発展の為ためにも、優すぐれた他種族の王と結けつ婚こんし、種族繁はん栄えいを図はかるのが生まれ持った運命。


　お姉様も、もういい年。そろそろ身を固めるべきかと思います。


　幸いにも、お姉様にピッタリの、海神族の王子や風魔族の王が、お姉様とのお見合いに興味を示してくれました。


　そういった殿との方がたを連れて、近々そちらへ伺うかがう予定です。お楽しみに。







親愛なる妹　氷人族国王代理　エルフォレカより














「な……なんじゃこりゃ……!?」


　エレベーター内部。手紙の、思いがけない内容に、ぼくは思わず目を見開いていた。


「み、見合い!?」


「うん…………」


　ぼくの隣となりで、しょんぼり肩かたを落とすユキ。


「わたし、こっちでやりたいこともあるし、まだ、結婚なんかしたくないのに、妹が急に……」


　ブルーな顔で一言。


「ていうか、お前、妹いたんだ……？」


　ウチと一いつ緒しよじゃないか……軽く驚おどろきながら、ぼく。


「う、うん……妹っていうか、双ふた子ごの妹なんだけど。わたし、こっちで四天王やる為出てこなきゃいけなかったから、今は、わたしの代わりに、代理で氷人族の王様やってくれてるの」


　ユキは説明。


「へー？」


「でも、このコ、ちょっと変わってて……なんでかわかんないけど、自分より、わたしのほうが王様にふさわしいって、とにかく隙すきあらば、わたしを玉座に連れ戻もどそうとしてくるの。多分、このお見合いも、その攻こう撃げきの一いつ環かんなんだろうな……」


　はあ。気が重そうに嘆息しながらユキはいうが、


「へぇぇぇ……！　すごいじゃん」


　ぼくはむしろ感心していた。


　なんだ……いつも通り、おちゃらけた問題かと思ったら、今回はちょっとほんとに大変なヤツじゃないか。


　要は、これ、王位継けい承しよう問題だよな？


　そういや、最近すっかり忘れてたが、コイツ一応、ブリザードキングの名を冠かんする、氷人族の王だっけ。


　コイツの、王族らしい悩なやみとか、初めて見たわ……。


「…………で？」


　ま……概おおむね問題は把は握あくしたので、ぼくはユキに手紙を返しながら聞く。


「これはわかったけど……さっきお前がいってた、〝ちょっとわたしからは頼たのみにくいお願い〟って……なんなんだよ」


　エレベーターが円えん卓たくの間のある階に到達したので、ぼくは、廊ろう下かを歩きながらユキに聞いた。


　ちょっと聞くの怖こわいけど──先延ばしにする方がもっと怖いしな。


「うん……それがね。やっくん。いきなりで御ご免めんなんだけど……今日、時間ないかなぁ？」


　と、しおらしい表情で、尋たずねてくるユキ。


「ん？　時間？」


「ウン……実はわたし、この問題と対決するために、今日、一度、実家に帰ろうと思ってるの」


　ユキはいう。


「じ……実家!?」


「うん。それで、よければ、なんだけど。やっくんも……わたしの実家、一緒に来てくれないかなぁー？」


　上うわ目め遣づかいでいってくるユキ。


「な……何ぃ!?」


　ユキの実家に、ぼくが!?　ぼくは耳を疑った。


「い、いや、お前が行くのはわかるけど……ぼくが!?　行く理由、まったくないじゃないか!?」


　わけがわからず、抗こう議ぎをする、ぼく。が。


「う、ううん、あるよ。だってやっくん……四天王でしょ？　仲間が困ってたら助けるの、当然じゃない？」


　なんかえらい綺き麗れいなセリフで返してくるユキ。えぇぇー……？


「モ、モチロン、タダでとはいわないよ？」


　さらにユキは、慌あわてたようにそうつけくわえてきた。


「ん？」


「帰ってきた後は、やっくんの命令、できるだけ聞くようにするし。『人類抹まつ殺さつ計画』？　だっけ？　もやるようにするし。今後無理やりボケたりしないようにするし。今日から一ヶ月の昼食の地じ獄ごくプリンもあげるし。トイレ掃そう除じも代わりにやるし。ドラ○エのレベル上げも代わりにやるし。新しいゲームが流れてきたら、率そつ先せんしてやるようにするし──」


「段々お前が得する流れになってきてるじゃねーか!?」


　なんて油断もスキもないヤツだ。ぼくは慌てて警告。つか、ボケたりしないとかいいつつ、いきなりボケてきてんじゃねーか！


「と、とにかく、やっくんにも得になるようなメリットわんさか用意してお待ちするから……だからお願いっ。今日だけ……今日だけ、一緒に来てくれない!?」


　エレベーターの中。顔の前で両手をあわせて、必死に頼んでくるユキ。


（う、うぅむ……）


　まぁ……『人類抹殺計画』やってくれるなら、確かにぼくにもメリットあるし。ノッてやっても構わんのだが……


　しかしとなるとまた、出勤前に拉ら致ちされるパターンか。イグナレスの件といい、二連チャンになるな。


「ていうかさ。そもそもの話として。ぼく、お前と一緒にお前の地元行って……そこで一体、何やらされんの？」


　そこも、まだ疑問だった。ぼくはそこをユキに確かく認にんする。


「なんか、また命の危険とかあるんじゃないだろうな？」


　いつものパターンから、その展開を推測、確認するぼくだったが……


「え？　命の危険？　あっはは、今回、それはないよ！」


　ユキは、安心したような、苦く笑しようしたような表情で顔の前で手を振ふり、あっさり否定した。


「ん？　ないの？」


「無い無い。だって、やっくんには、わたしと一緒に、ちょっと妹と会ってもらうだけだから」


　笑え顔がおで、ユキ。


（なんだ…………今回そんなソフト路線だったのか）


　ぼくはそこで、拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。


　要は、一人でこの手紙の妹に会いに行くの怖いから、ぼく連れて行きたいだけ、か……？


　だったら、この話にのらない手はないよな。


　ユキと一緒に行って、ユキの実家で、ちょっと妹と会えば、それでその後ユキに人類抹殺計画手伝わせることできるんだし……こんなオイシイミッションも他ほかにないだろう。


「よっしゃ。行こう行こう。ユキの実家、すぐ行こう」


　結果、手放しでユキの話に前のめりになるぼく。


　──などと、すーぐ物事を楽観的に解かい釈しやくしてしまうのが、ぼくの生来の悪いクセなんだろうな……。


「ほんと!?　ありがとう！　じゃ……転送陣じん準備するから。ちょっと円卓の間の前で待ってて！」


　チンッ！　ちょうどエレベーターが円卓の間のあるフロアに到とう着ちやくしたので、そこから廊ろう下かに飛び出しながら、ユキが笑顔でいう。


　こうして、ぼくの迂う闊かつな返答により、事態は思わぬ方向へ進んでいく。


　いうまでもないことだが、ここからぼくを待ち受けていたのは、当然──


　オイシイミッションでも、なんでもなかった。





　　　　※




　ビュウオオオオオオオオオオオオ……ッ！


　吹ふき荒あれる吹雪ふぶき。


　一面の銀世界。


　そんな永久凍とう土どのど真ん中にある、ドイツの古城を思わせるようなデザインの、すべて透すき通った氷でつくられた、巨きよ大だいな城。ユキの実家、ヴォルフォレカ城。


　その一室。ユキの部屋の中。


　というわけで、


「それじゃ行くねっ」


　のユキの掛かけ声と共に、約束通りぼくは転送陣でユキと転移し、ここを訪おとずれていたのだが……


「お、おい待て待て待て……」


　その部屋──かなり巨大な、氷でつくられた天てん蓋がい付きベッドなどがあるユキの部屋──の中で、ぼくは、話がおかしな方向へ傾かたむきだしていることに気づき声をあげた。


「こ、これ……どういうことだよ!?」


　ぼくは困こん惑わくしながら、状じよう況きようの説明を求める。


　ぼくは今、このクソ寒い部屋の中、何な故ぜかパンツ一丁に剝むかれていた。


　周囲には、そのぼくの制服を剝はぎ取り、丁てい寧ねいにたたんで床ゆかに置いたりしている、どうもユキの従者らしい、不気味な三つ目のペンギンが十数羽。


　そしてそのペンギンどもは、次の瞬しゆん間かん、まるで襲おそい掛かるように一いつ斉せいにぼくに覆おおいかぶさってくると……バササササ！　羽をはばたかせながら、ぼくの身体からだに向かって、高速で何かを施ほどこし始めた！


「う、うおおおおおおおおおおおお!?」


　八つ裂ざきにされるのか!?　一瞬死を覚かく悟ごするぼくだったが──


　次の瞬間。磨みがき上げられた氷が、鏡のようになっているユキの部屋の壁かべを見ると、そこには──


　黒いフォーマルなスーツに、やけに上等なネクタイ。胸ポケットにはポケットチーフが入れられ、オールバックにセットされた髪かみ型がた。そしてなにやら乳液的なものを塗ぬられやけに血色のいい顔に、やけに良いにおいのする身体。


　なんかぼく史上、最高にキッチリしてるぼくの姿があった。


「な……なんじゃこりゃ!?」


　誰だれだ、これ!?


「もう、やっくん、静かにして！　エルに怒おこられるでしょ!?」


　そんなぼくを叱しかり飛ばすようにいってきたのは──


　ぼくの目の前で、同じくペンギンどもの手によって、珍めずらしく髪の毛をアップにし、いつの間にか豪ごう華かなブルーのスパンコールドレスのようなものに着き替がえさせられ、妙みようにオトナっぽい、完全よそ行き仕様になっているユキ。




[image: ]


「い、いや、怒られるも何も……これ、どういうことだよ!?　今回、ぼく、お前と一いつ緒しよに妹に会うだけの、ラクなミッションなんだよな!?」


　ぼくは改めて確認するが、


「へ？　何いってるの？　命の危険はないっていったけど……別にラクとはいってないよ？」


　ユキは困った表情で断言。何っ!?


「え？　もしかしてやっくん……今回、ここで何するか、ちゃんとわからず引き受けちゃったの？」


　そしてさらにユキは、ますます困ったような表情でぼくにいってきた。


　ちゃんと分からず!?


「ど、どういうことだ!?」


「うそ!?　今から説明しなきゃいけないの!?　当然わかってくれてるものだと……


　だ、だからね。今回、やっくんをここへつれてきたのは、ただ、付き添そいとして来てもらったわけじゃないの！」


　泣きそうな顔で、ユキ。


「付き添いじゃない？」


「うん。つまり今回、やっくんは──」


　青ざめた顔で、何かを説明しようと口を開くユキ。


　が、その声は、そこにかぶさるように聞こえてきた、もうひとつの女性の声にかきけされる。


「遅おそかったですわね──ヴォルフォレカお姉さま」


　そんな声と共に、ますます事態を混こん迷めいさせる女性がユキの部屋に入ってきたのは──その瞬間だった。





　　　　※




　ユキの部屋に入ってきたのは、ユキを少しだけスリムにして、蒼あおい髪を腰こしまで長く伸のばした──見るからにクールで知的そうな、ある意味ユキより数段氷の四天王っぽい、賢かしこそうな女性。


　部屋の中にいたペンギンが、全員、女性に一礼の後、部屋から去っていく。


「エ、エル……！」


　その女性を見ながら、ユキは、ちょっと気まずそうに萎い縮しゆくしながら、そう呟つぶやいた。


（お、おお……!?）


　ということは──こいつが件くだんの、ユキの妹、〝エルフォレカ〟か？


　その美しき乱入者に、ぼくは思わず見み惚とれてしまった。


　透き通った白い肌はだといい、綺き麗れいで大きい宝石のような菖蒲あやめ色の瞳ひとみといい……


　そしてなにより、「ユキに負けず劣おとらずな、かなりの存在感を持つ、大きくやわらかそうな胸といい……


　双ふた子ごで、ベースがユキと一緒なだけあって、やっぱルックスは超ちよう一流だ……！


　……などと、一人、あまりにぶしつけにそのエルフォレカに見惚れていると。


「……………………何ですの？　この、魔ま力りよく七のゴミは……？」


　エルフォレカが、いつの間にかぼくに向かって〝誰だコイツ？〟みたいな視線を向けていた。


　う……！　しまった。ついつい、見惚れすぎたか？


「あ、エ、エル、この人は、山やま田だ君。魔王軍で一緒に──」


　そんな蛇へびににらまれた蛙かえる状態のぼくを見かねて、ユキが慌あわてた笑えみでぼくを紹しよう介かいしてくれようとしたが、


「結構です。そんな羽虫どうでもいいですわ」


　その紹介は一秒で打ち切られた。


　羽虫って!?　まぁ確かに魔力羽虫級ですけど!?


　そしてどうも妹はぼくよりユキと喋しやべりたいらしく、今度はユキだけを見ながら口を開く。


「それより──どういうつもりなんです、ヴォルフォレカお姉様!?　突とつ然ぜん帰ってくるなど……手紙を読んでくださらなかったの!?」


　不満たらたらに、妹。


「よ、読んだよ？」


　ユキは、早くも圧あつ倒とうされるようにしてだが、一応、返答。


「なら……何な故ぜ帰ってくるのです!?　手紙に書いたでしょう？　今度、お姉様にピッタリの見合い相手を連れて、そちらに出向くって……！　先方にも、もう、そのつもりで準備していただいてるのに！」


　泣きそうな顔で、妹はいう。


「う、うん……でもね、」


「私……ほんとに、ほんとにお姉様にとってピッタリの殿との方がたを見つけましたのよ!?　なんなら、今、転移して呼んできましょうか？」


　ユキの話を遮さえぎり、喋り続ける妹、エルフォレカ。


　うーん……この、他人の話を聞かない暴走感。確かにユキと通ずるモンあるなー。


「ま、待って、エル。実は……今日、わざわざお見合いの前に帰ってきたのには、事情があってね」


　そういうとユキは、チラ……、ぼくの方へ、何故か、一瞬ナゾの目配せをしてきた。


（ん？　な、何だその目は？）


　その視線に──なんか嫌いやな予感を感じ、思わず後ずさるぼく。


（そういえば、妹の登場で一瞬忘れてたけど……）


　何故だかやけにドレスアップされたぼく＆ユキ。


　ぼくを虫ケラ扱あつかいする、ユキに見合いを迫せまる妹。


　この状況で、ぼく、一体何させられるんだ!?


「事情……？」


　怪け訝げんそうに眉まゆ根ねをよせるエルフォレカ。


（とりあえず逃にげられる準備だけはしておいたほうがよさそうだな……！）


　それを見ながら、逃とう走そう準備開始。腰を低く落とし、重心をつま先にかける、ぼく。


　が。


　ぱしっ！


「実はね。お見合いさせられる前に、紹介したい人がいるから、ここに来たの」


　そんなぼくの気配を察知したのか、ユキが後ずさったぼくの腕うでを摑つかみ、逃げられないよう拘こう束そくしながら、笑顔でそういう。


　ウッ!?　ていうか、


「紹介したい人……？」


　怪訝な表情になるぼくと妹。


　が、そんな困惑するぼくらの気配をものともせず、ユキは、笑顔で、ぼくを前面に押し出し、こう宣言するのだった。


「うん。紹介するね、エル。この人……婚約者の山田君。


　将来、氷人族の王になるかもしれない人だから、以後、よろしくね？」


「……………………」


「……………………」


　永久凍土の王城に、間の抜ぬけた沈ちん黙もくがたちこめた……。





（な──何ィィィィィィ!?）


「な──何ですって!?」


　が、沈黙は一いつ瞬しゆんだった。


　まさかの展開に、ぼくと妹は、思わず声をあげた。


　ぼ、ぼ、ぼくがユキの婚こん約やく者ぁ!?


（ど、どういうことだ、ユキ!?）


　思わず詰つめ寄るぼく。


　しかしユキは、表情を崩くずさず、前を見たまま、


（ご、ごめん……後でちゃんと説明するから！）


　と短く説明するだけ。オイオイオイオイ……!?　確かに命の危険はなかったけど……結局、同じぐらいのっぴきならない状じよう況きようになってんですけど!?


「ど、どういうことですの!?　お姉様!?」


　そしてぼく以上におさまりがつかないのは、妹だ。


「こ、婚約者!?　そのナメクジ並みの魔力しか持たない、そいつがですの!?　そんな馬ば鹿かな!?」


　こめかみから血が噴ふき出そうな勢いで困こん惑わくする妹。ナメクジって……。


「う、うん。エル達には黙だまってたけど。わたし、もう、婚約者、向こうでつくってたの。


　だよね？　山田君」


　促うながされたので、


「ど、どうもっ。山田です。エルさん」


　思わず、頭の後ろに手をやり、のこのこ挨あい拶さつしてしまうぼく。何やってんだぼくは!?


「ふ……ふざけないでくださいな！　誰だれですの……山田って!?」


　妹は、至し極ごくまっとうな拒きよ否ひ反応を示す。


「お姉様、貴方あなた……自分の立場がわかってますの!?　貴方は、ブリザードキング……一国の王なんですのよ!?」


　理解できない、といわんばかりに妹。


「婚約者には、当然、相応の身分がいるに決まってるでしょう!?」


　ユキを必死に説得する妹。


　うんうん、確かにその通りだ……。こんな無茶なウソ、吐つき通せるわけないだろう。何考えてんだ、ユキのヤツ。


　ぼくは呆あきれたようにユキを見るが……


「う、ううん。それは大だい丈じよう夫ぶ」


　ユキは譲ゆずらない。


「だってこの人……こう見えて、魔王軍最高戦力四天王〝知ち〟の山田……通つう称しよう〝やっくん〟だから」


　そしてユキはぼくから手を離はなし、妹にぼくを紹介。


　おいおい、そんな説明で何が変わるっていうんだ……


　とますます呆れかけたぼくだが、


「な……何ですって!?」


　ユキの言葉を聞いた瞬間。妹の顔色が、思いがけないほど変わった。


　あれ!?


「四天王……!?　この平へい凡ぼんそうな男が!?」


　かなり喰くい気味にぼくに詰め寄る妹。


　な、なんだ？　四天王に、そんな妹喰いつかせるポイントあったっけ？


「ね？　身分的には文句なしでしょ？」


「え、えぇ……まぁ……四天王といえば、エリート中のエリート。退職後は、莫ばく大だいな報ほう奨しよう金と広大な領地も与あたえられるといいますし、次期魔ま王おうの可能性すらある……。生半可な一族の王などより、よほど成功者としての度合いは高いと思いますが……」


　さっきよりは、幾いく分ぶん、見下し成分が減った眼まな差ざしで、ぼくを見ながら妹。


　お、おいおい……四天王って、そんなに婚活に有利な職業だったのか？


「うん。しかも、今、わたしも四天王までのぼりつめたから。このまま結婚して二人で退職すれば、当初予定してた報奨より、倍、報奨手に入ることになるよ？」


　さらに妹を説得するユキ。


「え。えぇ。し、しかし、この方の魔力は……！」


　しかしまだどこか納なつ得とくいかないように、妹はぼくを見ながら抵てい抗こうしたが、


「もうっ。魔力は隠かくしてるだけに決まってるでしょ？　わたしも本気は見たことないけど。どうやって魔力七で四天王になるのよ？」


　頰ほおをふくらませながら文句をいう、ユキ。


「うぅぅぅむむむむむ……！」


　その説得に、不ふ審しんそうに唸うなる、妹。


　そしてかなりの逡しゆん巡じゆんの後──こう、ボソリと呟つぶやくのである。


「──分かりました。少し考えましょう」


　そういい放つと、妹はそこでくるりとぼくらに背を向ける。


　考えちゃうのかよ!?


　そして妹は、ちょっと疑うような眼差しでぼくを見ながら、


「あまりお姉様を疑いたくはないですが……まず一応、山田さんの素す性じようを、魔王城に問い合わせ調べさせてもらいます。それまでお二人はここで少しお休み下さい。従者は好きに使ってくださいな……もともとは、お姉様のお城なんですから」


　ばたんっ。そういい残し、部屋から去っていく妹。


　そんな中、ぼくとユキは顔を見合わせ……


「なんとかなった……かな？」


「ど・こ・が・じゃあああ!?」


　ぼくは、爆ばく発はつ。


「ていうか──どういうことなんだよ、これ!?　いい加減ちゃんと説明してくれ！」


　ユキに詰め寄るぼく。


　何故ぼくがここへ連れてこられたのか……


　ぼくはここで、ようやく真相を知ることになる。





　　　　※




「つ、つまりね。やっくんには、しばらくの間、婚約者のフリをしてもらいたいの」


　ぼくにすごまれて、少しは反省したのか。ユキはようやくまともにぼくに事情を説明した。


「……婚約者のフリだぁ？」


「うん。来る前、魔王城でいったけど……わたし、まだ、お見合いして、四天王辞やめたりしたくないから」


　ユキはいう。


「うん、それは聞いたけど……」


「だから、やっくんに婚約者のフリして欲しいの。いくらエルでも、魔王城に──しかも四天王の婚約者がいるって思えば、無理やりお見合いなんてすすめられないでしょ？」


　と、ユキ。


「うーん……まぁ、そりゃそうかもしれんけど…………」


　ぼくは一いつ旦たんは頷うなずくが、


「で、でも……こんなウソ、すぐバレるだろ？」


　ぼくは心配になって聞いた。


「現に、今だって、妹がぼくの素性魔王城に問い合わせるとかいってるんだぞ……？」


　そしたら、ぼくとコイツが婚約関係にないことくらいすぐわかるんじゃ……ぼくは不安を感じつつ聞くが、


「あ、それは大丈夫。来る前、あっちゃんにお願いして、今日だけ、魔王軍全軍で口裏あわせてもらうよう、頼たのんどいたから」


　ユキはニッコリ笑え顔がおでいう。


「そ、そうなのか!?」


「うん。あっちゃんは……なんでだろ？　やっくんと婚約したことにしておいて、っていうと、いいわよ、っていいながら、なんかちょっと面おも白しろくなさそうだったけど……。でも、正式な軍の命令として出してるから。たぶん大丈夫だと思う。それがあれば、エルが聞いても大丈夫でしょ？」


　笑顔で、ユキ。


「そ、そうだったのか……」


　そこまで用意周しゆう到とうに準備が進められてたとは……！


「でも……ごめんねやっくん。やっくん、わかってて引き受けてくれたわけじゃなかったんだね……！」


　そこでしゅん、となりながらユキ。


「ああ、うん、まぁ……」


「そりゃそうか……。わたしみたいなドブスの婚約者のフリとか……死んでもいやだもんね……」


　徐じよ々じよに落ち込み始めるユキ。う……！


「い、いや、まぁ、それはいいけどさ」


　別にユキ、ブスじゃないし……。フリなら別に実害もないし。


「それよりお前……そんっっなに（あんな）四天王辞めたくないのか？」


　ぼくはむしろそっちが本気で理解できず、ユキに聞いた。


「え？」


「いや……あの手紙見る限り、お前の見合い相手、そんなに悪い条件でもなさそうだったじゃん」


　と、ぼく。


「ここまでして……こんな大おお掛がかりなウソついてまで、なんでそんなに四天王に残りたいんだ？」


　腑ふに落ちず、聞くぼく。


　するとユキは──


　ぼくを見ながら、ニコッと笑って、


「だって……せっかく四人揃そろったんだもん」


　こう、いうのだった。


「え……？　四人揃った……？」


　意味がわからずに、ぼく。


「……うん。前に……あっちゃんも似たようなこといってたけど。


　わたしたち……四天王なのに、今までずっと三人だったでしょ？　四人目は、入れ替かわり、立ち替わりになっちゃってて……」


　ユキ、寂さびしそうに笑いながら、話し始めた。


　あぁ……そういや、アディが、魔界新聞でぼくのこと庇かばう文章書いてくれた時、そんなこと書いてたっけ……？


　確か最後の一体は、四天王にはなるんだけど、アディ達のウワサに勝手にビビったり、遠えん慮りよしすぎたりで、結局精神的に参って長続きせず、本当にすぐ辞めた……とかだよな。


「それで……まぁ、あっちゃん達はあんまり口に出してないと思うけど。随ずい分ぶん辛つらい思いしてた時期もあったんだ」


　と、ユキ。


「そ、そうなのか!?」


「うん。今まで魔王軍の歴史上、四人目が固定されない四天王の時代なんてほとんどなかったし……四天王の面つら汚よごしだとか、出で来き損そこないだとか、そんなの四天王じゃないとか、上からも下からもすっっごくブツブツいわれてたんだ」


　ユキ、当時を思い出したのか、悲しそうに笑いながらいう。


「へ、へぇぇ……」


　それは知らなかった。こいつらにそんな時代があったとは。


「だから、わたし達って、四人でちゃんと四天王やるっていうことに……昔から、すっごい憧あこがれがあって。


　だから、もう、ずっっっと昔のことだけど。わたし、もう決めてたの」


　そしてユキは、楽しそうに、語る。


「今度、ちゃんと四人で四天王やれることになった時は──わたしからは、四人って数、絶対崩くずさないって。


　またあっちゃんやいっくんや、もちろんやっくんに、あんな辛い思いさせたくないから……少なくともわたしが原因で、四天王を、絶対三人にしないって。


　殉じゆん職しよくか、定年か、入れ替え戦で追い落とされるか、もう、限界ギリギリまで、害虫ぐらいにしがみついて……それで、もう、どうしても、もう四天王でいられなくなって、あっちゃん達に頼むから辞めろってクビにされるまで……四天王辞めないって。


　わたし、そう、決めてたの」


　笑顔で、ユキ。


「お、おいおい……」


　ぼくは呆あつ気けにとられた。


「ってことはお前……アディや、イグナレスや、ぼくの為ために……見合い断って、四天王続けようとしてるのか？」


「モチロン、それだけじゃないよ？」


　笑顔で、ユキ。


「ヴォルクエもつくりたいし、将来の退職金とか考えたら、もっと長く四天王務めなきゃダメだし……。


　でも、一番の理由は、やっぱりそれかなぁ。みんなの泣く顔見たくないし。みんなにはお世話になってるから」


　ニッコリ笑いながら、ユキ。


　お人よしだな──この女は。


　でも、確かにコイツって、人の話まったく聞かないし、空回りの天才だけど、基本、自分じゃなく、誰だれか喜ばせようと、いっつも一いつ生しよう懸けん命めいな女ではあるんだよな……。


「だからお願い、やっくん。今回だけ……婚こん約やく者のフリ、協力してくれない？」


　そしてユキは、改めて、ぼくに婚約者役を打だ診しんしてきた。


「やっくんのおかげで、せっかく四人になった四天王の時間……まだ終わりにしたくないし、だから、」


「…………わかった。わかったよ」


　ぼくはその懇こん願がんするようなユキの言葉を遮さえぎり、腹をくくり、いうのだった。


「やりゃーいいんだろ、やりゃ。やるよ……コンヤクシャ」


　いくらなんでも、今の話聞いて、ここでユキ置き去りにできるほど非情になれるわけない……!?


　肩かたを落としながらだが、ぼくは渋しぶ々しぶユキの提案を受け入れる。


「ホ、ホントぉ!?」


　パッ、と表情を明るくしながら、ユキ。


「い、いいの!?　こんなめんどくさい女の婚約者」


「い、いいよ。別に、フリだからな、フリ」


「ありがと……ありがと、やっくん」


　ギュっ、とぼくを軽く抱ほう擁ようしながら、ユキ。


　う……なんか照れる。


「じゃあここ出るまで──お前の婚約者で通せばいいんだな？」


　照れながら、それをおくびにも出さないよう気を遣つかいながら、ぼくは確かく認にん。


「うん！」


「了りよう解かい……」


　はあ、こうなったらやりきるしかないか……！


　ユキと一いつ緒しよに行って、ちょっと妹と会えば、それでその後ユキに人類抹まつ殺さつ計画手伝わせることができるラクなミッション……か。


　つくづく甘かったよ、ぼくの先の展開に対する見積もりは……。





　　　　※




「お待たせしました……」


　と、それからほどなくだった。


　調べ終わったのか、妹が、ぼくらの部屋に戻もどってきた。


「山田さん。貴方あなたについて少しお調べしましたが……」


　そして妹は、ぼくの方を見み据すえ、


「貴方……もう魔ま王おう城では、お姉様と公認の仲で、しかもなにやら、先日の城内人気投票でも、人気No.１だったスーパールーキーということらしいですわね」


　不本意ながら感心している──ような表情で、妹。


（お、おお……!?）


　ぼくはユキと、思わず顔を見合わせた。


　ユキとの関係＆人気投票一位……


　魔王城でアディ達が相当うまく口裏をあわせてくれたようだ。


「そ、そうだよエル。やっくんは四天王一真ま面じ目めな男の子だし……魔王城でも評判の好青年なんだよ!?」


　さらにユキがぼくをプッシュ。


　これは……案外あっさり、騙だましきること可能か？


　しかし。


「うーん、能ある竜りゆうは爪つめを隠かくすといいますし……お姉様がいうなら間ま違ちがいないのかもしれませんが……」


　さすがに、世の中、そんなに甘くない。


「でも……やっぱり何か変ですわ……」


　エルフォレカは目の奥の疑いの色を変えない。


　ウッ!?


　ぼくとユキは顔をこわばらせる。


「だって、お姉様と、そちらの……山田さん？　どっからどう見ても、付き合ってるって雰ふん囲い気き、微み塵じんもないですし……」


　ぼくらに疑ぎ惑わくの目を向けながら、妹。


「もしかしてお姉様……私に偽いつわりの婚約者を紹しよう介かいし、この場を乗り切ろうとしてるんじゃありませんこと？」


　エルフォレカは、一○○点満点の推理を披ひ露ろうするが……


「そ……そんなことないよ!?」


　ユキ、烈れつ火かの如ごとく反論。


「それはエルが恋れん愛あい経験豊富じゃないからそう思うだけだよ！　わたしとやっくんは、一緒に（ドラ○エで）夜を過ごしたり、お風ふ呂ろに（イグナレスのせいで一瞬）一緒に入ったり、そりゃあもう、随ずい分ぶん長い付き合いなんだよ!?　ねぇ、やっくん!?」


　ギュっとぼくの腕うでを抱だきなおし、必死に恋こい人びと感をアピールしなおそうとするユキ。
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　う……！　む、胸に腕、あたってるんですけど!?


「………………！」


　そんなぎこちなさすぎるぼくらに、エルは、さらに目の中の疑惑の色を強めていくが……！


「──わかりました。では、こうしましょう」


　そんな中、エルは思いがけない提案を持ちかけてくる。


「今から、お二人の絆きずなを試ためす、とある〝ゲーム〟に参加してもらいます」


　と、エルフォレカ。


「「げ……げーむぅ……？」」


　この期ごに及およんで、何をいいだすんだ、この妹は？


　また……段々、なんかいやな予感がしてきた……！


「はい。以前、お姉様が私によこした、仮想世界体験ツール、ありますでしょう？」


　と、妹。


「仮想世界体験ツール……そ、それってもしかして……ヴォルクエのこと？」


　困惑気味に、ユキ。


「はい。そういう名前のヤツですわ。実はあれをさっき、少し改造して、お二人の絆を確かめる……そんな仕様に改造しておきました」


　腕を組み、堂々と、頭のオカシイことをいいだすエルフォレカ。


「はあ!?」


　な、何いってんだコイツ!?


「私は、外から、その様子を観察いたしますので……お付き合いしているというなら、それに挑ちよう戦せんし、絆の力でクリアしてみて下さい。もしクリアできたとしたら……お姉様達の関係も認めます」


　堂々と言い切る妹。


　えぇぇぇぇぇぇ……!?


　ぼくは、なんか、頭が痛くなってきた。


　いってることはわからんでもないけど。何でこのタイミングでヴォルクエ……!?


「これは行くしかないね……やっくん！」


　げんなりしてるぼくとは対照的に、既すでに隣となりのユキは、完全に勇者の顔になりやる気満々だった。


「そ、そうかぁ!?」


「うん。四天王としても、ヴォルクエの創始者としても、この勝負負けられない……！　行こう、やっくん」


　妙みように高いモチベーションで呼びかけてくるユキ。


「……わかったよ…………」


　ガックリ肩を落とす、ぼく。まぁ、ぼく、婚約者だもんな……！


「では、開始です。どうぞ」


　という、エルフォレカの言葉を合図に。


　ぼくとユキは、何な故ぜか、妹がつくったヴォルクエ（妹・エディション）行きの魔ま方ほう陣じんへ、覚かく悟ごを決めて、飛びこんだ……！





　　　　※




　次の瞬しゆん間かん、ぼくとユキの目の前に現れたのは──


　どこかで見たことのあるような質感でつくられた、氷の洞どう窟くつ。


　ドゥールードゥールードゥールールー……。


　頭上からは、やはり、どこかで聞いたことのあるような、ないような、いかにもおどろおどろしい旋せん律りつの、不気味な音楽が流れている。


「うわ……これ、まごうことなきヴォルクエだ……！」


　ぼくは、記き憶おくにこびりついた、ヴォルクエⅠの体験と大きく重なる目の前の光景に、げんなりと呟つぶやいた。


「しかしこれ……ヴォルクエシリーズ、何作目の、どこなんだ……？」


　確か妹、ユキのヴォルクエをベースにしたっていってたよな……？


　てことは、どっか元ネタがある場所に出た可能性が高いんだが……！


「こ、これは……Ⅲのニーナの洞窟だよ……！」


　そんな中、ぼくの隣で、ユキが呟く──が。


　そのユキの姿を見て、ギョッとした。


「お、おい……ユキ!?」


　ぼくの隣で、ユキは、何故かガタガタ震ふるえながら、いつも以上に青白い、病的に白い顔をしていた。


「ど、どうしたいきなり!?　大だい丈じよう夫ぶか!?」


「だ、だいじょうぶ……これ、ただの、ヴォルクエの仕様だから」


　苦しそうに汗あせをかき、ガタガタ震えながらユキがいう。


「ヴォルクエの仕様!?」


「そ、そうだよ。知らないの？」


　ユキはそんな状態でも呆あきれたようになり、


「ニーナの洞窟は、Ⅰで主人公達が旅した時、ちょうどここで主人公が二ふた股またかけてることが発覚して、主人公の恋人のニーナが焼身自殺をはかって……。その怨おん念ねんで、Ⅰの主人公の子孫である、Ⅲの主人公は、ニーナの強きよう烈れつな呪のろいがかかって全パラメーターがすべて一になるというファン垂すい涎ぜんの……」


「ヴォルクエって……そんなドロドロしたストーリーなん!?」


　ぼくら、さわりしかやってないからなぁ……。


　って、んなこといってる場合じゃない。


「と、ということは、つまり、お前は今、そのニーナの呪いにやられてる……という状じよう況きようなのか？」


「うん。さすがエルフォレカ……。こうやって、片方を無力化することで、もう片方がどういう行動をとるか、注意深く観察するつもりなんだ。その為ためにニーナの洞窟使うなんて……いちいちシビレる演出だなぁ」


「感心しとる場合かぁぁ……！」


　ぼくは事態の深刻さに気づいて、頭を抱かかえた。


　オイオイオイ……ユキのパラメーターぜんぶ一になるって……。


　ってことは。このパーティ、今現在、戦せん闘とう力ある人間一人もいないってことか!?


　今までは、こういう時、後方でちゃかぽこやって、なんとかお茶を濁にごしてきたのに……一体どうすんだよ、今回!?


（だ、だいじょうぶだよ、やっくん）


　そんな不安になるぼくの肩かたに、くらっ、と寄りかかりながら、ユキ。


（どうも、内容はそんなに大きく改造はされてないみたいだし……わたし、がんばって、横で、ナビゲーターするから。エンカウントの調節、宝箱の位置、隠かくし通路の存在、わたし、ぜんぶ、わかるし）


　と、痛々しい笑え顔がおで、ユキ。


（四人でまた四天王やる為にも……一いつ緒しよにがんばってヴォルクエ解こうよ）


　その笑顔でさらにユキはいう。


（クッソ……わかった……）


　ぼくも腹をくくった。


　ぼくはもう、婚こん約やく者役を、引き受けてしまったんだ。


　引き受けた以上……魔王城に生せい還かんするまで、ちゃんと、婚約者らしく振ふる舞まわなければイカンよな。エルフォレカに見せ付ける為にも。


「おい、ユキ」


　というわけでぼくは……


「じゃあ、乗れ」


　超ちよう恥はずかしいが──ユキの前に跪ひざまずき、そのまま、ユキを、強ごう引いんに背中でおぶる。


「わ、や、やっくん？」


　背中の上で、思わず、ビックリしたようにぼくにしがみつくユキ。


「今日だけ特別サービス。出口までおぶってやる」


　いくら口で強がっても、到とう底てい歩ける状態じゃないしな、今のユキ。


　氷の塊かたまりのように冷たいユキの体に、体温を奪うばわれ、ガタガタ震えながらだが、ぼくはそう告げた。


「や、やっくん……。うん……ありがと！」


　背中で、嬉うれしそうに、ユキ。


「んじゃ、行こう。ったく……結局またヴォルクエやってんだもんな、ぼくも……」


　ぼくはボヤきながらも、背中にユキを感じながら、ニーナの洞窟を全速力で走り始めた。





　　　　※




「あ、そこに、Ⅰで主人公が書いた落書きがあるでしょ？　それ調べると、洞窟中の隠し通路がぜんぶ開くの！　ファン垂涎の演出でしょ？」


「あ、そこの隙すき間まに、Ⅰのライバルのハンスが落としたレイピアが落ちてるよ！　それ序じよ盤ばんの主力武器だから必ず拾ってね！　ファン垂涎の演出でしょ？」


「このＢＧＭ聞き覚えない？　これ、やっくん達も入った、Ⅰの洞窟のＢＧＭをここだけアレンジして流してるの！　ファン垂涎の演出でしょ？」


　風を切ってスタコラ走るぼくの頭上から聞こえるのは、背中にいるアドバイザー・ユキの、なんかちょっと鬱うつ陶とうしい設定話。


　なぁ、ヴォルクエ……ファン垂涎の演出多すぎない!?　こんだけやると逆にうんざりしてくるんですけど!?


　……などと、婚約者のユキに言い出せず、ぼくはユキの指示どおり、ひたすらニーナの洞窟を走る。


（しかも実際走ってみると……コイツのやわらかい胸、すんごい当たってくるし……！）


　ぼくはやや赤面しながら、煩ぼん悩のうを振ふり払はらおうと首を左右に振る。さすが四天王一の巨きよ乳にゆうの持ち主だけあって、背中ごしでもぼくを相当悩なやませるわ。


「あ、すごい、やっくん！　そうだよ！　今のところ、そうやってやや前かがみになって、目をつぶって、首左右に振れば隠し通路が開くようになってるの！　何でわかったの!?」


「……………………」


　それが功を奏したのか、なんなのか、とにかく裏通路、裏宝箱、裏を使い倒たおしたルートで、ぼくらはぐんぐんとニーナの洞窟を進み……


　エンカウント０。


　入手アイテム46。


　所要時間52：44：10という、（ユキ曰いわく）空前の好タイムで、いよいよ、洞窟最深部に突とつ入にゆうしていた──





　　　　※




「ゼェ、ゼェ、ゼェ、ゼェ……！」


　洞窟最深部。


　そこは──地方の小学校の運動場ぐらいはある、だだっぴろい、氷の空洞。


「ここまで来れば、もうだいじょうぶだよ」


　そこでユキは呟く。


「この洞窟に、ボスは出ないの。あの中央の──」


　ユキは前方を指差し、


「ニーナのお墓でお祈いのりすれば、ダンジョンクリア。レアアイテムの、トゥルーラブの紋もん章しようが手に入るよ」


　最後に、そうアドバイス。


　ユキの指差したほうを見ると、なるほど、そこにはこんなにだだっぴろい空間にぽつんとたてられた、木の十じゆう字じ架かが存在している。


「よし……んじゃ……ニーナってどんなヤツかも知らんが……とりあえずさっさと祈って、こんなダンジョン、脱だつ出しゆつだ」


　もうあと少しなので、ぼくはユキを降ろし、手をひく格好で、その十字架の前に到とう着ちやく。


「えーと……。ニーナさん。この度たびはどうもご愁しゆう傷しよう様さまでした。向こうで今度こそ、二ふた股またなんかかけないまっとうな彼氏を見つけてください……ナンマイダブツナンマイダブツ……」


　ぼくはシュラシュラと手をこすりあわせながら、適当にお参り。


「…………」


「…………」


　しかし──


　数十秒たっても、何の変化もない。


「……あれ？」


　ぼくは隣となりのユキに尋たずねる。


「オイ。どうなってるんだ？　何の変化もない……どころか」


　……ンゴゴゴゴゴゴ……。


　恐おそらく幻げん聴ちようだが……幻聴であって欲しいが……。


　どこか遠くのほうから、ただごとではない、不気味な地じ響ひびきのようなモノが鳴り響いてきた。


　オイオイ……何……この不ふ吉きつな演出!?


「そ、そんな……！」


　そこでユキは、愕がく然ぜんとした表情でいった。


「この演出──もしかしてコレ──没ぼつシナリオのデータを復元したの!?」


「没シナリオ!?」


　お前……魔ま族ぞくのクセに、とんでもなくオタッキーな単語口にするなぁ……。


「ま、まずいよやっくん……！」


　ゴゴゴゴゴ……！　ビリビリビリビリ……！


　徐じよ々じよに大きくなる地響きの中、ユキは、ますます青ざめた顔でそう告げた。


「没シナリオでは、上級者向けに、この洞どう窟くつに隠しボス追加してたの。一時間以内に最深部まで行った場合のみ登場する、ニーナの怨念の大きさを最大に利用した、ゲーム内最強の敵……その名も……エビル・ニーナ！」


　ユキが叫さけぶと同時に、ズゴゴゴゴ……メキャッ！


　ぼくらの前にあった墓を吹ふき飛ばし、そこから、高さ三○メートル以上はありそうな、巨きよ大だいな岩製のゴーレムのような魔族が登場！


「オ、オィィ……！　これのどこの辺がニーナなんだよ!?」


「設定魔力は三○万七○○○……！　ゲームバランスおかしくなるから、製品版では没にしたんだけど……こうなった以上、これに勝てないと、この洞窟はクリアにならないよ!?」


　ユキはいうが、


（こ、こんなヤツ……勝てるか！）


　ぼくは絶望的な気分になった。


　スライムと戦ったって負けかねない魔力七のぼくが、何をどうやってコイツを倒すんだ!?


「ご、ごめんね、やっくん…………」


　そんな中、ぼくの隣にふらふらと座り込みながら、愕然とした表情になるユキ。


「いくらやっくんでも、わたし庇かばいながらじゃマトモに戦えないもんね……。わたしの彼氏役なんて引き受けたせいで、こんなことになって……。わたし……やっくんに迷めい惑わくかけてばっかりだったね……」


「ば、ばか……何らしくないこといってんだ」


　ぼくは、そこで再度ユキを背負いなおしながら、背後──ぼくとユキが入ってきた入り口の方へ視線を向けた。


　入り口まで、距きよ離りにして、約四、五○メートル。


　ユキ背負って走っても、二、三○秒あれば到とう達たつできるな……！


「行くぞ！」


　エビル・ニーナの攻こう撃げきが始まったのか、ドォン！　爆ばく炎えんがあがる中、ぼくはユキを両手で守るように回収して背負い、エビル・ニーナに背中を向けて全力疾しつ走そうを開始する。


　どうせ攻撃見てたって避よけられるワケでもない。向こうが攻撃を勝手に外す可能性にすべてを賭かけて……ここは一直線に全力逃とう走そうだ。


「ゼェ、ゼェ、お前、四人で四天王やれる状じよう況きように憧あこがれてたんだろーが!?」


　ドォン！　ドォン！　昔の戦隊モノのように、次々爆炎が立ち上る中、出口へ向かって駆かけるぼく。


「この試練失格しても、死ななきゃ、そんな野望なんとかなる。こんなもんさっさと逃にげ出して、四人でまた、円えん卓たくでグダグダやるぞ！」


「や、やっくん……！」


「大だい丈じよう夫ぶだ、ゼェ、ゼェ、婚こん約やく者信じろ、ゼェ、ゼェ、こういう時……基本的に主人公は死なないようになってんだから……！」


　ふらふらになりながら走るぼく。


「やっくん……。わかった！」


　そういうとユキは、最後の力を振り絞しぼるようにして、ヴンッ！　ぼくの背の上で、背後に氷のシールドを展開！


「これなら、二、三発はエビル・ニーナの攻撃防げるハズだよ！　だからお願い、やっくん。わたしを、出口までつれてって！」


「おっしゃ……！」


　そこでぼくはさらに最加速。


　向こうも照準が定まってきたのか、


　ドンッ！　ドンッ！


　背後でユキのシールドに着ちやく弾だんしている音が聞こえてくる。


「やっくん、あと一発でシールドがなくなるよ！」


「大丈夫だ……こっちも、あともう、一○メートル程度……！」


　いよいよ、出口が見えてきた。


　一○、九、八、七メートル……迫せまり来る出入り口。


　ドンッ！　その瞬しゆん間かん、さらに着弾音！


「シールドがなくなった！」


「問題ない！　間に合った！　ギリギリ──到着だ！」


　ぼくは歓かん喜きのままに、ダァッ！　その出入り口……ちょうどぼくとユキが通るので精せい一いつ杯ぱいの穴へ身を投げる。


「よ、よし……なんとか、最大の危機は──」


　免まぬかれた。


　大空くう洞どうから繫つながる部屋へ逃げ延び、息も絶え絶えでその場に座り込む、ぼくとユキ。


　ドゴォッ！


　しかし、そんな安あん堵どをあっけなく破は壊かいするような倒とう壊かい音が聞こえてきたのは……その瞬間だった。





　　　　※




　声もなく、背後を振ふり返るぼくとユキ。


　そこには……出口の大きさなんざ関係なく、大空洞と小部屋を繫ぐ壁かべ、すべてを破壊し、ぼくらに楽々追いついてきた、エビル・ニーナの姿。


　その姿に……さすがにぼくとユキは、心がへし折られた。


「そりゃ……そうか……」


「考えたら……ボスから逃げられないのは、ゲームの基本だもんね……」


　ぼくは、もう、力尽つき、立ち尽くすのみ。


　そんなぼくらに向けて、ゴウッ……エビル・ニーナは拳こぶしを振り上げる。


「す、すまん、ユキ……婚約者なのに、お前守れなかった……」


　約束を守れそうにない現実に、愕然となりながら、ぼく。


「う、ううん。わたしのほうこそ……。せめてあと少し力があれば、こんなコ、簡単に倒せるんだけど……」


　悔くやしそうに、ユキ。


　くそ……!?


　今回は、けっこうマジなのに。


　本気でユキ助けたいのに。


　ぼくの命運は……ここで尽きるのか!?


「山田！」


「ユキ！」


　が。


　さすがヴォルフォレカ・クエストⅢ。


　第一部完結編で、先日バカ売れしただけのことはある。


　まさかの神展開、これこそ、ファン垂すい涎ぜんの演出が巻き起こったのは……その時だった。





　バリバリ……と空間に、切り裂さかれたような亀き裂れつが走ると、
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　ドォン！


　そこから、エビル・ニーナの顔面に、その顔面より巨きよ大だいな火球が飛来、激げき突とつ。


「でぇぇぇい！」


　さらに裂け目から、やけに露ろ出しゆつ度どの高い、ビキニアーマーのようなものを纏まとった金きん髪ぱつの女戦士が現れ、手にした稲いな妻ずまの大たい剣けん──をつかわず、ただの飛び蹴げりをエビル・ニーナの顔面にブチかまし……


　ズゥゥゥゥン……！　巨人を見事に、後ろに転てん倒とうさせた。


　そこにいたのは、


「ゼェ、ゼェ、ゼェ、モンスターに６６５３２１のダメージ！　み、見たか、私の剣技！」


「いったろう？　火の魔ま法ほうなら、オレに任せろと」


　赤いビキニアーマーの女戦士と、緑のローブを身に纏った魔法使い。


　魔王軍最高戦力四天王〝雷かみなり〟のアーディンブルグと、〝焰ほのお〟のイグナレス。


「お……おおぉっ!?」


「あっちゃん！　いっくん！」


　ぼくとユキは、思わず歓かん声せいをあげた。


「ウソ!?　お、お前ら……きてくれたのか!?」


　こ、こいつらに、こんな格好いい仕事ができるとは!?


「ゼェ、ゼェ、あ、あんたら一体……何やってんのよ!?」


　そんな中、女戦士アディは、相当疲つかれた様子で文句をいった。


「ちょっとお見合い断りに行くっていったまま、全然帰ってこないし……！　しかもユキのデカイ魔力、いきなり魔界から消えるし……いくらなんでも、心配するでしょーが!?」


　稲妻の剣をひっこめながら、説教するように、アディ。


　へぇ……ぼくは、少しビックリする。ユキだけじゃなく、コイツも、けっこう、いざという時は他ほかのメンツのこと心配するんだな……？　それだけ、不ふ遇ぐうの三人時代を乗り切った絆きずなは固いってことか……。


「じ、事情は後で説明するが……とにかく助かった」


　そんな中、ぼくはいう。


「それより、お前らなら、アイツに勝てるか？」


　ぼくは一番肝かん心じんなことを二人に聞いた。


　が。


「はあ？」


　その質問に、アディとイグナレスは呆あきれたように顔を見合わせた。


「私らが……どうやったらあんな雑ざ魚こに負けるのよ？」


「見たところ魔力は三○万程度か……二ターンかけろといわれても逆に難しいぞ？」


　そういうとアディとイグナレスは、本当に、散歩にでも行くような足取りでエビル・ニーナに近づくと、そこから二人で宣言どおり、ゴッ！　バキ！　どごぉぉん！　エビル・ニーナをボッコボコにしている。


　お前ら……隠かくしボス相手に容よう赦しやないなー。


「ね？　いざという時、こんなにお世話になってるんだもん。あっちゃんといっくんには、わたしはわたしのやり方で、恩返ししないと」


　と。そのアディ達を見ながら、ユキ。


「わかるけど……」


　なんとなく、納なつ得とくいかない。


　だってそれくらい頼たよりになるなら……普ふ段だんから少しはそれ発揮してくれよ!?


「そろそろ終わるわよー」


　と、アディの声。


　見ると、エビル・ニーナは、ぴくぴく痙けい攣れんしながら、横たわっていた。


「トドメぐらい、あんたらも加わったら？」


「そ、そうだな……」


　というわけで──


　ぼくとユキも加えその後、ぼくら四人は同時にエビル・ニーナを攻こう撃げき！


　アーディンブルグの攻撃！　エビル・ニーナに４４５６７８のダメージ！


　イグナレスの攻撃！　エビル・ニーナに２４５６７８のダメージ！


　ヴォルフォレカの攻撃！　エビル・ニーナに１のダメージ！


　山田の攻撃！　エビル・ニーナに０のダメージ！


　エビル・ニーナを倒した！


　……という感じだろうか。


　その瞬間、ピァァァァァァァ！　エビル・ニーナ発光。


　ぼくらの周りの景色が……徐じよ々じよに、ヴォルクエの外……ユキの実家へと戻もどっていく。


　こうして、ぼくとユキの、まさかの強制里帰りイベントは、思いがけないほど神こう々ごうしく、幕を閉じるのだった──。





　　　　※








　拝はい啓けい　ヴォルフォレカ様　山田様





　極ごつ寒かんの候ではございますが、皆みな様さまにおかれましては益ます々ますご清栄のこととお慶よろこび申し上げます。


　さて、先日は、わざわざのご帰郷、ご苦労様でした。


　お姉様と貴方あなたのエルフォレカ・クエストを観察した結果──


　とりあえず、今回はお見合いの件、白紙に戻すことにいたしました。


　お姉様に、私の息がかかった見合い相手と結けつ婚こんしてもらって、その結婚相手からも氷人族の王になるよう、圧力をかけさせてお姉様を王に……思ったのですが、約束は約束。


　どう見てもお付き合いしているとは思えない珍ちん道中まみれのクリアでしたが……貴方の勇気に免めんじて今回は引き下がります。





　とはいえ、絶対的な魔力といい、人をなんだかんだひきつける魅み力りよくといい、予想外の政策を打ち出す創造性といい……氷人族の王の座は、絶対、お姉様にこそふさわしい。


　次回は本気で引き抜ぬくつもりなのであしからず。ごきげんよう。




氷人族国王代理　エルフォレカ














　数日後──永久凍とう土どから、ぼくら宛あてに、こんな手紙が届いた。


「なんだ……やっぱりぼくらの小芝しば居いバレてたのか……！」


　円えん卓たくの間に向かう途と中ちゆう、その手紙を見ながら、ぼくとユキはバツが悪そうに顔を見合わせていた。





　あの日、ユキの実家に戻ったものの。エルフォレカは、もう業務に戻らなければならないとかで、結果を後ほど郵送で伝える、という短い言葉だけをぼくらに送り、そのままわりとそっけなくぼくらの前から去っていった。


　一応引き下がってくれたけど、だいぶ悔しかったんだろうな……！アイツ、相当姉ちゃんが王になること渇かつ望ぼうしてたし……！


「でも、とりあえずよかった……！　ありがとう、やっくん。これでしばらくまた、四人の四天王続けられそうだよ」


　ぼくの隣となりで、心底ホッとしたようにユキはいう。


「そうだな……。というわけで、行く前に交かわした例の約束、果たせよ？」


　ぼくは容赦なく念をおしたが、


「うん、わかってる。じゃあ約束どおり、とりあえずドラ○エのレベルあげやるね？」


　笑え顔がおで、ユキ。


「いや……人類抹まつ殺さつ計画からやれよ!?」


　まぁ、どうせこんなこったろうと思ったけどな……！


　けど今回は、ぼく、肝心な時にあんまり役にたってないし、そんな強くいえない、クソ……。


「でも……今回、ほんとにありがとうね、やっくん」


　と、そこでユキは立ち止まり、なんかいつもより温かい笑顔で、改めて礼をいってきた。


「え？」


「わたし、男の人におんぶされたり、守られたりしたの、ほとんど生まれてはじめてだったし……〝さっさと逃にげ出して、四人でまた、円卓でグダグダやるぞ！〟っていってもらえて、すっごい嬉うれしかった。大変な里帰りだったけど。あんな嬉しい思いできるなら、わたし、いつかフリじゃなく、本当にやっくんと──」


　珍めずらしく照れたような表情で、何かをいおうとするユキ。


　？　本当に、ぼくと、なんだ？


　意味がわからず首を傾かしげた、その時だった。


「ゴホンッ、オホンッ……」


　後方から、妙みようにわざとらしい咳せき払ばらいが聞こえてきた。見るとそこに──アディが、なんかすまし顔で突つっ立っている。


「あ、ごめーん。何か埃ほこりが舞まっててさー。んー、あ、そうだ。ユキ。たまには早くいって円卓の間の掃そう除じでもしましょっか!?」


　唐とう突とつに、アディ。


「え!?　あ、いや、でも、わたし、まだやっくんに話が……」


「そんなのいいからいいから。さ、いくわよ、ユキ!?」


「え!?　そ、そんな……ああもう…………あっちゃん、待ってよー!?」


　結局、半泣きでアディに拉ら致ちされていくユキ。


　な、なんだったんだ、一体…………!?


「おい、待てよ……ていうか、掃除より先に、人類抹殺計画だろ!?」


　わけがわからないまま、二人を追い、円卓の間に向かうぼく。


　そんなことを繰くり返しているうちに、ぼくが魔ま界かいに来てから、いよいよ、四ヶ月が過ぎようとしていた……。




　第五話　新入りと四天王







「あ。お兄にい」





　正直にいおう。


　その日、その夜。


　いつも通り、散々空回りし疲つかれ果てていたぼくは、自室に戻るなり、自分の部屋に置かれていたもうひとつの布団に、煎せん餅べい咥くわえながらノーパソをいじっている少女の姿を見つけた時……


　泣きそうになった。


　……絶望で。


「おかえりー。早かったね」


　手にしていた煎餅をパリッとかじりながら、別にこっちに振ふり向くこともなく挨あい拶さつしているのは……


　髪かみの前のほうだけストライプ状に赤く染めた、短い黒髪の、小こ柄がらで、攻撃的な目つきの少女。


　聞いたこともないようなＢ級アイドルグループの、二軍の、レギュラーにすらなれないようなポジションでしかし一応〝アイドル〟を名乗っている女……


　つまり……実の妹……山やま田だ雫しずく。


「おかえり──じゃねぇ！」


　ぼくは猛もうダッシュで雫に向かって突っ込み、うんざりしながら後頭部を一発思い切りどついた。


「あ痛ぁっ!?　な、何すんのよ!?」


「お、お、お、おのれは……こんなところで何をしとるんじゃああ!?」


　ぼくは全力でつっこんだ。なんか、もう、ここ最近のいろんな鬱うつ憤ぷんも交えてつっこんだ。


　どんだけデタラメだったら気が済むんだよ、お前は!?


　四天王の部屋でくつろぐ勇ゆう者しやがどこにいる!?


「お前……アディ達に復ふく讐しゆうする為ため、レベル上げしてるんじゃなかったのかよ!?」


「や……やってたわよう！」


　憤ふん慨がいする雫。


「でも、しょうがないでしょ!?　今、向こうでサーバー調整中とかで、ネット繫つながらないから何もできないし……！」


　雫はいうと、ぱかっ。ぼくに向かって、例の、自分の活かつ躍やくを配信する為のノーパソを開き、そこの画面をぼくに見せる。そこには、なるほど、確かに、


【このコンピューターはネットワークに接続されていません】


　などの表示が出ていた。


「それに、ちょっと最近、なんかわたし、〝勇者〟であることに疲つかれちゃっててさぁ……」


　ふう。嘆たん息そくしながら、辛しん気き臭くさいことをいいだす雫。


「つ、疲れた？」


「そうよ。勇者って思ったより大変だし……。


　ねえ。だからお願い！　今晩だけ！　今晩だけ、お兄、ちょっと愚ぐ痴ち聞いてくんない？」


　いきなり、無茶なことをいいだす雫。


「えぇぇぇ…………？」


　なんで、四天王が、勇者の愚痴聞かなならんの？


「お願い。将来、情熱大○とかプロフェッ○ョナル出た時、お世話になったエピソードとして、この時のことちゃんとみんなに話すから！」


「い、いらんわっ……！」


　いらんけど。……はあ。


「……わかったよ」


　このまま渋しぶってても、どんどんヘンな報ほう酬しゆう確約されてくだけだし、結局コイツが折れるとも思えんしな……。


　ぼくは渋々了りよう承しようする。


「ほんと！　さすがお兄ちゃん！　じゃ、わたし、お茶いれるね！」


　いうと雫は素す晴ばらしい速度で、前回とうってかわって自分で茶を沸わかし始める（魔法で）。


　はあ……。


　何で魔界で妹の愚痴きかにゃならんのだろ……。しかも勇者の。


　こうして、ぼくの魔界の夜は、今日も不毛に更ふけていく……





　　　　※




　雫の愚痴は、実に、愚痴らしい愚痴だった。


「だってさぁ、わたし、勇者なのに、倒たおしたモンスターとか、その辺の家のタンスから、お金とっちゃいけないんだよ？　魔界の法律と、ネット炎えん上じようの恐おそれがあるから」


　嘆息交じりに雫。


「な、なるほど」


「だから、宿賃稼かせぐために、魔族の町で、エクスガリバーとかいう魔族の為の武器屋でバイトとかしなきゃいけないし……」


「バイトしてんの!?　お前!?　勇者なのに!?」


　ぼくは絶句した。


「ありえないっしょ？」


　苦く笑しようと共に雫。


「週六日、一日九時間拘こう束そく、時給六五○Ｍ。昨日も遅おそ番ばんで朝まで魔族と一いつ緒しよにバイトだったし、もうクタクタ」


　雫、いう。えぇぇぇ……？


「しかも、いっとくけど、レベル上げしなきゃいけないから。その後修しゆ行ぎよう開始よ？」


　雫はうんざりしたようにいい、


「こっちも、ゲームみたいに、その辺歩いてる魔族小こ突づきまわしたり、突とつ然ぜん襲おそい掛かかったりは出来ないから。魔族のスポーツジムに金払はらって入会して、地道に筋トレしなきゃいけない始末だし……」


「ジム!?　勇者が!?」


　勇者の現実に絶句しっぱなしだ。


「そうよ……スライムとゴブリンの間に挟はさまれて、バーベルとかあげてんのよ？　笑うっきゃないっしょ……？」


　いいながら雫は、なにやら財さい布ふからカードのようなものを取り出し、ぼくに見せてくる。そこには『ティップデス』と書かれており……どうやらこれがそのジムの会員証らしい。


「ええぇぇぇぇ……？」


　バイト行ってスポーツジムで修行する勇者って……どこが勇者なんだ……!?　ただの時間もてあましてるフリーターじゃん……!?


「しかも、必然、毎日同じ映像の繰り返しになるから、わたしの冒ぼう険けん中ちゆう継けいもまーた荒あれてきてさぁ……」


　まだ愚痴はあるらしい。雫はいいながら、再度ノーパソを開き、保存しておいたのか、最近の雫動画についたコメントを見せてくれる。


　そこにあったのは、





　・何この動画？　レベル上げの時間長すぎ


　・構成編集しろよｕｐ主


　・テラアルバイターｗ


　・だんだんマンネリ化してきたな　つまんね


　・お前よりは面おも白しろい


　・オマエモなー


　・だまれ厨ちゆう房ぼうども


　・今週ヒマなやついる？


　・ネスさんネスさんネスさんネスさんネスさんネスさんネスさん……





　……なるほど。見事なまでに荒れつつあるコメント群。


「やっぱ勇者って大変なんだねー」


　お茶をすすりながら、辛気臭く雫はこぼす。


　う、うーん、まぁ、コイツがやってること、いわゆる〝勇者〟ではない気もするが。


「まぁ、でも、気持ちわかるわー……」


　魔界で、思わぬ現実に苦労してるという意味ではぼくも同じなので、思わず同調した。


「四天王こつちももさ……四天王のクセに、ぜんっっぜん人類抹まつ殺さつ計画しないし……!!」


　かなり実感をこめて、ぼく。


「ぼく、そろそろ、魔ま界かい来て四ヶ月なのに……まだ一秒も人類抹殺計画やってないんだぞ!?　貴重な花の十代まっさかりだってのに……まじ脱だつ走そうしたいわ………魔界……」


　天てん井じようを遠い目で見つめながら、ぼんやり呟つぶやくぼく。


　その呟きは、この四ヶ月の苦労からにじみでた、魂たましいの呟きだった。


　その気持ちに噓うそも偽いつわりもない。


　正しよう真しん正しよう銘めい、ぼくの本音。


　だが……


　だからこそ、である。


　ぼくは今、自分が何のスイッチを押したのか、まだ気づいていなかった。


　ぼくが、事態が変わったことに気づいたのは、それから四秒後。


「お、お兄にい──今……なんて？」


　ぼくの他愛のない言葉に、雫が、まるで、新大陸を発見した船乗りのように、衝しよう撃げきを受けた表情を浮うかべて、


「わ、わたし…………いいこと思いついたかもしれない！」


　聞くものを不ふ吉きつな予感でいっぱいにさせるような一言を呟いた──


　そこでようやく、ぼくは、事態が妙みような方向に曲がりだしたことに気づいた。





　　　　※




「ね、ねぇ。お兄。さっきなんていった？」


　雫は、もう一度、興奮気味にいってきた。


「な、何が？」


　なんとなくたじろぎながらぼく。


「だ、だからぁ！　貴重な花の十代まっさかりだってのに……の後」


「…………。〝まじ脱走したい〟？」


　恐おそる恐おそる、答えるぼく。


「そう……それ！　それだったんだよ！」


　雫はますます興奮するようにぼくの答えを肯こう定ていし、そして次に、こんなことをいいだす。


「脱走……お兄……魔王城、脱走すればよかったんだよ！」


　満面の笑えみで、雫はいうのだった。


「は……はぁ？」


　ぼくは意味がまったくわからず、困こん惑わく。


「い、いや。何いってんだ、お前？」


　ぼくは呆あきれた。


「それが出来ないから日々こうして……」


「で・き・る。できるよ、お兄」


　しかし雫はいう。


「だって……ただお兄が逃にげるだけじゃないもん」


　と、雫。


「ん？」


「その抜ぬけた穴にね。わたしが入るの」


　と、雫。


「つまりお兄が抜けた穴利用して……わたしが勇者、兼けん、四天王、〝美〟の雫になるの。


　四天王として、『人類抹殺計画』最終段階まで進めて、魔王起こすお兄の役割と。


　その後、勇者として、魔王倒たおすわたしの役割。


　どっちもわたしがやっちゃうのよ！」


　Ｖサインしながらいう、雫。


「は……はあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」


　な……何いってんだコイツ!?


「ど……どういうこと？」


　意味がわからず聞く、ぼく。


　すると雫は腕うで組ぐみしながら難しげな顔で、


「だってね。わたし、これから勇者やっていくのに……宿無し、ジム通い、そんな生活じゃいつまでたっても目的達成できないと思わない？」


　そう、打ち明けてくる。


「ま……まぁ、そうかもしれんけど……それで、何がどうなって、さっきの結論に達するんだよ？」


「達するじゃん。だって……四天王には、もれなく、この部屋ついてくるんでしょ？」


　部屋を見み渡わたしながら、雫。


「しかも、給料支給。ジムにも通えるし……何より、日々の生活で、あのムカつく四天王どもの弱点とかも探さぐれるじゃん！　つまり勇者として成長するにはもってこいの環かん境きようってわけ。四天王って役職は」


　雫はグッと拳こぶしを握にぎりながらいう。


「わたしが魔界で勝てないの、たぶんあの三体だけだからね……！　魔王を倒たおすには、どのみちアイツら超こえなきゃいけないわけだし。それに、四天王、けっこうフレックスな出勤スタイルなんでしょ？」


　雫はいう。


「ま、まぁ……全体的に、やる気あるヤツは一人もいないけど……」


「だったらますますいうことなしじゃん。わたし、どーせ、バイトで一日九時間も拘束されてるんだし。それだったら、こっちで四天王のフリしながら勇者としての腕磨みがいてたほうが、百万倍有意義だと思わない？」


　まっすぐこちらを見み据すえ、自信満々にいう雫。


　ま……まぁ、確かに、いってることは、一理あるけど………………。


「で、でも……有意義・不毛どうこうの前に。そんなもん。システム的に、無理じゃないのか」


　ぼくはこの計画の根本的な欠けつ陥かんをついた。


「ぼくだって……これでも一応、スズメっていう後うしろ盾だてがいろいろ手続きしてくれたから、なんとか四天王になれたんだぞ？」


　ぼくはここにきた経けい緯いを説明。


「相変わらずスズメはいつ来るかさっぱりわからんし……。この状態でどうやって四天王にもぐりこむつもりだよ」


「？　お兄がいるじゃん」


　しかし雫は、こともなげに、いう。


「え？」


「だって……スズメっちがいろいろやったっていったって……要は書類偽ぎ造ぞうして、お兄を、新しい四天王として魔王城に入れたぐらいでしょ？」


　人差し指をたてながら、指し摘てきする雫。


「ま、まぁ……確かにそうだろうけど……」


「だったら問題ないじゃん。今のお兄なら、同じことできるでしょう？」


　と、雫。


「だってお兄は今、魔王軍で二、三番目に偉えらいんだし……まぁいきなりは無理でも。少なくとも、お兄の腹心……ううん、四天王補ほ佐さぐらいには、わたしネジこめるよね？」


　ぐいぐい迫せまりながら雫。


「う……!?」


「だったら、もう、勝ったも同然。しばらくして、ほどよくわたしが馴な染じんだところでお兄退任すればそれでＯＫよ。


　後あと釜がまがいるんだし。その時お兄やめるっていっても、無理に引き止めたりもしないでしょ？　人魔界、どっちも。スズメっちだって、わかってくれるよ、きっと」


　そこまでいって、雫は、ぼくの両手をとり、懇こん願がんするようにいってくるのだった。


「ね、お願い。わたしの衣食住、ひいては世界平和の為ために……お兄、わたしが四天王になるの協力して！」


　本気で頼たのんでくる雫。


　な……何ぃぃぃぃぃ……!?


　ぼくは、まさかの展開に困惑した。


　ま、まぁ、確かにコイツのいってることは、一応辻つじ褄つまはあってる。


　協力すれば、まさにコイツのいう通り、ぼくは苦労から解放されて、雫も勇者として安定した生活を送れる。そんなオールハッピーな結末を迎むかえるのかもしれない。


（け、けど……そんなのアリか？）


　え？　この案にのったらぼく……


　もう、四天王、やらなくていいの？


（……………………）


　考えてみる。


　その報ほう酬しゆうは……魔界に来て四ヶ月。ずっとほしかったものだ。


　だが。


　そのチケットが差し出されても。ぼくは、何な故ぜか、それに即そく座ざに飛びつくことが出来なかった。話が急すぎるのか……実感がわかないのか……。


（……………………）


　逡しゆん巡じゆんしていると。


「……もしかしてお兄。ほんとは人間界帰りたくなかったりするの？」


　雫は、ちょっと、反省するような表情で、ぼくに聞いてきた。


「え？」


「いや、もしかして。案外四天王ライフマンキツしてて。人間界帰りたくないのかと……。ほら……人間界いた時、お兄、いろいろあったじゃん？　前の学校とか」


　と、雫。


「この前チラッと魔王城来た時。お兄……聞いてたより、なんか四天王とうまくいってる感じだったし。もしかして、わたしが先走りすぎてただけで。もう、人間界より、魔ま界かいのほうが居い心地ごこちよくなってたりするんじゃ……って」


　不安そうに聞く、雫。


「そ、そ、そ……そんなわけないだろ!?」


　ぼくは慌あわてて訂てい正せいした。


「ぼくは四天王じゃない。ただの人間、山田だぞ？　あんな化け物どもと一いつ緒しよにいて……居心地いいわけもないし……」


　一いつ瞬しゆん、脳のう裏りに今までの四ヶ月──アディとデートしたり。イグナレスと風ふ呂ろ覗のぞいたり。ユキと一緒に実家帰ったり──した時の映像が妙にセンチメンタルに浮うかんだが。ぼくは頭を振ふり、


「だからつまり……一番の目標は、もちろん、ここから脱だつ出しゆつすることだし……」


　歯切れ悪くだが、そう、宣言する。


「よかった……だったら決まりね！」


　雫は、ホッと笑顔に戻もどっていった。


「それだったらわたしが四天王になる件。協力してくれるよね？」


　天てん真しん爛らん漫まんな笑みで雫。


「明日あしたからわたし、お兄にいの腹心として、円えん卓たくに出入りさせてくれるでしょ？」


　さらに念を押してくる雫。


「う……いや……」


「だーいじょうぶ。うまくやって、お兄、絶対日本に帰すって約束するから！　わたしが四天王やってる間は、お兄、近くに安宿でも借りてのんびりしてればいいわ。宿代ならわたしが四天王の給料から出してあげるし。気づいた頃ころには、魔王もやっつけて、わたしとお兄、一緒に日本帰れるわよ」


「……………………」


「お願い。絶対そのほうがお互たがいの為だもん。お願い、お願いお兄。ね？　ね？」


　ぼくはやはり即そく答とうはできなかったが……


「わ……わかったよ……」


　最終的に、首を縦に振るのだった。


　まぁ、どのみち、明確な反論理由もないし……コイツのいってることのほうが筋が通ってる以上、仕方ないよな……。


　先にここから脱走したいっていっちゃったのぼくだしな……。


「でも……手続きとかはともかく。四天王アイツらの反応まではぼく、フォローできないぞ？」


　ぼくはそこは念押し。


「お前、ただでさえこの前Ｆ○のデータ消して恨うらみ買ってるし……お前知らないだろうけど。アイツら、超ちようややこしいヤツらなんだからな」


　ぼくは説明。


「人のいうことは聞かない。こっちがしてほしいことの逆をする。無意味なモンにばっかり反応する。到とう底ていお前を受け入れてくれるとは……」


　ぼくはいいながら、自分ではたと気づく。


（そうか……それもそうだ）


　忘れてたが。雫がどうこうより、四天王アイツらが、雫を受け入れない可能性もあった。


　雫は、ただでさえこの前の粗そ相そうがあるし。


　なにより、四ヶ月の付き合いから、かろうじて、ぼくはアイツらとなんとかうまくやっているが……


　それだって、ぼくの血のにじむようなコミュニケーション努力のたまもの。


　ぼく以外の……昨日今日来たばっかりの、ポッと出の女子中学生なんかが、いきなり仲間に入りたいっていったって、そんなすぐになれるとは思えない。


（だいたい……雫コイツだって、四天王になれたとして。ほんとに長続きするのか……？）


　ぼくはそっちの可能性も気になってきた。


　勇者生活に早くもへこたれてるのがいい証しよう拠こ。


（コイツのことだ。どーせこっちもすぐ投げ出すかもしれない……！）


　案外、この計画。早々に暗あん礁しように乗り上げるんじゃないか……？


　なんかぼくは、そんな予感をぷんぷん感じ取る。


　が、雫は笑え顔がおでいうのだった。


「だーいじょうぶ。わたしが、何年、魑ち魅み魍もう魎りようが跋ばつ扈こする芸能界でやってきてると思ってんの？　二年よ、二年」


　雫は笑顔で大したことのないバックボーンを自じ慢まんし、


「厄やつ介かいなプロデューサーやマネージャー、ファンとも相当やりあってるし。めんどくさいヤツに取りいるのは得意中の得意よ」


　雫はいう。どうだかな……。


「それにわたしには、必殺の考えもあるしね」


　さらに自慢げに雫はいう。


「必殺の考え……？」


「うん。あ、そだ。それの準備するから……お兄、四天王アイツらの人となり教えてくんない？　身長・体重・スリーサイズ・性格・趣しゆ味み、なんでも！　明日の朝まで時間ないけど。やれる範はん囲いのことはしたいからさ」


　笑顔で雫。


「好きにしろ……」


　妙みようなトコでコイツ、やる気あるな……


　というわけで、ぼくはいろいろな不安を感じつつ、渋しぶ々しぶ、その夜は雫の事前準備につきあったのだった。





　　　　※




　というわけで、翌日──


「四天王補佐!?」


　計画通り、ぼくは〝四天王補佐〟という役職を強ごう引いんにひとつ設け、雫を任命。そのままアディ達に円卓で紹しよう介かいしてみた。


　が……


「ちょ、ちょっと待ってよ……！」


　啞あ然ぜんとするアディ達。


「四天王補佐どうこうより何より……


　コ、コイツ……この前の、Ｆ○のデータ消したヤツよね!?」


　ざわっ、色めきたちながら、雫を取り囲むアディ、ユキ、イグナレス。


「ふ、ふざけんじゃないわよ……！　どこの誰だれかも知らないし……こんなヤツ……なんで仲間にしなきゃいけないのよ!?」


　猛もう抗こう議ぎするアディ。


「そ、そうだよ、やっくん。それに……円卓では、せっかくわたし達、今日まで四体で仲良くやってきたのに……」


「その通り。オレも反対だ。コイツをいれたせいで、今までのオレ達の空気が壊こわれるのは御ご免めんだからな」


　そして当然のように、ユキとイグナレスも難色を示す。


　全員一いつ致ちで、山田雫の加入には反対である。


（フフン。ま──────────そりゃそうだよな……）


　ぼくは──それを、妙に満足げに見守っていた。


　予想通り。雫は恨みを買っていて、ユキ達はよそ者の加入に否定的のようだ。


　やはり、円卓の一員のポジションは、そう簡単に、誰にでも勤まるわけではないらしい。


（フフン……残念だったな雫。こりゃ……早くも計画終しゆう了りようだ）


　何故か顔がニヤけるのが止められないまま、内心でもほくそ笑むぼく。


　が──


　コンコンッ。


　ノックの音と共に。予想外の展開が巻き起こったのは、ここからだった。





「おつかれさまでーす！　死しに神がみ急きゆう便びんでーす！　アーディンブルグ様！　ヴォルフォレカ様！　イグナレス様にお届けものでーす！」


　そういって円卓の間にドカドカ入ってきたのは──


　青いツナギを着た、二足歩行の蟻あり型魔族。死神急便の宅配員達だった。


（ん？　し……死神急便……!?）


　死神急便の宅配員が……なんで魔王軍の最さい奥おう、円卓の間に？


　状じよう況きようが理解できなかったが、


「こちらになりまーす」


　そんな中、


「え？」


「わっ」


「お、おい」


　宅配員どもは、ぼくと同じく状況が理解できず、目を白黒させるアディ、ユキ、イグナレスに、それぞれひとつずつ荷物を渡わたし、


「アリがとうございましたーっ」


　そのまま、ドドドドド──円卓の間から去っていった。あ、あいつら、こんなとこまでお届けにあがれるのか……!?


「な、何よこれ……？　私、こんなの頼たのんでないわよ……？」


　怪け訝げんな表情をしながら、自分の包み──手で抱かかえられる程度の、くしゃくしゃの紙かみ袋ぶくろを開くアディ。


　その瞬しゆん間かん。アディの表情が変わった。


「う……うそ……」


　ワナワナと震ふるえながら……ほとんど悲鳴のような吐と息いきを漏もらすアディ。


　そんなアディが中から取り出したのは──


　どこかで見たことのある、高校の制服──をアレンジし、背中にこうもりの羽のようなものが付属している、見慣れないデザインの服。


「こ、これ……伝説の、グレモリーアーマーじゃん!?」


　頰ほおを紅潮させ、瞳ひとみを潤うるませながら、恋こいする乙女おとめのような表情で叫さけぶアディ。


「ぐ、ぐれもりー、あーまー？」


　ぼくは全く流れが理解できずアディに聞いたが、


「そ、そうよ……あんた知らないの!?　馬ば鹿かじゃないの!?」


　すると、なんか、わけがわからんくらい怒おこられた。はぁ!?


「このグレモリーアーマーは……かつて、魔ま界かい最強といわれた女魔族。リーア・グレモリーが着ていたとされる、魔界三大ビキニアーマーのひとつよ！」


　頰を紅潮させたまま、熱弁をふるいだすアディ。魔界三大ビキニアーマー!?


「リーア・グレモリーは、人間界にいって生せい還かんしたともいわれている伝説の魔族で……強さもさることながら。その美び貌ぼう、特にスタイルにおいては、魔界中の雄おすはもちろん、崇すう拝はいの対象として、雌めすからも熱い支持を集めていたのっ！」


　えらい饒じよう舌ぜつになるアディ。


「そしてこの鎧よろい、グレモリーアーマーは、そんな彼女が初期から中期にかけて着用したといわれている鎧で……なんと。魔界で唯ゆい一いつ。着用者に、『就しゆう寝しん時にバストアップ』する付加効果がかかるようになっているの!!」


　ますます声を弾はずませるアディ。


　あ…………。そういうこと。だからコイツ、こんな喜んでるんだ……。


　ていうか、『就寝時にバストアップ』する鎧って……それ、どうやって戦せん闘とうに使うんだよ!?


「ユキ……これであんたの時代もここまでね！　覚かく悟ごしなさい！　この鎧のチカラで……三年以内には、絶対、あんたの胸においついてみせるんだから！」


　ビシッ！　テンション高くユキを指差し宣言するアディ。


「…………っ……」


　それを受け、隣となりでユキは、一瞬面おも白しろくなさそうな顔をしたが、


「よ、よかったねえ、あっちゃん！　うん！　楽しみにしてるね☆」


　次の瞬間には、ひきつった笑えみでそういっている。お、おいおい、なんか女の友情にヒビ入ってないか？　大だい丈じよう夫ぶか？


「はぁ～あ。にしても……」


　ひとしきり喜んだ後。


　アディは、グレモリーアーマーを抱だきかかえたまま、ようやく一息つき、


「これ……誰が私に送ってくれたのかしら？」


　そこで初めて、その疑問を口にする。


　うん、そうなのである。ぼくも、それは気になっていた。


　いまひとつその価値は男であるぼくにはわからんが、ここまで、アディを喜ばせる贈おくり物を送ったヤツとは、一体誰なんだ……？


「ふっふっふ……！」


　その瞬間、円えん卓たくの間に、してやったりの笑い声が響ひびき渡る。


「どうやら喜んでもらえたようね」


　アディ達の背後。


　仁に王おう立ちになっている女が声をあげる。


「それはこのわたし。魔王軍準最高戦力──四天王補ほ佐さ、美のシズク様がアンタに贈った物なの」


　まってましたといわんばかりに、ドヤ顔で名乗りを上げる雫。


「「「「お……お前が!?」」」」


　こうして、我が妹の反はん撃げきののろしが上がった！





　　　　※




「ア、アンタが贈ったですって……!?」


　雫を前に。


　まさかの宣言に、恐おそれおののくぼく達。


　その、してやったりの展開に、雫は完全に満足げな表情だったが……


「ていうか……ア、アンタ、誰よ!?」


　アディの今さらすぎる突つっ込みに、思わず、そこでズッコケた。


「だ、だから今名乗ったし……さっきお兄にいからも紹介あったでしょ!?」


　雫は涙なみだ目めで再度立ち上がり、


「わたしは魔王軍準最高戦力──四天王補佐、美のシズク様よ」


　間ま抜ぬけなことだが、もう一回自己紹介する。


「あ、あぁ……Ｆ○のデータ消したヤツか……グレモリーアーマーショックですっかり忘れてた……」


　そこでアディも雫を思い出し、


「にしても……アンタが、これを？」


　不思議そうに雫に聞く。


「そうよっ。まぁ、今日から世話になるからね。持参金じゃないけど、各自にひとつ、プレゼント持ってきたの」


　ふんぞりかえっていう雫。コイツ、四天王補佐のクセに、四天王に敬語使う気なしか……？


（ていうか……持参金代わりのプレゼントだと……!?）


　ぼくは、雫の、思いがけない攻こう勢せいに──なんか、ちょっと、狼ろう狽ばいしていた。


　そういや今朝、起きたとき、雫ぼくの部屋にいなかったけど……。


　まさか、昨日アイツがいってた〝必殺の考え〟ってこれのことなのか？


　アイツ、昨日。ぼくから情報聞いて、ぼくが寝ねた後。わざわざこれ仕込んでたっていうのか!?


「え？　各自にひとつってことは……」


「もしかして……オレ達のもそうなのか？」


　そんな中。話を聞いていたユキとイグナレスも、自分の抱える荷物と雫を見比べるようにしながら聞いた。


「うん。そうよ。あんたらにも持ってきたわ。開けてみなさい、きっとあんた達も気に入るから」


　えっらそうに宣言する雫。


　その言葉に、ユキとイグナレスは、一瞬躊ちゆう躇ちよするように顔を見合わせたが……


　やがて、同時に頷うなずきあって、そのまま自分の袋ふくろに手を入れる。


　そして次の瞬間、二人が見せた反応は……


「う、うそ……!?　これ……グレモリーアーマーⅡだっ！」


「オ、オレのは、魔界歴六六六年モノのコイン……馬鹿な……まだ魔界に現品が現存していたのかっ!?」


　頰を紅潮させ、瞳を潤ませながら、恋する乙女のような表情で叫ぶという──要するに、アディの時と同じ、とんでもなく嬉うれしい贈り物をもらった時の反応を見せる二人。


「な、何だよ……またドンピシャのもん手に入れたのか？」


　ぼくは気になって聞くが、


「ドンピシャも何も……グレモリーアーマーⅡだよ!?」


　やはりキレ気味にユキ。


　なんなの!?　コイツら、何で欲ほしかったモン手に入った時質問すると、一瞬キレるの!?


「さっきあっちゃんがいってたリーアさんが、中期から後期にかけてつけてた伝説のビキニアーマー……！　付加効果は『型崩くずれしないバストの形成』。よかった……わたし、もともと大きさはもう十分だし。型崩れしなければ、三年後も今のポジションは安あん泰たいだよ」


　満足げに呟つぶやくユキ。


「……ちっ……」


　アディはそれを見て、心底悔くやしそうに舌打ちするが……


「よ、よかったじゃん、ユキ。やっぱお色気担当はあんたじゃないとしまんないよね。あっはっは」


　次の瞬間、無理やりのようにそう笑っていた。女って……。


「で？　イグナレスもそれ欲しかったのかよ……」


　聞くと、


「当たり前だ。オレのは、伝説のトリプル・シックスナンバーのコイン……！　山田……知らないのか!?」


　続けて、イグナレスにも、やはり予想通り饒舌にキレられる。


「魔ま族ぞくの象しよう徴ちようであるトリプル・シックスのナンバーのコインは、学術的にも価値が高く、かつてこれを巡めぐって騒そう乱らんも起きていたほどだ。平和の為ため、保存用の一枚を残しあとはすべて処分されたといわれていたが……まさか他ほかにも生き残りがいたとは……！」
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　鼻息荒あらく、イグナレス。全然その感動共有できないわー。


「どう？　気に入ってもらえた？」


　そんな四天王どものリアクションを見て、雫は満足げにいうのだった。


「ま、まぁ……」


「悔しいけど……」


「気に入ったといえば気に入ったな……」


　その雫の質問に、三体は渋しぶ々しぶ、という感じで答えるが、


「でも、アンタ……これ。どうやって探してきたのよ!?」


　アディは、そこで、不思議そうに聞いた。


「この三つ、スーパーレアなアイテムよ？　そう簡単に手に入らないんじゃないの？」


「んー、いや。実はわたし、魔界の下町で働いてたから。けっこう、顔も効くし、道具関係の情報は入ってたの」


　雫は謙けん遜そんするようにいう。


「あんた達の情報聞いて、だいたい、喜びそうなプレゼントはわかったし。実は知り合い叩たたき起こして、いろいろ交こう渉しようして、なんとか集めてきただけだったりするんだよね」


　と、雫は、徹てつ夜や明けの顔で苦く笑しよう。


「い、いや、それでも十分凄すごいんだけど……？」


　ちょっと圧あつ倒とうされたように、アディ達。


「でも、よく情報だけで欲しいものとかわかるねー」


　ユキが感心したようにいう。


「あぁ、うん。それは、まぁ、今の……いや、前の仕事でよくやってたから。上司に嫌きらわれたら即そくクビみたいな業界だったから……それで贈り物センス、磨みがかれたのかなぁ」


　と、雫。


　前の仕事とは……この場合、アイドルのことか。


　なるほどー……そういや去年、ぼくも誕生日、一度も相談したことなかったのに、何な故ぜか前から欲しかったジャンパーをコイツから貰もらったことがあった。


　本人曰いわく、『ブレイク前のアイドルにとって、プロデューサーや仕事関係の人間へのプレゼント渡わたしは下手したら番組より重要だから、否いやが応でも劇的に成長する』らしい。


　その能力＋魔界で徹夜してでもプレゼントを探す執しゆう念ねん、根こん性じよう。


（コイツの、Ｂ級アイドル魂だましいが、四天王相手にも、通用するとは……！）


　コイツ、魔界にも顔効くし。


　意外に有能なのか？


　ぼくは、なんか、悔しささえ覚えながら、そう思う。


「なるほどね……！」


　そしてその雫の答えを聞いたアディ、笑え顔がおでいう。


「さすが山田がつれてきただけあって、ただの馬ば鹿かじゃないってワケか……。


　いいわ。合格にしてあげる」


　と、アディ。


「え!?」


「まだ完全に採用するわけじゃないけど……アンタのこと。しばらく四天王の補佐として、ここに来ることを許可してあげるわ」


　アディはいう。


「な……何ぃぃぃぃ!?」


　思わず、思わずだった。


　ぼくはそこで……力いっぱい、不満の声をあげた。


「お、オイィ……ちょっと待てよ！」


　思わず、アディに詰つめ寄るぼく。


「お、お、お前ら、ほんとに、それでいいのか!?」


「は？　何が？」


「ちょっとプレゼント貰っただけでアッサリ籠ろう絡らくされやがって……こいつ、どこの馬の骨かもまだわかんないんだぞ!?」


「は、はあ？」


　啞あ然ぜんとした表情の、アディ、ユキ、イグナレス。


「どこの馬って……」


「やっくんがつれてきたんじゃ……」


（ば、馬鹿！）


　そんな空気の中、雫が、ぼくの耳を摑つかみ必死に耳打ちしてくる。


（お兄にい……あんた誰だれの味方なのよ!?　せっかくうまくいきそうなのに。ここで身内が足ひっぱってどーすんのよ!?）


（え？　あ、いやそ、そりゃそうだけど……）


「何ゴチャゴチャもめてんのかしらないけど……別にプレゼント貰ったから、だけじゃないわよ？」


　怪け訝げんな顔で、アディ。


「いろいろ気が利きくみたいだし。少なくとも、四天王補ほ佐さにはちょうどよさそうなヤツじゃん」


「実力もなかなかのものだしな」


　ピーン。コインを弾はじきながらいうのはイグナレス。


「オレ達には遠く及およばんが。六桁けた越ごえしてるヤツ特有の覇は気きを感じる。ここに出入りするくらいの資格はあるだろう」


「なんかキャラクターも元気で可愛かわいいしね」


　ユキまでそんなことをいう。


「それに何よりやっくんの紹しよう介かいだもん。安心して信用できるし……とりあえず、しばらく置いてあげるくらいはいいんじゃない？」


　と、ユキ。


「へっへ。わかってんじゃない」


　そこで満足そうに笑っているのはもちろん雫だ。


「それじゃ、そういうわけで、今日からしばらく、厄やつ介かいになるから。よろしくね、アー、イー、ユー」


　勝手にあだ名までつけて、無事、円えん卓たくの仲間入りを果たしてしまう雫。


　マジで!?


　こうして、予想外なことに……雫の計画は、思いがけないほど順調に幕を開けたのだった。それも、信じがたいほど、順調に。





　　　　※




　その後も──気にくわないことに、雫の円卓生活は絶好調だった。


　人類抹まつ殺さつ計画──にこそ、着手できてはいないが。


　まず最初の一時間は、四天王とドラ○エをやり──


　次の一時間は、キメコに恋れん愛あいのアドバイスを送る時間に費ついやし──


　アディとグレモリーアーマーの話をしたり──


　ユキとヴォルクエについて語り合ったり──


　イグナレスのイグナレス通信の校正をやったり──


　と、四天王になればこなしていかなければならないような仕事？　は順調にこなしていく。


「どう？　お兄　わたしの四天王補佐ぶりは？」


　仕事の合間、廊ろう下かを移動中、雫がぼくに聞いてきた。くっ……！


「ま、まぁ……六○点ってトコじゃないか？」


　強がるようにいう、ぼく。しかし、このまま一いつ瞬しゆんで追いつかれたと思われるのもなんか癪しやくだ。


「ただ、上司に敬語を使わないのはいかがかと思うぞ？」


　だから、ぼくは無理やりアドバイスした。


　が。


「？　別にいいじゃん、そんなの。そんなのアー達誰も気にしてないよ？」


　雫は現代っ子特有のしなやかな考えでぼくのアドバイスを一いつ蹴しゆうすると、


「あ、待ってよー、アー、ユー」


　アディ達の方へ寄っていった。


「あーもう、うっさいわねー。早くきなさいよ、おシズ」


「もう、おシズは、ほんとに甘えんぼうさんなんだから☆」


　あっさりアディ達と打ち解け、スタスタ。ぼく置き去りにして、目的地へ先に向かってしまう雫達。


「あ、あの……」


　おシズって！　しかもアー、ユーって。


　お前ら、ぼくが最初来た時、そんなフレンドリーな感じだったっけ!?





　そんな雫の四天王へのなじみぶりは、昼飯の頃ころにも、遺い憾かんなく発揮される。


「それでー、その店、超ちようかわいいワンピ売っててー」


「へぇ……その店どこにあんのよ？」


「原はら宿じゆく……じゃなくて、えーと、近所の洞どう窟くつの中」


「ふーん、いいねぇ。あっ。もしかして、グレモリーアーマーもそこで買ったの？」


　魔ま王おう城の食堂『サーチ＆デストロイ』。


　アディ、ユキ、シズクの三人娘むすめが、少し離はなれたテーブルで、三人仲良くメシを食っている。


　対するぼくは、そんなテーブル座りたくないし、今日はイグナレスも食堂に来ていないので、


「……………………………………」


　カンプなきまでに、一人、食堂でメシを食っていた……。何このイジメ……。


「おまたせしましたー。クラッサマノリエイエス一人前でーす」


　カタンッ。ぼくの前に、ひとつ、クラッサマノリエイエス、が運ばれてくる。


「……………………………………」


　カンプなきまでに、一人のまま、ぼくはカチャカチャとそのクラッサマノリエイエスにフォークをいれる。


『あーあ……』


　おなじみの悲鳴のような効果音を出しながら、表面の薄うす皮かわを消しよう滅めつさせるクラッサマノリエイエス。相変わらずなんて気味の悪い料理だ……。


　その哀あい愁しゆう漂ただよいすぎる食い物を一人食べてるうちに……


　段々、ぼくのテンションも、本格的にダウンし始めた。


（な、なんだよこれ……！）


　まずそうに飯を口に運びながら、ぼくはひどく落らく胆たんする。


（つまり結局お前ら……残り一人の四天王……


　別にぼくじゃなくても良かったのか……!?）


　ぼくは、突つきつけられた現実に、ちょっとショックを受けていた。


　アディとグレモリーアーマーの話をしたり。


　ユキとヴォルクエについて語り合ったり。


　イグナレスのイグナレス通信の校正をやったり。


　……一いつ緒しよにメシ喰くったり。


　その辺のポジション、昨日までぼくのものだったのに。


　今日、新しい、ぼくより魅み力りよくのある人間……雫がきてしまったら、あっさりそのポジションは、奪うばわれてしまった。


　つまり、ぼくは、たまたま他ほかに魅力的なキャラがいなかったから、今までそこに収まっていられた程度の人間で。


　別に、アイツらにとって、そこまで特別な存在……というわけでもなかったのか？


　ぼくはアディ達のほうをチラリと見る。


　連中は……文句なしに、楽しそうに、盛り上がっている。


（これは………………どうやらぼく、今後出る幕なさそうだな……）


　まさか、ここまで雫に完全にとってかわられるとは……。


　ということは……四天王生活……終しゆう了りようか……。


　ぼくは一人椅い子すから立ち上がり。ひっそり食堂を後にしようとする。


「ん？　あれ……？　お、お兄にい、どこ行くの!?」


　雫が、怪訝そうな表情でこちらに呼びかけてきたが、ぼくはそれも無視し、食堂を出た。





　　　　※




「んじゃ、今日は新入りもいることだし……この辺にして。歓かん迎げい会かいでも開きましょうか」


　そして、一日が終了してしまう。


　その日は、予想をはるかに上回るくらい、つつがない一日だった。


「うん、いいよ」


「まぁ、いいだろう」


　ユキとイグナレスも笑え顔がおで同意。


「……………………」


　そんな中、一人暗いぼく。


「…………山田？」


　さすがに、それで気づいたらしい。アディがぼくに怪訝そうに聞いてきた。


「山田。アンタ……今日、なんかあったの？」


　不思議そうにアディ。


「おシズつれてきてから、なんか、妙みように元気なくない？」


「え……別に……元気だけど？」


　ぼくは、なんだか焦あせりながら、返答。


「そ、そんじゃ、ぼく、先行って席とってるわ。お前ら、後から来いよ」


　なんとなく気まずいので、慌あわてて立ち上がり、円卓の間から出ようとするぼく。


「あ、山田!?」


　困こん惑わくしたようなアディ達の声を無視して、ぼくは円卓の間から走り出す。








（ど……どうしたんだ、ぼく……）


　円卓の間の扉とびらから飛び出し、しばらく駆かけた後、ぼくは困惑しながら立ち止まった。


（なんで……こんな落ち込んでんだ……？）


　なんか、雫が受け入れられるのを見てれば見てるほど……


　人間界帰き還かんが現実みを帯びれば帯びるほど……


　テンションが下がってるような……


　この四ヶ月の悲願なのに……


　それだけを目指してやってきたのに……


　何な故ぜか、ぜんぜん、テンションがあがらない。


（おかしい……もしかして、ぼく……何か間ま違ちがってるのか？）


　ぼくの一番の目標は……ここから逃にげ出すことだと思ってたけど。いつの間にか……それではなくなっていたのか？


「お……お兄ー」


　そんな中だった。


「ま、待って！」


　背後から、声。


　振ふり返るとそこにいたのは……雫。


「ちょ、ちょっと待って！　ちょっと……もっかい確かく認にんしたいこと、あるんだけど!?」


　雫は、かつて見せたことのないくらい、困惑したような表情でぼくにいうのだった。








「あ、あのさぁ、お兄」


　雫は、肩かたで息をしながら、


「お兄……もしかして……やっぱり四天王、辞やめたくないんじゃないの？」


　そんなことをいってきた。


「そ……そんなわけないだろ……」


　一瞬言葉に詰つまりながら答えるぼく。


「い、いやいや。そのわりには、尋じん常じようじゃないぐらいテンション低いじゃん!?」


　呆あきれるように指し摘てきする雫。う……！


「ねぇ……やっぱ、この話無しにする？」


　雫、いう。


「確かに、会ってみて分かったけど。四天王のヤツら……そこまで悪いヤツらってワケじゃないし」


　雫はいう。


「最初気づかなかったけど……お兄が元気ないと、連中も、なんか元気なくなるし……。わたしが思ってたより、お兄たち、もう絆きずなできあがっちゃってるんじゃないの？」


　雫はさらに追つい及きゆうしてくるが、


「い……いいよっ、もう」


　ぼくは己おのれの迷いを断ち切るように、雫に背を向け、円えん卓たくの間と逆方向に早足で進む。


「お前も楽しそうだったし……四天王アイツらも、お前のほうが気に入ってるみたいだし。ぼく、もう……四天王、辞める。ただの山田に戻もどる」


　進みながら、ぼく。


「はあ？」


「アイツら、別に、誰だれでも良かったんだよ……人間なら。そんなんなら、ぼく、ここにいる必要ない。ぼくはお前より、社交性ないし、戦せん闘とう能力低いし、気がきかないし……」


「バ・バ・バ・バ・バ……！」


　そんなぼくを見て、なにやらわけのわからん擬ぎ音おんのようなものを繰くり返した後──


「バッカじゃないの!?　何イジけてんの!?　乙女おとめか、バカ兄貴!?」


　ヅガンッ！　雫は歯を食いしばり、身体からだを垂直にし、ぼくの背中に向かって──魚ぎよ雷らいのような頭ず突つきをブチかましてきた！





「い……痛ってぇぇぇ……!?」


　一いつ瞬しゆん、背中に激痛が走ったかと思うと、ぼくは気づいたら、魔王城の廊ろう下かをゴンゴロと転がり、その挙句、仰あお向むけで倒たおれていた。


「な……何しやがるこの馬ば鹿か野や郎ろう！」


　立ち上がり、激げき怒どするぼく。




[image: ]


「馬鹿野郎はお兄でしょ!?　ったく……一体何いってんの？」


　雫は、そんなぼくの前に、仁に王おう立ちになって待ち構えていた。


「わたしが楽しそうだからとか、四天王アイツらがわたしのほうを気に入ってそうだからとか、社交性ないからとか、そんな理由で四天王辞めるつもり？　そんなの関係ないでしょ？　肝かん心じんなのは、お兄がどうしたいかでしょ!?」


　ビシッ、と指差しながら、正論でぼくを糾きゆう弾だんする、雫。


　う…………っ!?


　そんなぼくを見て、雫、嘆たん息そく。


「ったく……魔ま界かいに来て、ちょっとマシになったっぽかったのに……全然変わってないじゃん」


　雫は呆れたようにいい、


「相変わらず周囲に流されるばっかりでさ……前の学校では、それで失敗しちゃったんじゃなかったの!?」


「……………………」


　ぼく、思わず、閉口。


　う……確かに、ぼくには……。


　以前、自分の気持ちをしっかり前に出さず周囲に流されまくったせいで、前の学校で、ちょっと失敗気味に終わってしまった、人間関係の苦い思い出がある。


「お兄にい……わたしが来た後、明らかにヤキモチ焼いてたじゃん」


　そして雫はぼくに指摘。


「べ、別に……」


「ウソつくな。妬やいてたじゃん。それってつまり……どういう事なの!?」


　雫はぼくに叫さけぶ。


「四天王辞めてもいいけど。そのへんちゃんとハッキリさせてからにしてよ。そんなハンパな気持ちで四天王辞められたんじゃたまんないわ。強ごう奪だつしたみたいになって。わたし、勇者なのに、まーた各方面でいろいろ炎えん上じようしちゃうじゃない」


　雫はそう言い放ってぼくに背を向けると、ツカツカ。


「逃げないでちゃんと答えだしなよ？　わかった？　もうっ。いくつになっても世話ァやけるんだから」


　ぼくに背を向け、そしてそのまま去っていく。


「お、お、お、……お前にだけは世話やけるとかいわれたくないわっ……！」


　ぼくは、廊下に尻しり餅もちをつきながら、一人そう吼ほえてみるが……


「……とはいえ………今回ばかりは、アイツのほうが正しいか……」


　はぁぁぁぁぁ……ぼくはその場で、重い、重い溜ため息いきをついた。








『お兄……わたしが来た後、明らかにヤキモチ焼いてたよねっ？』


『ウソつくな。妬いてたじゃん。それってつまり……どういう事なの!?』


　雫と別れた後。


　廊下──円卓の間へ向かう──を歩きながら、ぼくは一人、その問題について考えていた。　ヤキモチ。


　つまり嫉しつ妬と。


　まぁ、確かに、実際問題──


　昨日まで、ぼくがいた場所に、雫が入り込んだのを見た時──


　ぼくの心は、ちょっと、おもしろい気分では、なくなっていた。


　できれば、昨日までの円卓に戻って欲しいような……


　できれば、雫には、勇者に戻って、魔王城外に出て行って欲しいような……


　別に受け入れられないことはないけど。でも、やっぱり、受け入れると寂さびしい気分になる光景。


（あの光景見て、こんな風に思うってことは、つまりぼくは──）


　自分があまり自覚したくない事実に近づきつつあることを理解し、ぼくは一瞬、それ以上自分の思考を先に進ませることを躊ちゆう躇ちよしそうになるが……


「だ・か・ら！　アイツが一番欲ほしいのは、これだっていってんでしょ!?」


　そんな中。


　ぼくのそんなブレーキなどぶち壊こわす、シンプルで暴力的なヤツらの会話が耳に飛び込んでくるのであった。





　　　　※




　声は、前方、おなじみ円卓の間の扉の前──。


　ぼくと雫がいなくなり、やや困ったように、そこにたむろっている、


　雷かみなりのアーディンブルグ。


　雪ゆきのヴォルフォレカ。


　焰ほのおのイグナレス。


　三体の魔王軍最高戦力四天王、のもののようだった。


「これよ、絶対、これ」


「えー……でも……ヴォルクエ最新作のほうが……」


「イグナレス通信のバックナンバー詰め合わせもあるぞ？」


（なんだ……？　こんなとこで何やってんだあいつら……？）


　怪け訝げんに思い、ぼくは柱の陰かげに身を隠かくしながら、連中の会話に耳をそばだてる。


　するとそこから聞こえてきたのは、


「やっくん……今日、明らかに元気なかったもんね」


　ユキの、そんな声。


（ん……？）


　どういうことだ……？　ぼくは一瞬、意味がわからず困こん惑わくするが、


「それにしてもまさか……一人だけシズクにプレゼントもらえなかったからって。あんなに落ち込むとはねぇ……」


　続けて、アディ、呆れたように、困ったように、しみじみそう呟つぶやく。ん!?


「まぁ、オレ達がそういう些さ細さいなことに気づける細やかな面々でよかった。これだけ集めれば、一個くらい、アイツが喜びそうなモンもあるだろう」


　そして、ピーンとコインを弾はじきながら結論づけるイグナレス。


（お、おい……！）


　ぼくはそれを見て、まさかと思う。


（ま、まさかコイツら……さっきまでぼくの様子が変だったの。


　雫に嫉妬してたとか、そういうことじゃなく……


　普ふ通つうに…………雫にプレゼント貰もらい損そこねたから。それで落ち込んでると勘かん違ちがいしてんのか!?）


　あまりに見当違いな推理に、ぼくは一瞬固まっていたが、


「あ！　やっくん！」


　そんなぼくをユキが発見。


　すると三体は、四天王らしいすばらしい速度でぼくに詰つめより、


「あ、あのさ、これ……たぶん、シズクちゃんが、やっくんに渡わたそうと思ってたプレゼント」


「ア、アイツも馬ば鹿かよねぇ。自分の直属の上司にだけ、プレゼント渡し忘れるなんて」


「そ、そうそう。気にするな。忘れてたんではなく、ただ、渡し忘れてただけだろうからな。その証しよう拠こに見ろ、アイツが用意したと思われるプレゼントがこんなに──」


　三体がぼくに渡してきたのは…………


　大量の、


（売れ残った）『写真集　～秘密のアーディンブルグ～』


『イグナレス通信（創刊号～最新号セット）』


『ヴォルフォレカ・クエストⅣ　～導かれ損ねし者たち～』


　つまり、もう……どっからどう見ても、雫ではなく、コイツらがぼくの為ために慌あわててかき集めてきたのが丸わかりの、在庫処分といっても差し支えないくらい、正直、あんまり嬉うれしくない、雑なプレゼントの数々。


「ど、どうよ？　これで元気出たんじゃない？」


　とってつけたような笑え顔がおでアディがいい、


「えっと、ヴォルクエⅣは、シリーズ初、オムニバス形式の手法をとっていてね──」


　慌てふためきながらユキが説明し、


「山田、次号のイグ通でクロスレビュー書かないか？　実は今のイグ通のクロスレビュー、オレ一人で書いているから、実は何もクロスしていないんだ」


　一人だけイグナレスが、わけのわからんフォローをしてくる。


　恐おそろしくへたくそな激げき励れいを投げかけてくる三体。


　そんな三体を見ているうちに、ぼくは…………


「くっ……くっ……くっ。


　くっくっくっ……はっはっはっ……


　はーはっはっは！」


　思わず……爆ばく笑しようしてしまった。魔ま族ぞくのように。


「や、山田!?」


　そのあまりの笑いぶりに、アディ達が思わず後ずさっているが、


「くっく……いやいや。ま………………………………そうだよな」


　ぼくはまだ笑いながら、思わずアディ達にいった。


「そうだよな。ぼく。最近もう、ただの山田じゃなく。正直……魔王軍最高戦力四天王。『知ち』の山田、だったもんな……」





『ウソつくな。妬いてたじゃん。それってつまり……どういう事なの!?』





　雫の問い。


　今なら簡単に答えられる。


　魔族も人間も関係ない。


　ここに来た経けい緯いもよくわからない。


　でも。





『ウソつくな。妬いてたじゃん。それってつまり……どういう事なの!?』





「つまり……ぼくは、ここにいたいんだよ」





　白状するように、目の前のアディ達を見ながら、ぼくはいった。


　雫に奪うばわれそうになって、ようやく気づいた。


　ぼくは、とうとう、覚かく悟ごを決めた。


　前から薄うす々うすはそんな気がしていた。


　けど、逃にげてた。


　その決断が──


　さらなる〝メンドクサイ事〟にぼくを巻き込むことになるのは、目に見えているから。


　本当の意味でここにいる事は、それは、果てしなく難しい事だから。





　けど、だからといって、このまま逃げてたんじゃ、ぼくは前と変わらない。


　以前学校で失敗した時のぼくと何も変わらない。


　だからぼくは腹をくくった。


　この先どうなるかわからないが、ぼくは当面、四天王〝知〟の山田としてやっていく。


　そして、その上で……


　人間も、魔族も。全員を守れる結末を、ぼくなりに探す。


（しかし、あの野や郎ろう……。このものぐさなぼくに、こんなメンドクサイ事を決意させるとは……！　偶ぐう然ぜん選ばれたみたいなこといってたし、世界一資質ない女だと思ってたけど……案外に、向いてるんじゃないのか……勇者）


　ぼくは頭ず突つきをくれた妹の意外な資質に、なんかちょっと圧あつ倒とうされた。


「な、なんかよくわかんないけど……」


「元気になった？　みたいだね、やっくん」


「やはりイグ通全巻セットが効いたか……」


　そんなぼくを見ながら、ややキョトンとしつつ、顔を見合わせるアディ、ユキ、イグナレス。


「ああ……まぁ、おかげで元気になったよ。なんかスッキリした。んで、これからもよろしくな」


「はあ？」


「何いってるの？　やっくん」


「そんなこというまでもなく……オレ達はもともとチームだろうが」


　三人、即そく答とう。


「そう……だな」


　ぼくは微び笑しよう。


「さてさて。んじゃ、山田も元気になったことだし。四天会議、午後の部と行きますか」


　アディの号令一下。


　ぼくらは扉とびらを開け、いつもの場所──円えん卓たくの間へ、帰るのだった。





　　　　※








　どうもうまくまとまったみたいなので、今回は四天王の座、お兄にいに譲ゆずってあげます。


　けど、こんな風に助けてあげるのは今回だけなんだからねっ!?


　どうも、魔族にもいろいろいるみたいなので、しばらくは修しゆ行ぎようをとりやめ、魔界をいろいろ見て回ることにしました。まるっきり勇者みたいに。そのほうがアクセス数も多いので……。


　敵としてか、味方としてかわからないけど、次回また勇者と四天王として会えるのを楽しみにしております。連中によろしく。







Ｐ・Ｓ・湿しつ度どの低い日は布ふ団とん干しとくように。　　雫














　雫には、その後、正式に謝罪して、四天王の座を譲る気がないことを伝えようと思っていたのだが……


　結局、雫は、その日、円卓の間に寄ることもなく。そのままこの置手紙をぼくの部屋に残して、一人、去っていった。


（うぅむ……なんか今回は、完全にコイツに借りつくっちゃったな……）


　迷めい惑わくかけられたり、借りつくらされたりいまひとつ……偉い人じんなのか、そうでないのか、評価に困る女である。我が妹、勇者、山田雫。


　まぁとはいえ、おかげで、やるべきことははっきりしたけど。





「それじゃ……始めようか」


〝メンドクサイ事〟を。


　ぼくの本当の、四天王としての戦いを。


　ぼくは姿見にかかっていた、アディから貰ったマントを手に取り、ぶわさぁっ。


　身に纏まとい。


「行くぞっ！」


　気合いを入れて、勢いよく自室から飛び出す。




　エピローグ







　前から気になっていた。


　というより、本当は、魔ま界かいに来た初日から、ぼくは気になっていたんだ。


　ぼくが唐とう突とつに魔界に送り込まれたのは、


　魔王軍の『人類抹まつ殺さつ計画』進行を補助、最終段階まで移行させ、


　魔王を復活させ、


　それを倒たおし、


　魔族を抹殺すること。


　つまり『人類抹殺計画』という名の『魔族抹殺計画』を、ここで遂すい行こうするのが、最初からの、ぼくのミッション。


　とはいえ、このミッションは、ご存知の通り、突とつ然ぜん一方的に例のスズメに告げられただけで、それ以外の事に関しては、詳くわしい説明は受けていない。


　だからこそ、どんどん膨ふくらむ疑念がひとつある。


　つまり──


（魔族って……ほんとに滅ほろぼさなきゃいけない連中なのか!?）


　ぼくは、円卓の間へ向かいながら、その問題について黙もつ考こうする。





　確かに、魔族の危険性は重々承知だ。科学なんかじゃ到とう底てい追いつけない魔術のチカラ。人間より遥はるかに高い身体能力。凶きよう暴ぼう性。これが人間界に向かって全速力で押し寄せて来てる──なら、ぼくの考えも多少変わろう。


　しかし、現実問題、魔族は、人間界に攻せめ入る気がまったくなかった。


　魔族全体が、人間のことなど気にせず日々楽しく生きてるし……そもそも、軍のトップのアディ、ユキ、イグナレスが、あのていたらくなのだ。


（実際のところ……この魔王軍の、どこに滅ぼす必然性がある……!?）





　もしかして。ぼくは思う。


　もしかして、スズメ達、ぼくを魔界に送り込んだ面々は、このことを知らないんじゃないだろうか。


　案外魔族と人間に違ちがいはなく……共存可能だということを知らないんじゃないだろうか。


　だとしたら──ぼくのやるべきことはひとつ。


　本当の意味でここにいる──


　つまり、魔族と人間の境界をとっぱらい、公おおやけにここにぼくがいてもおかしくない……そんな状じよう況きようをつくりだすことなんじゃないのか？


　人間と魔族が共存可能だということを、証明すべきなんじゃないだろうか？


　ぼくと。


　そして、あの三体で。





　とはいえ──


（カッコつけたところで。一体何から手をつければいいんだ……？）


　魔王城の最さい奥おう、円卓の間。


「ちょ……また氷の息と稲いな妻ずまの二回行動!?　バカにしてんの、コイツ!?」


「もう、やだ！　強すぎるよぉ、ムド○！」


「なんなんだコイツは……!?　下手したらオレ達より強いんじゃないか？　まるでチャ○ロがゴミのようだ……!?」


　ぼくは、円卓の間に広がる、テレビに映し出されたゲーム（ドラ○エⅥ）に向かい、本気で怒ど鳴なっている、アディ、ユキ、イグナレスのいつも通りの姿を見ながら、ぐぬぬ、と一人呻うめいていた。


　ぼくは頭がそんなによくないので、目標は漠ばく然ぜんとは見えてきたが、手段がいまひとつ見み出いだせないが。


　とりあえず、人間と四天王を和解させるなら……


　・人間に、魔族と共存できるかも？　と思わせ。


　・魔族に、人間と共存できるかも？　と思わせる……


　ことが、第一条件だよな？


（だとしたら、一体、まず何から始めればいい……？）


　ぼくは呻く。


　例えば、魔族に、人間との共存が可能って……どう伝えればいいんだ？


　こんな風に、ゲーム楽しんでる時点で、絶対脈ナシ、ではないんだ。


　こっからもう一歩進んだ衝しよう撃げきを……コイツらに、どう与あたえればいい？


　ぐぬぬぬぬ……！


　さらにさらにさらにさらに呻く、ぼく。


「おーう、悪ぃ、遅おくれた。久しぶりだな、お前ら」


　そんなぼくの目の前に、風雲急を告げる女が現れたのは、その瞬しゆん間かんだった。





　現れたのは、日本人よりさらに濃こい黒くろ髪かみの、さばさばした雰ふん囲い気きのグラマーな女性。


「べ……ベラ様!?」


　ぼくは黙考を、アディ達はドラ○エⅥを即そく座ざにやめて立ち上がった。


　そこにいたのは、なんか久しぶりに登場の感もある……魔王軍で、魔王以外に、唯ゆい一いつぼくらより階級が上の存在。


　魔王軍作戦司令官ベラドランナ。通つう称しようベラだった。


「も、申し訳ございません。まさか本日おこしになるとは……」


　慌あわてて跪ひざまずき、頭こうべをたれるぼくら。


「あぁん？　聞いてねーのか？　この前、四天王補ほ佐さとかいう新入りに伝言しといたんだが……」


　あくびまじりに、かったるそうにいうベラ。


（あのガキ……ッ！）


　ぼく・アディ・イグナレス・ユキは同時に歯は嚙がみした。


　雫しずくの野や郎ろう……よりによって、重役からの命令伝え忘れやがった！


「そういやアイツどうした？　見ねーけど」


「も、申し訳ございません。ヤツは、ぼくの独断で配属を許可したのですが。実は勤務初日でバックレまして……」


　ますます頭を下げながら、ぼく。くぅぅ……！　殺されるか？


「あっそ。まぁいいんじゃね？」


　が、ベラはいつも通り適当だった。


　確かく認にんなんだけど、こいつ、ほんとに作戦司令官なんだよな……？


「どーせお前ら、これからそれどころじゃなくなるし。どっちにしろ、新人教育どころじゃなかったしな」


　あくびまじりにベラ。


「え？」


「それどころじゃなくなる……？」


　思わぬ言葉に顔を見合わせるぼくら。


「ど、どういう意味でしょうか」


「あぁん!?　それも聞いてねーのか!?　もう始まるんだぞ!?」


　イラッとしながらベラ。


「は、始まるって……」


「何が始まるんですか？」


　きょとん、としながら聞き返すぼくら。


　そんなぼくらにベラはますます苛いら々いらしながらいうのである。


「この時期始まるモンっつったらひとつっきゃねーだろ!?


　選手権だよ選手権！


　お前らが出る……四天王選手権が、もう始まるんだよ！」


　怒鳴り散らすベラの声。


「………………へ!?」


　その言葉の意味をぼくらが理解し、絶ぜつ叫きようするまで、かなりの時間が必要だった。






　あとがき







　こんにちは。お久しぶりです、大だい楽らく絢けん太たです。


　今回のあとがきは一二ページ……！


　ぼく、人生であとがき書くのこれで一六回目ですが、長年の経験から、八ページ以上のあとがき書く時は、「今回は構成練りに練って神あとがき書く！」とか考えると、尋じん常じようじゃなく汗あせ出て、詰つまって、結果、あとがき書けへんせいで原げん稿こう落としかねへんとか、意味わからん事態になんのわかってるんで……今回も構成とか考えずサクサク勢いで乗り切ろうと思います。


　しかし、なんか年々、あとがきが苦手になってきてる気がする……！





　ちなみに、なんとなく気になって、今までの一六回のあとがきの平均枚数数えてみると……


　最初のシリーズ『七人の武器屋』時代が、五枚→九枚→七枚→六枚→七枚→二枚→六枚→八枚→五枚。


　次のシリーズ『テツワンレイダー』時代が、一五枚→二枚→一五枚→六枚→二枚。


　で、『ＢＩＧ‐４』一巻が、七枚。この二巻が一二ページ。


　計一一四ページ。


　平均七・一二五ページ。でした。


　ていうか、調べるんじゃなかった……！


　過去の本、懐かい中ちゆう電灯引っさげて押し入れの中から探すん尋常じゃなく大変やったし……（引ひっ越こしたばっかりやから、既き刊かん本、ぜんぶ押し入れに入ってる）


　隣となりに入ってたハ○ター×ハ○ターのハ○ター試験編とか読みふけって大おお幅はば時間ロスしてまうし……！


　そもそも、ぼく、あとがきだけで、もう文庫一○○ページ以上も書いてんのかい……！何その自覚なき努力……！


　ぼくクラスでこんなんやったら、先せん輩ぱい作家さんとか、累るい計けいしたら文庫一冊分ぐらい余よ裕ゆうであとがき書いてんのか……！


　ラノベ作家とは、同時に、あとがきとの戦いでもある。他の作家さんのあとがき読むのは、死ぬほど好きなんやけどな……。





　というわけで、よくわからんあとがきデータで多少枚数稼かせいだところで、そろそろ今作、『ＢＩＧ‐４』二巻について。


　二巻を手にとってくれてる方というのは、だいたいが、一巻読んでくれて、一応、二巻も買ってやるか……って方だと思いますので。


　まずは、一巻と、そしてこの二巻、ご購こう入にゆうありがとうございます（深く頭を下げる）。


　みなさまのおかげで、なんとか二巻出すことができました。


　応おう援えんないと終わる世界なんで……！


　どうでしょうか……『ＢＩＧ‐４』。


　けっこうな変化球選んだおかげで、まだまだ手て探さぐりで、担当さんと格かく闘とうしながら作り上げてる状態ですが、また段々盛り上がっていくと思いますので。


　二巻以降も、よろしくおねがいします。








　しかし、『ＢＩＧ‐４』の〝連作短編〟というシステムの大変さに日々気づく毎日です……！


　ぼく、今までのシリーズは、持ち時間の八割使っても、予定原稿の半分くらいしか書き上げられんくて。


　でも、残り二割で、一気に気持ちの回転数あげて、結局なんとか帳ちよう尻じりを合わせる……そういう、火事場のバカ力システムで乗り切ってきてたんですが。


『ＢＩＧ‐４』に関しては、一話終わるごとに、一いつ旦たん回転数ゼロになって、また一行目、回転数一からスタートやから……そういうズルも通用せず。


　結局、勢いとかムラに左右されず、コンスタントに書き続ける技能が必要になってくる。


　やってみてはじめてわかるけど、某ぼう『生○会の一存』とか、週刊少年ジ○ンプとか、よくやってるよな……！


　まぁ、でも、ぼくもそろそろ、ムラッ気のある人間を卒業して、バランスの良い洗せん練れんされたオトナになろうと思ってたんで。


　日々精しよう進じんして、なんとかこのシステムに適合すべく努力します。


　もっと生産力あげて、おれも年一二冊とか出してみたいねんけどな……！


　現担当さんの、


「じゃあ書けよ！　書いてくれよ！　年一二冊目標のヤツが、なんであとがきで原稿落としかけてるんだよ!?」


　という声が聞こえてきそうなんで、妄もう言げんはこんくらいにしとくか……！


　そういえば、『ＢＩＧ‐４』といえば。


　今年、富ふ士じ見み書しよ房ぼうの新年会で、同期の面々や、後輩の作家さんと話したときに、ぼくが


「そういえばＢＩＧ‐４でサ……」


　みたいな話始めた時、全員に、


「ＢＩＧ‐４って、そういうイントネーションで読むんだ!?」


　って驚おどろかれました。


　ぼくはなんとなく、「ＢＩＧ‐４」……Ｂの部分にカン高いイントネーションをつけて読む……マジシャンがテンション高く「イッツ・ア・ショータイム！」って叫さけぶ時のショータイム！　……と同じ感じの発音で認にん識しきしてたんですが。


　その時いたほかの面々は、「ＢＩＧ‐４」……平板に……会社員が友人に「それでさぁ」って愚ぐ痴ちる時のような……イントネーションで発音。


　みんなどっちで読んでるんやろう……？


「ショータイム型」か「それでさぁ型」か。


　まぁ、別にどっちがオフィシャルとかないんですが、どうも、作者愛用の「ショータイム型」のほうが少数派っぽい雰ふん囲い気き……。おれ作者やのに……？





　まぁぼくの英語力は、下の下ですけどね……。


　中学二年の時、うちの親が共働きで、ぼくは家を出るのが最後やったんで。


　一回、とある期末テストで、親出て行った後二に度ど寝ねして、学校の先生からの電話で起き床しよう、


慌あわてて学校に突つっ込こんだけど間に合わず、ぼく一人だけ放課後、一人教室で英語のテスト受け直す……って事態になったことがあるんですが。


　まぁ、放課後なんで、試験官の先生のガードも緩ゆるくて、どっかいってるし。友達とか、なんかひやかしに来るんですよ。普ふ通つうに。「その問題はＡだＡ」みたいな感じで。


　結果、集中力もゼロになって、ただでさえ低い英語力が極限まで低下、談だん笑しようしながら適当にやってたら、おかげさまでその時の点数は一〇〇点満点中……


『一点』でした。


　○も×もひとつもなく、三角が、一個ついてるだけ……。


　あのテスト見た時は、さすがに目ぇ見開いたわ……こんなドラ○もんみたいな答案用紙、この世に存在するんやって。





　しかも、その話、微び妙みように続きあって。


　ぼく、その次のテストの時は、高校受験のシーズンに突とつ入にゆうしてたんで、それなりに集中して勉強してたんですよ。締しめ切きり前の作家並みに。


　で、結果、前回一点やったテストが、一気に六○点まで点数ジャンプアップしたんです。ま、それはいい事件なんですが。


　驚いたのは、その翌日、ぜんぜん違ちがうクラスの友達に、


「大楽、今回英語のテスト、前回のテストの六○倍になったんやろ？　もはや伝説になってるで。前回二点やった時点で達成不可能、一点やったからこそできる数字やもん……！」


「つか……なんでお前知ってんの!?」


「いや、なんか、授業で先生に引き合いにだされてた。お前らも〝六○倍の大楽〟見習えって」


「〝六○倍の大楽〟って……」


　なんつーダサい異名……！


　今もおれ、一部では、焼き鳥屋でチキン売りまくってたせいでヤキトリってあだ名になってるらしいし……（前担当Ｔ木さんすら、たまにヤキトリはどうした？　とかいう）


　この頃ころから既すでに、スタイリッシュさゼロのあだ名街かい道どうまっしぐらやったんか……!?











　さて、雑談してる間に、残り五枚。


　謝しや辞じ等。


　今回もＢＩＧ‐４チームのみなさんには多大なご迷めい惑わくをおかけしました……（土下座）。


　この二巻では、





　・四天王主体の話なんだから、そろそろ勇者を出そう。





　というのが、最低限のコンセプトとしてあったんですが。


　執しつ筆ぴつ開始時、細部まではまだ詰まってなかったんで超ちよう苦戦……！


　途と中ちゆうなんか、勇者に四天王が全員残ざん虐ぎやくにやられて、山やま田だが目から血を流しながら復ふく讐しゆうを決意し修しゅ行ぎようの旅に出るような展開書いて、


「ＢＩＧ‐４ってこんな作品だっけ!?」


　って編集さんに驚きよう愕がくされる始末……！


　結果、何回か書き直して、なんとか今の流れに落ち着きましたが。毎度すいません編集様。


　イラストのワダさんも、デザイナーの野の中なかさんも、いろいろすいませんでした……！


　いっつもぼくのせいでスケジュール逼ひつ迫ぱくしてんのに、素す晴ばらしいイラスト・デザイン、ありがとうございます。


　三巻ではもう少しエレガントに仕事できるようがんばります（一五冊前刊行時からずっといい続けてるが）。


　しかし、そろそろほんまに、いい加減もっと安心・安全・安定した仕事できるようになりたいわ……。





　あとは、告知ですね。


　富士見書房の雑誌、『ドラゴンマガジン』で、現在、コラム連れん載さいしてます。


　常々萌もえ成分、萌え能力が足らないぼくが萌えを学ぶ為ため、ぼくと編集さんが秋あき葉は原ばらの萌え施し設せつを巡めぐって、萌えスキルを磨みがく、そんな企き画かく。





　現在、


　第一回『メイド喫きつ茶さ』


　↓


　第二回『萌え耳かき』


　↓


　第三回『メイドカジノ』


　↓


　第四回『メイドシャンプー』


　↓


　第五回『萌え女子寮りよう潜せん入にゆう』





　ときてて、この本と同じ日に発売するドラゴンマガジンに、第六回『メイド足湯』の回が載のる予定です。


　ていうか、もう、何でもアリやな、秋葉原って……！


　いつまで続くか分からん風前の灯ともし火び連載ですが、良かったらこっちの企画も応援よろしくお願いします。


　むしろ、そろそろ萌え施設ネタがなくなりつつあるので、なんか面おも白しろそうな萌え施設あったら教えてください。





　そして、『ＢＩＧ‐４』三巻は、いまのところ、二○一二年の初夏を予定しております。


　当然、二巻ラストに出てきたあの祭りについて書くことになると思うんで……こうご期待。


　しかし、最初のシリーズ『七人の武器屋』の時もそうやったけど、おれ、何な故ぜか三巻で祭り編になる率、妙みように高いな……！　何の影えい響きようなんや……!?








　などなどいってるうちに、ページ埋うまったので、このへんで。


　ていうか──けっこう時間に余よ裕ゆうもって書き出したハズやのに、なんだかんだ詰つまって、奇くしくも、またしても一巻と同じく、バイト遅ち刻こくすること確定してもうた……！


（今バイト先に連れん絡らくした）


　最近、上司に、


「なんでお前だけ二月なのに半はん袖そでなんだよ!?　ウチはそれなりに季節感とか大事にしてる店なんだから、長袖着てきてくれよ!?」


　ってカミナリ落とされてまた査定下がってるんで、この遅刻はちょっと痛い……！


　ていうか、最近、いっつもあとがき書くとき、バイト遅刻するな……。


　誰だれかあとがきのハウツー本とかだしてくれ……！





　ではではこの辺で。よかったら三巻もよろしくおねがいします。










大楽　絢太　
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BIG-4


２．ククク……ついに勇者が現れたか。ってぼくの妹じゃねーか!?





大だい楽らく絢けん太た
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